








































さて、異世界ゲームガルドを攻略しようか。４
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














　CONTENTS









プロローグ

第一章：攻略が意味するもの

第二章：ダリルが飛んだ日

第三章：世界のすべてを敵に回しても

第四章：子猫アブダクション

第五章：さて、子猫を奪還しようか。

エピローグ





プロローグ




　俺おれたちがプロデュースした温泉施設の記念すべきオープン当日は、期せずしてクエストを解いてしまったりしたものの、お互いの労を労ねぎらい、商売が上う手まくいったことを祝う宴えん会かいで幕を閉じた。

　が、宴会が終わって解散になっても、俺たちの一日はまだ終わっていなかった。

　その日のうちに、簡単な衣類だけをまとめて、ダリルが俺たちの屋敷に引っ越してきたのだ。

「す、すみません……。あたし如ごときが一緒に住まわせてもらおうなんておこがましいにもほどがあるっていうのに……。こんな急じゃご迷惑だと思ったんですけど、お母さんが、善は急げって……」

　玄関で俺たちに招き入れられるなり、心底申し訳なさそうにシュンと翼を萎しぼめて、ダリルは消え入りそうな声で言った。

　未いまだドラゴンになりきれていない俺たちの同級生、ダリル・ランサープ。

　赤い翼と尻尾しつぽを持ち、頭にはお団だん子ごにまとめた髪の合間から小さな角を生やし、身体からだのところどころに鱗うろこを持つ女の子。

　空も飛べずドラゴンとしては落ちこぼれだが、実際に戦えば、モンスターを怖がってキャーキャー言うわりには、拳こぶしや蹴けりで的確にモンスターを駆く逐ちくしていく即戦力でもあり、色々あって俺おれたちのパーティに加わることになった。

　そして、俺たちがこの屋敷をパーティの拠点として生活している以上、パーティに加わったのならそこに住まわせてもらえ、と母親に言われてきたらしい。

「あのお母さんらしいわね」

　今やゲームガルドにおけるラーメンの第一人者となった豪ごう快かいな女じよ傑けつの姿を思い浮かべたのだろう、柚ゆ比び坂さかは苦笑を浮かべた。

　俺もまったく同感だったが、どうやらそれはシェリスとティーナも同様だったらしく、俺たちは苦笑しながら顔を見合わせた。

「すみません、本当に……」

　さらに恐縮して小さくなるダリルの肩を、シェリスが優しく叩たたいた。

「別に謝る必要なんかありませんわよ。仲間ですもの、一緒に住むのは当たり前ですわ」

　ティーナも蜂はち蜜みつクッキーを食べながら、

「どうせ部屋は余ってるし」

　とうなずいた。

「とにかく、入ってくれ。今日は大変な一日だったし、ダリルも疲れてるだろ。部屋は好きな空き部屋を使ってくれて構わないから」

「あ、ありがとうございます……」

「どの部屋も、最低限の家具は揃そろっているから、一晩寝るだけなら不自由はないはずよ。私物の運び込みや必要なものの買い出しは、明日私たちも手伝うわ」

　柚比坂がダリルにそう優しく微笑ほほえんだ。

　が、ダリルは、

「い、いえ……そんな、お部屋を使わせて頂くなんてとんでもないです……！　あたしみたいな落ちこぼれなんか、このエントランスの片隅でも充分で……あ、それだと目め障ざわりですよね。すみません、なるべく目立たないように気をつけますので、庭の隅っこを貸して頂ければ……」

　と、背中の羽をモジモジさせながら怒ど濤とうのように遠えん慮りよして、そのまま玄関を出て庭へ向かおうときびすを返した。

「ちょ、ダリル！　どこへ行きますの!?」

　慌てて、その背中にシェリスがすがりつく。

「気にしすぎ。誰だれかが代わりに部屋を出るわけじゃない」

「でも、あたしには個室をもらうような価値は……」

「でも、は禁止じゃなかったかしら？　とにかく、私たちのパーティの一員になった以上は同じように部屋を使う。それがこの屋敷のルールよ。もちろん、家事なんかはバッチリ協力してもらうから、遠えん慮りよする必要はないわ」

　そんなルールは聞いたことがないし、そもそもダリルに対して以外は定める必要さえ本来ないはずのルールなんだよなあ。

　それでも渋るダリルに、俺おれは、

「とにかく、仲間として招いたダリルを外で寝かせるなんて、ご近所に知られたら格かつ好こうつかないだろ。お願いだから、俺たちの顔を立てると思って、部屋を使ってくれ」

　と頭を下げて頼み込んだ。

　そうやってなだめすかして、ようやくダリルは一部屋使うことを承諾してくれたのだった。

　いやあ、これまでもダリルの後ろ向き加減は並大抵ではないと思っていたけれど、これは思っていた以上かもしれないなあ……。





　　　　＊






　俺たちを困らせていた『クエストクリア禁止令』は、翌日には撤回された。学院長たちが上う手まく評ひよう議ぎ会かいとかの偉い人たちを取りなしてくれたのだろう、クエストを解いてしまった俺たちにも特にお咎とがめをという話もなく、無事に学院の門をくぐることができた。

　そして、何日かぶりに開放された中庭には、『啓けい示じ板ばん』に表示された新たなクエストを見ようと、朝から学生たちが詰めかけていた。

　前回、この中庭が封ふう鎖さされたときを思わせるような混雑ぶりだが、あのときのようなピリピリした空気はない。

　むしろ、やる気や熱気に満ちていて、その混雑の活気は心地よくさえ思えた。

　──やっぱ、冒険者はこうじゃないとな。

　温泉の件で、功こう績せきにはならなかったとはいえ、クエストクリアの文字がたくさんのパーティの『冒険の書』に浮かび上がった結果だろうか。

　今度こそクエストを解いてやるぞ、という気き迫はくが全員の顔に見て取れた。

　そんな混雑の中には、委員長ことリムルの率いる聖なる盾隊や、温泉施設の一件で手を貸してもらった上位パーティの姿もあった。

「おはよう、救世主殿。昨日は大変だったな」

　俺たちの姿を見つけた委員長が、そう言って軽く手を上げた。

「変なことに巻き込んじまって申し訳ない」

　俺がそう言いながら恐縮して頭を搔かくと、委員長のみならず、近くにいた学生たちが口々に「いや、面白い体験だった」などと言いながら笑った。

「で？　次のクエストはどんなだって？」

　言いながら、啓けい示じ板ばんに目を向ける。

　そこに浮かび上がった文言を見て、俺おれは、

「な……なんだそりゃ…………」

　思わずそう呟つぶやいてしまっていた。




『水と火の間に住まうネコ耳幼女を攻略せよ』




　それが、今回、俺たちに課せられたクエストの全文だった。





　　　　＊






　豪ごう奢しやな学院と、その中庭にそびえ立つ不ふ思し議ぎな啓示板。街を囲むようにそびえる壁と、その壁を動かすためのクエスト。

　学生の大半は、武器や魔法の杖つえを手にして、クエストを解くために、あるいは身の丈に合った実績を得るために冒険の日々を過ごしている。

　そう、ここは剣や魔法がものを言う冒険の世界。エルフやドワーフが行き交いドラゴンが空を舞い、ダンジョンではモンスターが大手を振って闊かつ歩ぽする、まるでＲＰＧのような異世界、ゲームガルド。

　どうやらこの世界には、ネコ耳の女の子まで存在しているらしい。

　……もう、なんでもありだな。





第一章▼　攻略が意味するもの




　俺おれが妙ちくりんなクエスト内容に開いた口が塞ふさがらなくなっている脇で、委員長が不ふ敵てきな笑みを浮かべていた。

「どうやら今回は討とう伐ばつ系のクエストのようだな」

「……は？」

「場所が少々謎なぞかけになっているようだが、いざとなれば足で探せばいい」

「ふふん、頭脳派の救世主には分が悪いクエストね」

「私たち以外のパーティも、そう考えて士気が上がっているのです」

　聖なる盾隊のエルフ弓使いレーナと、三羽のクビハネウサギを引き連れた猛もう獣じゆう使いサリナも、勝ち誇ったように言う。

　見回せば、他のパーティの面々も不敵な笑みを浮かべていた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　確かに攻略っていうのは攻め落としたり打ち負かしたりすることを意味する言葉だが、たぶん今回のクエストでは全然違う意味で使われてると思うぞ！」

「なんだって？」

　委員長が眉まゆをひそめ、他の面々も不安げにざわつき始める。

「俺たちの世界では……いや、俺たちの世界の若じやつ干かん狭い業界というか、ごく一部では、異性の心を射い止とめることを攻略と表現する場合があるんだ」

　一瞬、中庭がしんと静まり返る。

　が、すぐにほぼ全員が大笑いを始めた。

「いや、救世主殿、それはない！」

　目元に涙を浮かべるほど笑って、まだ笑いが収まらないという顔で、委員長が言った。

「そうよ。ネコ耳とか書いてあるじゃない。そんなの、どう考えてもモンスターでしょ。モンスター相手に異性って」

　レーナが俺に白い目を向けてくる。

「いや、でも、エルフやドワーフ、ドラゴンがいるんだから、ネコ耳の種族だっているかもしれないだろ！」

「救世主殿、だから、それはあり得ないのだ」

　委員長が言い切った。

「知っての通り、ゲームガルドでは人は誰だれもが人間として生まれ、初等部に入る頃に自ら将来なりたい種族を選んで、なりたい種族の科に進み、エルフ科やドラゴン科などで徐じよ々じよにその姿を変えていく」

「それは知ってるが……。エルフが耳を伸ばすために引っ張るみたいな訓練をするんだろ」

　ティーナの父親がドワーフだと知って驚いた俺おれたちに、シェリスとティーナが説明してくれた。

「訓練だけではない。学院の奥には各種族を加か護ごし司つかさどる不ふ思し議ぎなほこらが、各種族につき一つずつあるのだ。そこに日々祈りを捧ささげるというのも、種族を変えるための重要な手順になる。そのほこらは、誰だれが建てたかさえわからず、風雨によって劣れつ化かすることもなく、魔法とは別の、現代でも解明できない謎なぞの力が満ち満ちている不可思議なほこらだ」

「それがなんだっていうんだ」

「ネコ耳の種族のほこらなど、ない。この意味がわかるな？」

　言葉に詰まる。

　人ではない、その証拠──。

「人でないのなら、それはモンスターだ」

「いやいや、待て待て。人ではない、ってのはわかったが、だからモンスターってのは結論を急ぎすぎだと思うぜ。例えば、ネコ耳が生えてくるような未知の病気が発見されることだってあるかもしれないだろ。感染したら委員長にだってネコ耳が生えてくるかもしれないんだぞ」

「姐ねえさんに？」












「ネコ耳が生えるのです？」

　レーナとサリナが、まじまじと委員長の顔を見つめた。

「何を想像している」

「案外似合うかもな」

　俺おれがおどけてそう言うと、委員長は途と端たんに顔を真っ赤にして、

「ななな、何を言っている!?　わ、私にネコ耳が似合うなどと……ッ！」

　と、たじろぎ、狼ろう狽ばいし、うろたえた。

「いや、委員長の髪の毛って綺き麗れいな金色だろ。同じ毛並みの猫の耳が生えたら、さぞ可愛かわいいんじゃないかなあ、と」

　さらに委員長の顔が真っ赤に染まっていく。

「姐ねえさんの可愛い一面が見れたのはいいんだけど、どさくさに紛れて聖なる盾隊のリーダーをたぶらかさないでくれる？」

　レーナが俺をじろりと睨にらむ。

「別にそんなつもりはないんだが……」

　困って頭を搔かきながら、睨むレーナの視線から逃れるように仲間たちに目をやると、シェリスとティーナが俺をジーッと睨んでいた。柚ゆ比び坂さかまで白い目でこっちを見ている。

「よくもまあ、無自覚にそんなセリフが出てくるものね」

「ヨシュア様はどうしてこうなんですの……？」

「まったく、ヨシュア殿は」

「ええと、ええと……」

　ダリルまでが何かを言いたそうに上目遣いでこっちを見ている。

「あれ？　なんか俺が悪者の流れ……？」

　なぜだ。

　しかし、俺の心情ごと脱線気味だった流れをぶった切るように、こほん！　と委員長が大きく咳せき払ばらいをした。

「とにかく！　そんな珍ちん妙みような病気、絶対にないとは言い切れないが、可能性の話などここで論じることは無意味だ。何かを攻略しろというなら、それに従うだけだ」

「でも、それだったらこれまで通り『討とう伐ばつ』って言葉を使うはずだろ。わざわざ攻略なんて別の言葉を使っている以上、裏があると考えるべきだ」

　苦しい理屈だ、と自分でも思う。

　しかし、だからこそ、これは引っかけに違いない。ゲーマーとしての直感が、これまでクエストを解いてきた経験則が、俺にそう思わせた。

「もしかしたら、水と火の間という言葉が指し示す場所が砦とりでや要よう塞さいのようになっているのかもしれないのです。そこを攻め落とすことがクエストクリアの条件の前提になっているとすれば、攻略という言葉もありうるのです」

　幼おさな子ごを諭さとすように、サリナが優しい口調で言った。

「確かに、そういう可能性も否定はできないが……」

「救世主殿、人とモンスターは相あい容いれないのだ。異世界から来た救世主殿にはピンとこないのかもしれないが、それがゲームガルドの現実だ」

「でも、サリナはクビハネウサギと仲良しじゃないか。同じように、文言にあるネコ耳幼女だって……」

　しかし、当のサリナが首を横に振った。

「この子たちはあくまで猛もう獣じゆうであって、モンスターではないのです。猛獣は動物なので、むやみに人を襲おそったりはしません。でも、モンスターは人に対して本能的な攻撃性を持っているのです。最近の研究では、脳の構造が違っていることが判明したそうです」

「そういうもんなのか……」

「そういうことだ。そうでなければ、自分が死ぬまで人を攻撃したりしないさ。普通の動物なら、手傷を負ったら逃げ出すだろう？」

　わかったか、とばかり、委員長が言った。

「でも、幼女だぜ？　仮にモンスターだったとしても、幼い女の子じゃないか」

「そういう姿で冒険者を油断させるという生せい態たいのモンスターは、すでに何種類か発見されている。水辺で美女の姿を真ま似ねて寄ってきた男を水中に引きずり込むスキュラとか、美しい歌声で心を惑まどわすセイレーンとかな。大方、ネコ耳幼女とやらもその類たぐいだろう。救世主殿、そんな甘い考えでは食い殺されるぞ」

　俺おれが知る限り、スキュラもセイレーンもギリシャ神話由ゆ来らいのモンスターだが、そんなのもいるんだな、ゲームガルド。

「……だが、やっぱり俺は納得できない」

「どんなやり方をするのも救世主殿の自由だが、モンスターと仲良くなるなど非現実的だ。命は大事にな。では、我々はもう行かせてもらう。救世主殿も、ボヤボヤしていると出遅れるぞ」

　そう言い残して、委員長たち聖なる盾隊は中庭から去って行った。

　他のパーティも、

「悪いな」

「救世主ヨシュアが言うことなら意味はあるんだろうが、同じことをやっていたんじゃいつまでも追いつけないしな」

「じゃ、お先に失礼」

　そんなことを言いながら、同様に次々と中庭を後にする。

　そして、俺と柚ゆ比び坂さか、シェリス、ティーナ、ダリルの五人、つまり俺たちのパーティだけが啓けい示じ板ばんの前に残された。

「どういうことなのか、説明してもらえる？」

　柚ゆ比び坂さかが俺おれに訊きいた。

　シェリスとティーナも、ジッと俺を見ている。この世界の常識からは外れていても頭ごなしに否定はせず、とりあえず俺の話は聞いてくれる、という姿勢のようだった。

　そしてダリルは、ただただオロオロしていた。

「俺たちの世界のゲームには、恋愛シミュレーションってジャンルがあるんだよ。俗に言うギャルゲーってヤツ。複数用意された架か空くうの異性と仲良くなるのが目的のゲームだ。その手のゲームでは、それぞれの相手と恋仲になるという最終目標を達成することを『攻略』って言うんだ」

「そういうゲームがあることは知っていたけれど、なんだか不健康ね」

　そう言う柚比坂の目が、なんだか俺を非難しているように感じられるのは気のせいだろうか。

「言っておくけど、複数のイケメンが出てくる女の子向けのゲームもあるからな。あと、俺はその手のゲームはあんまりやらないぜ。まったくやったことがないとは言わないが」

「本当かしら？」

「あのなあ、俺がゲームをやる一番の理由は妹のためなんだぞ。妹と一緒にギャルゲーをやるバカがどこにいるんだよ」

　やれやれとため息をつきつつ、

「とにかく、今の問題は俺のゲームの趣しゆ味みより今回のクエストだ」

「そうですわ！」

「確かに」

「あの……ええと、ちょっとお話が理解できないというか……」

　仲間たちは三さん者しや三さん様ようの反応を示すが、俺は顎あごに手を当てて思考を優先させた。

「前回のクエストで『漢字』のリドルが出題されたことを思えば、俺たちの世界の感覚や言い回しがミスリードとして使われていてもおかしくはない気がする」

「それは、確かにありそうだけれど」

「でも、ネコ耳幼女はモンスターですわよ？」

　シェリスの言葉に、俺は首を傾かしげた。

「まだ見たわけでもないんだから、決めつけるのはどうかと思うけどな」

「それはそうですけど……、ねえ」

「うん」

　シェリスとティーナが顔を見合わせてうなずき合う。

「ええと、普通はダンジョンの奥に生息しているのは、植物や小さな虫なんかを除のぞけば、モンスターですから……」

　おそるおそる、ダリルが説明してくれた。

「動物は、大型の肉食獣でも、普通は地表かダンジョンのごく浅いところ、入り口付近にいるものなんです」

「クビハネウサギみたいな凶悪なヤツも？」

「は、はい。首は刎はねますけど、ウサギはウサギですし……」

「でも、それって、今まではそうだった、ってことだよな。今後もそうだとは限らない。まして、広がったばかりの未み踏とう破はの土地では」

「それはそうですけど……」

　常識というヤツは、もちろん有効な判断基準だ。しかし、クエストに関しては、まずそれを疑うべきだ。一番最初の聖なるダガーのときだって、『きっと探し物はダンジョンの奥にあるはず』という思い込みが一〇〇年解けないという事態を招いたのだ。

「それに、クエストの『水と火の間』がダンジョンの奥だとは限らないだろ。今まで見つかってないだけで、人でもモンスターでもない存在がいるかもしれないじゃないか。いずれにしても、なるべく先入観なしに柔じゆう軟なんな対応を心がけるべきだ。今から討とう伐ばつ系クエストだと決めてかかると足あし下もとをすくわれる気がする」

「なるほど……。確かに、他のことならともかく、クエストとなると、そういう意地の悪い裏も充分に考えられるわね」

「だろ？」

　それでも首を傾かしげるシェリスやティーナたちに、

「いや、討伐ならそれはそれでいいんだよ。実際、委員長たちの意見が正しい可能性も低くはないと思う。その場合、ネコ耳幼女はバカみたいに強いか、地形効果とかすげえイヤらしいことになってるんだろうけどな、難なん易い度ど的に」

「確かに、クエストはどんどん難しくなっていっている印象がある」

「ですわね」

「わかったわ。これまでも志し度ど君のやり方や勘には助けられているものね。とにかく、今はこのパーティの頭脳を信じることにしましょう？　その上で、疑問や意見があったらその都つ度ど話し合えばいいんじゃないかしら」

「了解ですわ」

「わかった」

「え、ええと、あたしは最初から異論も何もないっていうか……」

「みんながそう言ってくれると助かる」

「……一つ確認したい」

　ずいっ、とティーナが俺おれの顔を覗のぞき込こんできた。

「な、なんだよ」

「単にヨシュア殿がそういう趣しゆ味みだという可能性は……？」

「そういう趣味ってなんだよ」

「幼女を口く説どきたいだけだったり」

「確かに、このパーティで幼女の異性に該がい当とうするのは志し度ど君だけだものね」

「ヨシュア様、個人の趣味や嗜し好こうは自由とは言え……」

「ええ、ヨシュアさん、それはさすがに犯罪です……」

「んなわけあるかっ！　揃そろいも揃そろって何言ってんだ！」

　くすくす笑う仲間たちにやれやれとため息をつきながらも、また俺おれは考え込んだ。

「しかし、やっぱ慣れ親しんだ常識って強いな。今までは俺の言葉を尊そん重ちようしてくれてた委員長までが頭っから否定だもんな……。いや、もしかしたら、こうなること込みで難なん易い度どが設定されているのかもしれない……」

「こうなることって？」

　柚ゆ比び坂さかの問いに、

「ほとんどの冒険者が、攻略対象を討とう伐ばつしようとすることさ」

　と俺は答えた。

「だとすると、かなりまずいな……。俺の読みが当たっていた場合、委員長たちに先を越されたら、たぶんクリアは不可能になるぞ」

「殺されたら、っていうことですの？　でも、それなら魔法で蘇そ生せいさせれば……」

「いや、それじゃダメだ。幼女、つまり幼い女の子が自分を殺そうとする冒険者に追いかけ回されたらどう感じると思う？　たぶんトラウマになるし、人を嫌いになるだろう。簡単には心を開いてくれなくなると思う。俺が言う『攻略』ってのはどれだけ好かれるか、っていう勝負だ。好感度がマイナスにまで入ったら、それを挽ばん回かいするのはかなり難しい。きっと、何年もかけて信頼を取り戻すような気の長い展開になる」

「それは困るわね」

「ああ。あの塔にたどり着くのがそれだけ遅くなるからな」

「じゃあ、なんとしてもリムルたちより先にネコ耳幼女を見つけないと」

「ティーナ、委員長たちだけじゃありませんわよ。今、ここから出て行った全部のパーティがライバルですわ」

「え？　え？　ぜ、全員がライバルですか……？」

　ダリルがおどおど加減にさらに拍車をかける。

「クエストに挑むってのはそういうことですわ。学院祭も近いから、きっとみんな気合いが入っているのですわね」

「学院祭？」

　俺おれと柚ゆ比び坂さかが首を傾かしげる。

「あ、ヨシュア様とアンナ様はご存じありませんのね」

「学院祭は、冒険者の祭さい典てん。街をあげての一大イベント」

「この世界のお祭り、ということね」

「でも、なんでお祭りが近いと気合いが入るんだ？」

「ええと……、学院祭の目玉は現役学生の上位パーティによる最強決定戦──つまり、模も擬ぎ戦せんなんです。これに優勝するのはクエストを解くのに次ぐ栄誉で……」

「戦闘能力を特に重視する就職先では、これの優勝はクエストクリア以上に評価される場合もありますわ」

「参加資格は今年に入ってからの功こう績せき順で上位に入ること。だから、これを狙ねらってるパーティは必死になる」

「クエストが解かれていなかった去年までは、クエストクリアはもちろん、新種発見みたいな加点もなくて、高レベルモンスターの討とう伐ばつ数に頼るか、希少な素材回収で社会貢こう献けん度の高さを頼みにしたポイント稼ぎでの団だん子ご状態でしたからね……。でも、今年は立て続けにクエストが解かれて、あたしたち……っていうか、ヨシュアさんのパーティがごぼう抜きでトップに躍り出ましたから……」

「マジかよ。つまり、みんな目の色を変えてネコ耳幼女を探しにかかってる、と……？」

　同じことをやってたんじゃ追いつけない、ってのはこのことだったわけか。

　最悪、自分たちでクエストは解けなくても、これ以上俺たちに解かせまい、とする連中も出てくるかもしれない。

　これは、悠ゆう長ちように構えてはいられそうにないな……。

「そういうことですわ。それで、ヨシュア様。何か他のパーティより先にネコ耳幼女を見つける作戦を……」

　シェリスが話している横で、ティーナがポンと手を打った。

「シェリスにネコ耳を着ければ」

「ちょっと！　わたくちは真面目まじめな話をしてますのよ!?」

　頰ほおを膨ふくらませてシェリスは食ってかかるが、ティーナはどこ吹く風で「それにしてもお腹なか空すいた」とか言っている。

　張り詰めていた空気が、一気に緩ゆるんだ気がした。

「焦あせっても仕方がないわ。私と志し度ど君はもうすぐ授業が始まるし、一度ゆっくり考えてみるのはどうかしら？」

「ああ、賛成だ。同じようにしらみ潰つぶしのローラー作戦をやったんじゃ、人数が多いあっちが有利だからな」

　あっちもあっちで連れん携けいしているワケじゃないだろうが、それは問題じゃない。効率よく組そ織しき的に立ち回っていなかったとしても、単純に全パーティに対し俺おれたち一組の確率じゃあ勝ち目は薄い。

「だったら、『水と火の間』って言葉が示す意味を解くしかない」

　俺の言葉に、柚ゆ比び坂さかとシェリスとティーナがうなずいた。

「シェリスとティーナとダリルは俺たちが授業を受けている間、図書館なり聞き込みなりして『水と火の間』のヒントになりそうな情報を集めてくれないか」

「了解ですわ」

「わかった」

　テキパキと役割分担をする俺たちの様子を見て、ダリルが深いため息をついた。

「……皆さん、すごいですね……。なんていうか、さすが救世主様のパーティっていう感じで……。あたしなんか、全然ついていけてないっていうか……やっぱり、落ちこぼれには荷が重いんじゃないかなって」

　あ、いかん。ダリルの、放ほうっておくとどこまでもネガティブになっていくスイッチが入ったっぽい。

　が、

「すぐに慣れるわよ。それに、頭を使うのは志し度ど君の仕事なんだから、同じところで活躍する必要はないわ。ダリルさんの役目は冒険に出てからなんだから、何も気にしなくてもいいのよ」

　と、柚比坂がすぐにフォローに入ってくれた。

「そういうことだ。自じ慢まんじゃないが、俺は実戦では足手まといだし。長丁場になったら柚比坂とダリルが頼りになるんだから、そこで頑がん張ばってくれれば全然問題ないって」

「で……ですけど……それはそれでプレッシャーだったりして……」

　……。

　どうしろっていうんだ。

　もう少し自信を持ってくれると、きっとダリルは理想的な前ぜん衛えいになるんだろうけどなあ。なかなか上う手まくいかないものだ。
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　お昼休み。

　授業を終えて学食でシェリスたち三人と合流した瞬間に、彼女たちの調べ物は空振りに終わったんだろうなあ、と表情を見ただけで察することができた。

「まあ、そんな簡単にヒントを摑つかめたら苦労はないよな」

　俺はしょんぼり気味の三人にそう笑いかけた。

「そうよ。私たちが身動きできない間に仕事をしてもらっているんだもの、気に病む必要はないわ。さあ、それよりお昼ご飯にしましょう」

「だな。話は食べながらにしよう」

　勢いよく学食のカウンターに駆けていくティーナを先頭に、俺おれたちは学食のカウンターでそれぞれが好きな料理を買い、五人で座れる円えん卓たくを占せん拠きよした。

「さて、じゃあ、早速クエストの話なんだが」

　ゲームガルドで古くから愛されているという肉団だん子ごの煮込み料理をフォークでつつきながら、俺は切り出した。

「とにかく、現状では、『水と火の間』っていうキーワードを読み解くしかないわけだ」

　おそらく、どこかのダンジョンを示しているのだろう、とは思う。

　斧おのの守護者のときは委員長たちがお目当てのダンジョンを探し当ててくれたが、今回はそれを待ってはいられない。いや、先を越されてはいけない以上、俺たちの手でダンジョンの発見からやらなければいけないのだ。

「普通に考えれば、場所を示しているならこの『水』や『火』は地形とかランドマークのことだと思う。その二点を結んだ中間点にダンジョンがあるとか」

　大量に積み上げた串くし焼やきとパンを凄すさまじい勢いで切り崩しながら、ティーナが言った。

「ですわね」

　豆のポタージュっぽいスープにちぎったパンを浸ひたしながら、シェリスもうなずく。

「地形っていうと、水は湖でしょうか……？」

　じっくり炙あぶった骨付き肉を手に、ダリルが首を傾かしげた。

「可能性は高いんじゃないかしら。まあ、水は他にもありそうだけど、問題は火ね」

　ナスの肉詰めをフォークで刺しながら、柚ゆ比び坂さかが言った。

「イメージ的には、ドワーフの地下工房街かしら。鍛か冶じ屋やは火を連想させるわ」

「しかし、その間って言われてもなあ。湖のどの点から間を取るかで位置もガラッと変わるし」

「そうね……」

　ティーナ以外の全員が食べる手を止めてため息をつく。

　と、そこへ、

「オ──ッホッホッホッホッ！　お困りのようでございますわね！」

　高笑いをしながら、ばん！　と扉を勢いよく開けて、イルザがメイド隊を引き連れて学食へと入ってきた。

　ダリルを除のぞく全員の表情が曇る。ダリルはまだ知らないのだ、イルザの問題児ぶりを。

「で、何に困っているんでございますの？」

「それを知らずにどうして自信たっぷりに高笑いできるのかしら……」

「アンナ殿、考えたら負けだと思う」

「わたくちも同感ですわ……」

「貴女あなたたちには訊きいていませんわ。わたくしはヨシュア様にお訊きしているんでございますのよ」

「新しいクエストだよ。『水と火の間』ってのが何を意味しているのか、それを考えているんだ」

　俺おれの言葉を聞いて、イルザはちょっと考えるように小首を傾かしげた。

「鍋なべ底ぞこじゃございませんの？」

「あー。確かに水と火の間だが……」

　鍋に水を張って火にかければ、水と火の間にあるのは鍋底だ。

「そんななぞなぞがあったわね。上は洪こう水ずい、下は大火事、だったかしら。こっちの答えはお風呂だったけれど」

「俺たちの知ってる現代風の風呂だと、ちょっとイメージしにくいよな。大火事のはずの風呂釜がまは、普通は洪水のはずの湯船の下にはないから」

「そうね。薪まきで焚たくような古いタイプか、五右衛門ごえもん風ぶ呂ろでもない限りは」

「五右衛門風呂って実際どんな感じなのか、イメージしづらいよな。ええと、ドラム缶風呂みたいな感じか？」

「そうね、構造的には」

「もー、イルザのせいで脱線してちまいましたわ！　遊んでるんじゃないんですのよ!?」

「イルザ、邪じや魔まをしないで」

「ええと……その……さすがに鍋底とかお風呂は関係ないんじゃないでしょうか……」

　微妙な空気が場を支配する。

　だが、空気を一切読まないのがイルザである。

「そんなことより、ヨシュア様。わたくし、素晴らしい情報を仕入れてきたのでございますわ！」

「は？」

「ヨシュア様とわたくしが手に手を取り合ってクリアした、墳ふん墓ぼのクエストがあったでございましょう？」

「まあ、墳墓でのクエストはあったな」

　結果的にアシストはしてもらっても、イルザと手に手を取り合うというほど協力したり連れん携けいしたという記憶はないが。

「あのクエストで開放された地区に『水すい晶しようの寺院』というダンジョンがあるんだそうでございますわ」

「そのダンジョンに何か手がかりでもありそうなのか？」

「さあ？　でも、そのダンジョンの奥のカテドラルと呼ばれる区画は、天井が地表とつながっていて、降り注ぐ光がそれはそれは美しいそうでございますわ！」

「すまん、話のつながりがさっぱり読めないんだが」

「もう、ヨシュア様ったら、そんな意い地じ悪わるを仰おつしやって。きっと、二人でそこに冒険に出かけたら、とてもロマンチックでございますわ！」

　あー。なんとなく予測はしてたけど、まったく関係ない話を自分の都合だけでねじ込んできやがったのか。

「もー！　イルザ、いい加減にちてくださいですわ！」

「なんでございますの？　わたくしは大おお真面目まじめでございますわ！」

「結局、話はこんがらがるんだな……。でも、案外悪くないかもしれない」

　俺おれの言葉に、イルザ以外の全員──メイドさんたちまでも──が、「マジか!?」という顔をした。

　その反応で、俺の言った「悪くない」が「一緒に水すい晶しようのなんとかを見に行く」のことだと思われていることに気がついた。

「あ、いや、鍋なべ底ぞこの話な。その、観光名所みたいなダンジョンに物もの見み遊ゆ山さんで行く気はさらさらねえよ」

「ああ、もう、そういうつれないところも素す敵てきでございますわ！」

　少しはめげてくれ。

「イルザはちょっと黙っててくださいですわ！」

「あの、鍋底がどうして悪くないんですか……？」

「鍋底が答えだとは俺も思わないけど、俺たちは今まで地図上で、つまり面で考えてきてただろ。でも、間ってのは縦──つまり立体的に並んでいても間じゃないか。俺たちにその発想がなかったのは事実だ」

「さすがヨシュア様！　ヨシュア様だけはわかってくださるんでございますのね！」

　喜び勇んで俺に飛びつこうとしたイルザの前に、いつの間に立ち上がったのか柚ゆ比び坂さかが立ち塞ふさがった。腰の剣に手をかけ、いつでも抜くぞ、というただならぬ気き迫はくを隠しもしていない。

　その柚比坂の殺気に、反射的にイルザが足を止めて背せ負おった金色の大きな戦せん斧ぷに手をかける。が、その瞬間、イルザは柚比坂ではなくメイドさん二人に左右からガッチリと押さえ込まれてしまった。

「お嬢じよう様さま、救世主様や皆さんにご迷惑をおかけする行為はご遠えん慮りよください」

「だいたい、殿との方がたに軽々しく飛びつこうなんて、淑しゆく女じよのすることではないと昨夜のマナー講習であれほど言われていたではありませんか」

　それでもジタバタするイルザに、柚比坂がフッと冷ややかな笑みを向ける。

「……ケンカすんなって」

「あら、心外ね。私は揉もめごとの芽を事前に摘んだつもりよ」

　席に戻りながら、つーんとすまして柚ゆ比び坂さかが言う。まったく、温泉のときから、どうにもこの二人の間には犬けん猿えんの仲みたいな空気が漂って消えない。

「それとも、志し度ど君としては美少女に抱きついてもらえなくて残念だったかしら？」

「はあ!?」

「そういうことなら、いつでも言ってくれれば」

「ちょ、ティーナ、どさくさに紛れて何を言ってますの!?」

　あーもう、なんでこうなるんだ。

「馬鹿なこと言ってないで、話を戻すぞ」

　俺おれは食べかけの肉団だん子ごの煮込みを脇に避よけて、今日買ったばかりの最新版のゲームガルドの地図をテーブルに広げた。ダンジョンのみならず、広がった土地にも未み開かい墾こん、未み踏とう破はのエリアが結構残っているため、空白のエリアも多い。

「完全に絞り切るには根こん拠きよが足りないが、ここは賭かけに出よう。水は湖のことを指しているものとして考える。確率は低くないはずだ。ティーナ、温泉のとき、湖底に入り口があるダンジョンも存在するって言ってたよな？」

　水着の話をしていたとき、そんな話題が出た記憶がある。

「言ったかどうかは覚えていない。でも、そういうダンジョンは確かにある」

「よし。じゃあ、俺たちは湖底から入る、もしくは湖周辺から湖の下へと伸びるダンジョンを探すことにする」

「待って」

　柚比坂が地図から視線を俺に移して、

「水が湖のことだというのは理解できるけれど、もう一つのキーワードは？　火はどうするのよ」

「だから地下を目指すんだよ。俺たちはすでに一回見てるじゃないか。地底で、流れる火の川を」

「……あ」

　柚比坂がハッとし、シェリスがポンと手を打ち、ティーナが口いっぱいに入っていた肉を飲み込んで「なるほど」とうなずき、ダリルだけが「え？　え？」とわかっていない顔で全員の顔を見回していた。

　ちなみに、イルザはまだメイドさんに摑つかまれてジタバタしている。

「要するに、湖の下にあってマグマの川があるダンジョンを探すってことだ。しかも、今までゲームガルドの人たちはマグマを知らなかった。なら、踏破されてるダンジョンは除外していいと思う。墳ふん墓ぼの例もあるから、既存のダンジョンが拡張する可能性もあるにはあるが、それは他を探し終えてからでいいだろう。つまり、湖周辺でも最近開放されたエリアにまでは絞り込める」

「じゃあ、水中探たん索さくの装備が必要だよね」

　いつの間にやってきたのか、大手商会の御おん曹ぞう司しにして村人クラスのイケメン、リックがそう声をかけてきた。

「もちろん、ヘンドリー商会の水中探索シリーズはお値段以上の品質のお買い得品ばかりだよ」

「いきなり現れて商売か」

「お金儲もうけの匂においには敏びん感かんな体質なんでね」

　どんな体質だよ。

「とにかく、湖底の冒険の一番のネックは水中での呼吸だよね。そこで、お薦すすめなのが新商品の『ギル・ドリンク』だよ！　このドリンクをぐいっと一本飲めば、一時間くらい水中でも息ができる優れものなんだ！　しかもオレンジ味とはちみつレモン味の二種類があって飲みやすさもバツグン！」

「確かにそりゃ便利だが、商売っ気丸出しのその態度はどうなんだ。しかも飲むアイテムって、副作用とか大丈夫だろうな？」

「商品化にあたって、安全性は何度もテストして確認してるよ。問題があるなら、さすがに商品化できないって」

「そりゃそうか」

「それにね、ヨシュア君。普通は魔法で水中呼吸をできるようにして潜るものだけど、人数分の魔法を使うとなると、魔法使いの負担はかなりのものなんだよ。いざ、ダンジョンに入った途と端たんに魔力切れで戦力低下なんて洒落しやれにならないと思うよ？」

「いや、そのアイテムの有効性は言われるまでもなく理解してるけどな……」

「その代わり、陸おかの上ではちょっと息苦しさを感じるって話だけどね。でも、陸上で窒ちつ息そくするようなことはないそうだから」

　なんだ、結局あるんじゃねえか、副作用。まあ、思ってたよりは全然リスク低いみたいだけど。

「その程度の副作用なら、得られる効果の方が遙はるかに大きいわね。どうせ他にも必要になる道具はあるでしょうし、一緒に買ってもいいんじゃないかしら」

「さすがアンナさん、お目が高い！　そして今日もお美しい！　毎度、お買い上げありがとうございます！」

「よ……よかったですね！　必要なアイテムがタイミングよく新発売になっていて。ええと……あたしは火のドラゴンで水とは相あい性しようが悪いので、あんまり湖底とか行きたくないですけど……」

「オーッホッホッホ、やっぱりそんなドラゴン女よりわたくしを……」

　言いかけたイルザの言葉を遮るように、シェリスが、

「入り口を探すだけですから、大丈夫ですわ！　たいていのダンジョンは、湖底に入り口があっても中は空気があるそうですもの！」

　そう大きな声で言いながら、ダリルの肩をポンポンと叩たたいた。

　不ふ機き嫌げんそうにイルザが頰ほおを膨ふくらませるが、声をかけると面倒なことになりそうな予感しかしないので、心を鬼にして見て見ぬふりをする。

　やがて、他人を蹴け落おとそうとする発言に対してメイドさんたちのお説教が始まり、

「お邪じや魔まになってはいけませんので」

「失礼いたします」

　にこやかにそう一礼するメイドさんたちによって、イルザは学食の外へと連行されていった。

　なんていうか、相変わらず過ぎる。

「それはそうと、ヨシュア君。頼まれてたメモだけど、今朝、例のフードの彼がやって来たから渡しておいたよ」

「マジか!?」

　リックの言葉に、俺おれはガタッと椅い子すを鳴らして腰を浮かせた。

　何者かが俺の部屋にこっそりと置いていった、温泉から手を引けという日本語のメッセージ。俺はそこに、言いたいことがあるなら直接言いに来い、と書き添えて、心当たりの人物──リックと顔なじみだという光こう一いち郎ろうに似た男に渡してくれ、と預けたのだ。

「で、反応は!?　何か言ってたか!?」

「いや、それが何も」

　リックは申し訳なさそうに首を横に振った。

「読めるのか、って訊きいたんだけど、『さてね』の一言しか答えてもらえなかったよ。まあ、受け取ってはもらえたけど」

「そうか……」

　考え込みつつ、俺は浮かせかけた腰を椅子へと戻した。

　受け取ったということは、少なくとも内容を読めているということではないのだろうか。

　即断は禁物だが……やはり怪しく思える。

　それとも、他人のそら似だったのだろうか。あのとき──墳ふん墓ぼでの有あり瀬せさんの一件の後に見た光一郎らしき人物は、別人なのだろうか。

　いや。きっと、まだ結論を出すときではない。リックの話では、実質、何も判断材料は増えてはいないのだから。

　ふと顔を上げると、全員が考え込む俺に視線を向けていた。

「あ、いや、今はそれよりクエストだな。とにかく方針は決まったんだから、必要なものをリストアップして調達して、可能なら今日のうちに一度湖に行ってみよう」

　全員が、俺おれの言葉にうなずく。

　そんなわけで、俺たちは急いで昼食を平らげ、学食を出たのだった。





　　　　＊






　御ご用よう達たしのヘンドリーマジックショップ・エルフ街店でお薦すすめされた新商品のドリンクやら、水中に道具を持ち込むのに必ひつ須すだという完全防水のカバンやら、水の中でも破れない地図と水の中でも書けるペン、水中用懐かい中ちゆう典でん灯とうなどなど、必要になると思われるものを比ひ較かく検けん討とうしたり説明してもらったりしているうちに、陽ひはとっぷりと暮れてしまった。

　水中の探たん索さくはパーティメンバーの誰だれ一人として経験したことがないので、何もかもが手探りなのだ。道具選びだって慎重になる。

　できれば今日中に下見くらいはしておきたかったのだが、ダンジョンや水中でないにしても、日が暮れてから開かい墾こん前の未み踏とう破はエリアに足を踏み入れるのはリスクが高すぎる。ダンジョンの外にだって、危険な獣やモンスターは生息しているのだ。

　なので、

「もう時間も時間だ。今日は湖に行くのは諦あきらめて、しっかりここで必要なものを揃そろえて準備しておこう」

　と店内で俺は仲間たちに提案した。

　特に反対意見もなく、全員がうなずく。

　そして、そういうことなら、と満面の笑みで、商売熱心なエルフの店長さんは、

「ベラちゃん、奥から水中用の商品をじゃんじゃん持ってきて！」

　などと店員さんに指示を飛ばすのだった。




　そんなこんなで色々買い込み、ついでに晩ご飯の材料なども買いに寄ったりして、屋敷に帰ったときにはすっかり夜になってしまっていた。

「なんかミーティングと買い物で一日が終わっちまったな」

　玄関をくぐるなり、思わず俺は言ってしまっていた。まさか、こんなに時間がかかるとは思わなかった。

「仕方ないわ。水中では一つのアクシデントが死につながりかねないもの。他のパーティに負けないことも重要だけれど、それで焦あせって死者が出るようなことになってしまっては本ほん末まつ転てん倒とうだわ」

「わたくちもそう思いますわ」

「そ、そうですよ……！　水の中なんて……怖すぎます……！」

「そんなことよりお腹なか空すいた」

「はいはい、すぐ何か作るわね」

　ティーナにせがまれて柚ゆ比び坂さかが足早に厨ちゆう房ぼうへと向かう。これも、もう見慣れたいつもの光景だ。

「じゃあ、俺おれたちは晩飯ができるまでの間に、買ってきた道具を明日すぐ使えるように整理しておこう」

「了解ですわ！」

「あ、あたしも手伝います……！」

　ダリルが買ってきた荷物を運ぼうとして、

「あっ……!?」

　速攻で手を滑らせた。

「あぶなっ……！」

　反射的に、側そばにいたシェリスとティーナが床に落ちる寸前で荷物をキャッチする。

「はあ──、助かった、ナイス、シェリス。ティーナも」

「ごっ、ごめんなさいごめんなさい……！　あたし、おっちょこちょいで……」

　泣きそうになって謝るダリルに、

「っていうか、ダリルはドラゴンですから、きっと不器用になりつつあるんじゃありませんの？」

「ああ、そういえば、ドラゴンは誰だれかに手助けしてもらわないと日常生活にも支障を来すくらい不器用なんだっけ」

　完全にドラゴン化したら、手っていうか前まえ肢あしだもんなあ。クマの前肢の毛を鱗うろこにした感じ、と言えば伝わるだろうか。力強くて爪つめが鋭くて、戦闘的には頼もしいけれど、あれじゃ食器も摑つかめないだろうし、ドアノブや蛇じや口ぐちも上う手まく使えないに違いない。

　まあ、ダリルの手は多少爪が鋭いだけで、まだまだ人間の手だけど。

「ってことは、ちゃんとドラゴン化は進んでるってことなんじゃないのか？」

「うう、そんなところばっかりドラゴン化しても……」

「でも、ゆっくりでも確実に進歩してるってことですわ！」

「確かに、ダリルはそのことに胸を張って良いと思う。だから、アイテムの整理は私たちがやるから、ダリルは気にしないでそこで見てて」

　ティーナにそう言われて、

「はい……」

　ダリルはしょんぼりと肩を落とした。

「だ、ダリルの出番は明日の冒険本番ですわよ！」

　ちょっと無む理り矢や理り気味に、シェリスが言った。

「わたくちたちだけでは、何かを探して長い時間探たん索さくを続けるのは難しいですもの！」

「うう……。そんな、無理矢理気を遣って頂かなくても……。どうせあたしはドラゴンと人間のダメな部分だけを集めた役立たずですから……。ああ、あたしったら、社しや交こう辞じ令れいを真に受けて押しかけてきちゃって、何を勘違いしていたんでしょう……」

　うわ、やば、エンドレスネガティブモードが発動してる!?

「いやいや、シェリスはティーナの魔法がないと攻撃が当たらないし、ティーナも魔法は強力だけど一日四回しか使えないからな。強敵を撃破するには頼もしいけど、ちょっと燃ねん費ぴが悪いんだよ。だから、マジでダリルは継続戦闘力的な意味で期待の星なんだ。もっと自信を持てって！」

　我ながら白々しい言葉だとは思う。

　が、ダリルは、

「そ……そうですよね……。期待を裏切らないように頑がん張ばらないと……！」

　と決意を新たにして、両手を床について四よつん這ばいになった。

「せめて救世主であるヨシュアさんの名前に泥どろを塗ぬらないドラゴンになれるよう、訓練を続けていこうと思います……！」

「はあ」












「とりあえず、ここにいても役に立てなそうなので、アンナさんに何かお手伝いできることがないか訊きいてきます……！」

　そして、ダリルは手を床についたまま、赤ちゃんがするように這はい這はいで厨ちゆう房ぼうの方へと消えていった。

「……なんで這い這いで……？」

「た、たぶん、ドラゴンに変化する訓練なんだと思いますわ」

　あー。

　以前に聞いた話では、他にも鱗うろこを生やす訓練とかもするんだっけ。どうやるのかは想像もつかないけど。エルフは耳を伸ばす訓練をしたりするそうだし、いやあ、異種族になるのって大変だな……。

　しかし、羽や尻尾しつぽのためにあちこち切り込みが入っているダリルのチャイナドレス風ビキニアーマーは、角度によってはすごい際きわどい見え方をすることもあるわけで、さすがに四よつん這ばいは見ていてドキドキしたりハラハラしたりするのだということをたった今発見したワケだけれど……でも、本人がやる気になって、そのための訓練だというのであれば、やめてくれとも言いにくい。どうしたものか……。

「とにかく、早く道具の整理を終わらせて食事に備えるべき」

「ああ、そうだな」

　気を取り直して作業を始めた瞬間、厨房の方からガチャーンと皿か何かが割れるような音が聞こえてきた。

　あーもう、何が起こったか目に浮かぶようだ。

「様子、見に行った方がいいかな。怪け我がでもしてたら大変だし」

「いえ、大丈夫だと思いますわよ？　ドラゴンの防御力はお皿くらいじゃ破れないと思いますわ」

「仮に多少怪我をしても、アンナ殿も回復の魔法は覚えたと言っていたから、すぐに治してもらえると思う」

「なるほど。……ってか、柚ゆ比び坂さかはスキルも魔法もどんどんレパートリーを増やしていってるのな」

　今日の授業でやった模も擬ぎ戦せんでは、柚比坂の剣から放たれる衝しよう撃げき波はがスリーウェイになって、飛ひ距きよ離りも飛ひ躍やく的てきに伸びていた。もはや近づかせてももらえない。差は開く一方だ。まったく情けない。

「わたくちも、連続攻撃やクリティカル率アップのスキルを鋭えい意い練習中ですわ！　命中精度をティーナの魔法に任せるなら、一撃必殺の威い力りよくを磨みがくのが効率的ですもの」

「私だって、命中アップ以外の補助魔法を中心に研究中」

　うう、みんなのやる気が眩まぶしすぎる。なんだろう、この置いていかれてる感。

「だって、いざヨシュア様が立てた作戦を、実力不足で実行できないんじゃ恥ずかちいですものね」

「うん」

　なんともありがたい話であるが、ますます感じる不ふ甲が斐いなさと申し訳なさで、うなずき合う二人の顔をまともに見ることができなかった。
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『風の月一四日

　柚ゆ比び坂さかの成長ぶりが半端なくて差をつけられる一方だが、シェリスやティーナもこのパーティに合わせたスキルや魔法の習得を進めていてくれたらしい。

　トゲトゲ鉄球の連続攻撃だのクリティカル率アップだの、恐ろしすぎる。確かに、どうせ当たる環境でしか戦わないなら正しい選択だとは思うが……もうどう考えても、オーバーキルにしかならない気がする。

　ティーナも、命中アップだけではなく他のパラメータを底上げする魔法の他、幻術系など、直接ダメージを与えない魔法を積極的に勉強しているのだという。今度、覚えた魔法をリストアップしてもらわないとな。できることが増えたのなら、戦略の立て方にも幅が出てくるはずだ。

　ここに継続戦闘力担当のダリルが加わってボス戦以外では柚比坂とのツートップという編へん成せいが可能になったわけだから、俺おれたちのパーティは着々と強くなっている……はずなんだけど、まだダリルが馴な染じめていないというか、空回っているというか、うーん。

　時間が解決してくれるといいんだけど……もう少し、ダリルは自信を持ってくれるといいんだけどなあ。実際に戦闘になれば、キャーキャー言いながらも、なんだかんだで強いんだから。』





第二章▼　ダリルが飛んだ日




　翌朝──というか、早朝。

　ドスン、という大きな物音と、「ふぎゃっ」という情けない悲鳴に、俺おれは飛び起きた。

　何ごとかと窓を開けると、同じように三つの窓が開いて、柚ゆ比び坂さかとシェリスとティーナが顔を出していた。

「一体何ごとですの？」

「あれだと思う」

　ティーナが下を指さす。

　その指が示す先を見やると、ダリルが涙目で頭を押さえつつしゃがみ込んでいた。

　そして、すぐ近くには屋敷に立てかけられた脚きや立たつ。

　そこから導き出される結論は──、

「まさか、飛ぶ練習をしていたの……？」

　柚比坂が呆あきれ気味に呟つぶやいた。

「だろうな。そして失敗して落ちたんだろうな」

　ダリルがうずくまっている位置からして、この屋敷の屋根から飛び立ったとして、一センチたりとも飛べていない気がするが。

「大丈夫？　治ち癒ゆ魔法、かけましょうか？」

　柚比坂が真下に向かって声をかける。

「すみません、お願いしますぅ……」

　申し訳なさそうな控えめな声が、下から返ってきた。
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　午前中の授業が終わるなり、俺と柚比坂は合流場所の校門前に急いだ。

　校門前では、シェリスとティーナとダリルだけではなく、二人のドラゴンの姿もあった。色は緑と青。地属性と水属性の加か護ごを受けたドラゴンである。緑のドラゴンの方が少し身体からだが大きいようだ。籐とうで編んだ大きな籠かごも見えるから、ドラゴンタクシーの人だろうか。

　俺と柚比坂が駆け寄ると、教頭先生よりがっしりした感じのグリーンドラゴンが、

「貴方あなたが救世主様か。このたびは、家族が大変お世話になったそうで」

　と頭を下げた。

　そのすぐ横で、ダリルが、

「ええと……父です」

　そう紹介してくれた。

「え、っていうことは、退院したんですね！　おめでとうございます。もう体調はいいんですか？」

　ダリルのお父さんが倒れて病院に運ばれた、というのが、俺おれたちがゲームガルドでラーメンを広めたり、温泉施設を造ろうとすることになったきっかけだった。その温泉施設は、今日も大だい盛せい況きようなのだとか。きっとダリルのお母さんも忙しくラーメンを作っていることだろう。

「おかげさまで。医者はもう大丈夫だと言っているのに、少し大事をとれと仕事をさせてもらえんのですよ」

　ダリルのお父さんはそう言って苦笑した。

「そういうわけで、しかも聞けば今日は湖の方まで冒険に出かけるのだとか。ならばせめてものお礼にと、お送りしようとこうして見習いの若いのを連れて来たんですよ」

　なるほど。

　以前にも一度乗ったが、ドラゴンタクシーは基本二人で一組なのだという。落っこちてももう一人がキャッチしてくれるのは、すでに経験済みだ。後ろのブルードラゴンはそのためのツーマンセル要員として連れてこられたというわけか。

「まあ、病み上がりのリハビリに付き合うと思って、送られてやって頂きたい」

　俺は柚ゆ比び坂さかと顔を見合わせて、

「そういうことなら」

「そうね」

　とうなずき合った。

　そして、俺はウエストバッグから冒険用のロープを取り出した。籠かごと自分をつないで命いのち綱づなにするためだ。落下という同じ過ちは繰り返さないぞ。

　……どうかロープが切れたりしませんように。




　眼がん下かに広がる穏おだやかな水面みなもが、午後の陽ひの光を反射してキラキラと輝いていた。

　街の中央の方、ずっと遠くの湖面に足場のようなものが組んであるのは、魚の養殖でもやっているのだろうか。何艘そうか見える小さな舟の上では、たくましいドワーフが超人的な身のこなしで網を引いていたり、細身のエルフが魔法で湖底から大きな岩を浮上させては、張り付いた貝を捕ったりしていた。

　上空から見るといくつもの円を重ねたような、バウムクーヘンを思わせるゲームガルドではあるが、そのおよそ八分の一は湖が占めているのだ。

　扇おうぎ形がたの湖と、その隣にあるやはり八分の一程度の農のう耕こう区画の緑は、まるでバウムクーヘンの四分の一を切り取ったようにも見える。

　頭上では、ダリルのお父さんが病み上がりとは思えない力強さで羽ばたいている。その羽ばたきで巻き起こる風が、たびたび籠かごの中にまで舞い込んできて、女の子たちの長い髪を巻き上げた。

「それにしても、よくこんな大きな身体からだで飛べるものね」

　誰だれにともなく、柚ゆ比び坂さかがダリルのお父さんを見上げて呟つぶやいた。

　……確かに、言われてみれば。

　ファンタジー系のＲＰＧに親しみすぎて、ドラゴンは飛んで当たり前、と思っていたけれど、おそらく俺おれたちの世界の航こう空くう力りき学がくとか生物学に照らし合わせると、かなり大きな矛む盾じゆんが出てくるに違いない。

　何しろドラゴンはどの種族よりも大きな体たい軀くを誇り、硬い鱗うろこと強きよう靱じんな筋力で構成された前ぜん衛えいの花形でもあるのだ。これが軽量級であるとは思えない。

「普通、飛ひ翔しようは昆虫や多くの鳥のように羽ばたき主体か、大型の猛もう禽きんのように上昇気流を利用したり風に乗って滑かつ空くうしたりするかの二種類に大たい別べつされるものなの。なぜ大型の猛禽がそんな飛び方をするかといえば、身体が重いほどエネルギーも必要になるし、そもそも大きくなるほど羽ばたきづらくなるかららしいわ。プテラノドンのような大型の翼竜は滑空しかできなかったのではないか、とすら言われているの」

「へえ……」

　さすがの博はく識しきぶりだが、いつものことながら、なんでそんなことまで知ってるんだ、柚比坂は。

「なのに、見る限り、ドラゴンはこの巨体にもかかわらず、羽ばたき主体で飛んでいる。私たちの世界の常識では考えられないことよ」

「うーん、やっぱ魔法的な力で飛んでるのかな」

「可能性としては否定できないわね。でも、それなら羽ばたく必要はないんじゃないかしら。おそらく、魔法のような不ふ思し議ぎな力を無意識的に補助に使っている、くらいの感じだと思うわ」

　各属性の元素の加か護ごを強く受け、対応する元素エネルギーの塊かたまりを吐き出して攻撃したり、自身と同じ属性のダメージを無効化したりしちゃうんだから、もしかしたらドラゴンは身体の中に膨ぼう大だいな魔力を持っているのかもしれない。

　あるいは、ダリルが飛べないのは、その魔力が足りないから、とか？

　いや、根こん拠きよも何もない、ただの憶おく測そくだけど。

　そんなことを考えているうちに、タクシーは目的地に向かって高度を下げ始めた。




　ダリルのお父さんタクシーから降りて見ても、湖のある風景は良い眺めだった。

　もっと街の円の中央に近い場所なら、対岸に農のう耕こう区画の緑が見えて、さらに情じよう緒ちよのある光景なのかもしれない。が、まだ開かい墾こんも進んでいない円の外周近くであるここからは、対岸は遠くかすんで見えはしない。

　飛び去っていくダリルのお父さんたちを見送って、さて、と水面みなもを見やる。

「クエストのことがなければレジャーシートでも広げてお弁当でも食べたいところだな」

「それは名案。是ぜ非ひ今から」

「ティーナはお弁当が食べたいだけじゃありませんの？」

「アンナさんのお弁当は美お味いしいですもんね……」

「それはまた今度ね。さあ、捜索を開始するわよ」

　俺おれたちが立っている場所も木々が鬱うつ蒼そうと茂る森だが、森が切れた湖こ岸がんの方から陽ひの光が差し込んできて明るいため、開墾前とはいえ未開の森のような陰いん鬱うつさはほとんど感じられなかった。

「ええと、どこかで舟を借りられたらいいんだけれど……まずは岸から調べてみるべきかしらね」

「ですわね。入り口が陸にあっても、地下で湖の下に伸びるダンジョンもあるかもちれませんもの」

「さ、賛成です！　水に入らなくて済むなら、その方が良いです……！」

「確かに、陸地から潰つぶしていくべきだな。まあ、クエストで『水と火の間』と言われている以上、本命は湖底だと思うけど」

　それでも、地上部分を先に見ておこうと思ったのは、万が一、他のパーティに当たりを引かれると困る、と考えたからだ。さすがに、なんの根こん拠きよもなしに手間のかかる湖底から探そうという酔すい狂きようなパーティはいないと思うが、地上に入り口があったとしたら先を越される危険性が出てきてしまう。

「うう……」

　ダリルが泣きそうな顔をする。

　確かに水の中は怖いだろうが、属性の相あい性しよう上、水属性のモンスターには火属性のダリルは与えるダメージも増加するのだから、もう少し強気になってもいいんじゃないだろうか。

「とにかく、湖沿いに、檻おりの壁の方へ少し歩いてみるのが良いと思う」

　ティーナの意見に、全員がうなずいた。

　そうして一時間ほど歩き回ったが、俺の頭の上に栗くりが落ちてきて刺さったり、飛んできたカブトムシが俺の顔面に直撃したりしただけで、めぼしい発見はなかった。

　運が悪いのには、もう慣れっこだけどな。

　レジャーシートこそ敷かなかったが、柚ゆ比び坂さかのおにぎりで軽く腹ごしらえをして、ついに湖の中へと捜索の範囲を広げることにした。一応、探たん索さくが長引くことも考えて夕食分のお弁当も持参しているが、なるべくなら暗くなる前に進展がほしいものだ。

　全員で、リックおすすめのギル・ドリンク（はちみつレモン味）をあおる。

　うん、この酸味と甘味のコントラストは確かにはちみつレモンだ。飲みにくいこともなく、むしろ美う味まい。

　ただ、飲んだ直後から少し息苦しさを感じるのが難点か。陸上で窒ちつ息そくするようなことはない、という話ではあるが、結構しんどい。

「思ったより副作用がきついわね。……早く行きましょう」

　砂浜のようになっている岸から、静かに小さな波が寄せては返している湖へと、柚ゆ比び坂さかは躊ちゆう躇ちよなくバシャバシャと入っていく。

　慌てて、俺おれたちも柚比坂の背中を追いかけた。

「っていうか、シェリスはゴスロリアーマーのまま潜るのか？」

「それはそうですわ。愛用の鎧よろいが一番ですもの」

「いや、でもさ、潜ったらスカートだけ浮かんで悲ひ惨さんなことになったりするんじゃ……」

　なんていうか、フルタイムスカートめくり的な。

「大丈夫ですわ。このゴスロリアーマーには、水中探たん索さく用にスカートの先せん端たん部に重りを仕込むためのポケットがいくつかありますのよ。ちゃーんと重りを入れてきてますから、お気遣いは無用ですわ」

「なるほど……。さすがオーダーメイドの高級品、そんな配はい慮りよまでしてあるのか」

　水着すらなかったというのに、まったくこの世界は偏ってるなあ。

「何をしているの？　置いて行くわよ！」

　柚比坂に言われて、俺とシェリスは慌ててみんなを追いかけた。




　水深は一歩ごとにどんどん増していく。一〇メートルも進まないうちに、足がつかないほどに深くなってしまった。

　意を決して、潜る。水中で息を吸うというのはなかなか勇気が必要で、頭ではわかっていてもつい息を止めてしまう。

　少しずつ、おそるおそる息を吸ってみると、なるほど、確かに苦しくない。というよりは、水を飲み込んでもむせたり咳せき込こんだりしなくなる、という感覚が近いかもしれない。幸いなのは、湖の水が綺き麗れいで透明度も高いことだ。さすがに濁にごった水だったら、吸い込むのにはさらなる勇気が要ることだろう。

　何度か呼吸を繰り返し、慣れてきたところで、俺は水中用の地図を広げた。その地図を、女の子たちが覗のぞき込こんでくる。

　俺はまず地図上でさっきまでいた砂浜を指さし、そこから指を街の外側に向けてすーっと動かし、こっち方面へ行ってみよう、と提案した。全員がうなずいたのを見て、地図をたたむ。

　呼吸ができても、水中でしゃべれるわけではないというのが不便なところだ。探たん索さくが長引くようなら、ある程度は合図やサインを決めておいた方がいいのかもしれない。

　とにかく、こうして、あるかどうかもわからない入り口を探して水中を泳いだり歩いたりして回る探索が始まったのだった。





　　　　＊






　翌日。

「……だからさ、水中でとっさに意思の疎そ通つうができるように、いくつかサインを決めておいた方がいいと思うんだ。こうやって人差し指と中指の二本で指さしたら『あの敵を狙ねらって攻撃開始』とか」

「そもそも、水中ではなるべく戦闘は避けたいわね」

「そうです！　水属性は怖いので、避けるべきだと思います……！」

「動きも水の抵抗で鈍にぶりますものね」

「声も出ないから、魔法も使いにくい」

「いや、戦闘開始は一つの例えだから。でも、だからこそ、素早く行動できるようにサインは必要だと思う。まあ、魔物除よけのタリスマンは絶やさないようにするけどな」

「……リムルたちは今日は学院に来なかった」

「そうね。きっと私たちが授業を受けている間も探索していたのでしょうね」

「一応、リックに上位パーティの動向について情報を集めてくれとは頼んでおいたけど、今は気にしても仕方ないだろ」

「ですわね。先に見つけてちまえばいいのですわ！」

「……早く水中探索を終わらせるためにも、早そう急きゆうに見つけたいですぅ……」

　そんな話をしながら湖に向かい、二日目の水中探索を開始する。

　そして地図とにらめっこしながら、ギル・ドリンクを定期的に飲みつつ三時間ほど泳ぎ回った頃、岩陰を覗のぞきに行ったティーナが俺おれたちに手て招まねきをした。

　ティーナの近くまで泳いで集まった俺たちが見たのは、朽くち果てた東あずま屋やのような建築物だった。すでに屋根は失われているが、苔こけのような水草に覆われた寂しげに立つ四本の柱が、屋根が失われる前の、在ありし日の姿を偲しのばせた。

　そして、その失われた屋根の下、四本の柱に囲まれるように、大きな穴が大きく口を開けていた。

　地図に、また来るときに迷わないよう、周囲の地形も含めて書き込んでおく。

　早く行くわよ、と柚ゆ比び坂さかが身振りと目で言っている。

　慌てて水中用の地図とペンをポケットにねじ込み、さっさと穴の中へ入っていこうとする柚ゆ比び坂さかを追いかける。

　下へと伸びていた鍾しよう乳にゆう洞どうのような穴の中を水中用懐かい中ちゆう典でん灯とうで照らしながら進む。何度か曲がるうちにいつの間にか洞どう窟くつは上へと向かい、やがて揺らめく水面みなもが見えてきた。

　水面から顔を出してみると、そこはかなり広い地下空間になっていた。どうやら真っ暗な洞窟はまだ続いているらしい。懐中典灯の光を天井に向けると、墳ふん墓ぼで天井から降ってきて柚比坂の胸元に潜り込んだヤミトカゲがたくさん落ちてきてバシャバシャと水音を立てた。

「あっちに奥への道があるわね」

　落ちてくるヤミトカゲを器用に泳いで避よけながら、柚比坂が自分の懐中典灯を右側へと向けた。その光に照らし出されたのは、砂浜のようになっている水みず際ぎわと、さらにその先に口を開けている横穴だった。

「さすがに陸上の探たん索さくは、ギル・ドリンクの効果が切れるのを待とう」

「息苦しい中で歩き回るとか戦闘するとか、ちょっと厳ちいですものね」

「同感」

「あ、あたしも賛成です……。早いところ水からは出たいですけど、どうせこういうダンジョンなら水属性のモンスター多そうですし……」

　任意で効果をキャンセルできるといいのだが、魔法のアイテムもそこまで便利にはできていない。

　そして待つことしばし。

　水面に顔を出して息苦しさがなくなったことを確認し、俺おれたちは何時間かぶりに陸地へと上がったのだった。




　息苦しさはなくなっても、水を吸った服は重いし張りつくしで、歩き回るコンディションとしてはちょっと困ったものだった。こういうときだけは、ビキニアーマーが少し羨うらやましくなる。

　……いや、それでも着たいとは思わないけど。

　それにしても、汗が止まらない。言ってみれば全身に重りを着けて歩いているようなものなのだから、そりゃあ……。

「ねえ、ずいぶん温度が上がってない？」

　柚比坂が額の汗を拭ぬぐいながら言った。

「確かに、暑いですわ」

「いつの間にか、水属性の元素より火属性の元素の方が活発になってる」

「ええと、いいことじゃないですか……？」

　ああ、しんどいのは濡ぬれた服だけのせいじゃなかったか。水属性が嫌いなダリルだけは嬉うれしそうだけど。

「ここの火属性の元素が活発ってのは本当か？」

　俺おれの問いに、ティーナとダリルがうなずいた。

「元素に関しては魔法使いはエキスパートですわ。それに、ドラゴンも自身が加か護ごを受けている属性や対立する属性には敏びん感かんですもの。ティーナとダリルが揃そろってこう言っているなら、間違いはないはずですわ」

「これは当たりかもしれないな……！」

　さらに進むと、ずっと先の曲がり角の向こうから、懐かい中ちゆう典でん灯とうが要らないほどの赤い光が漏れ出しているのが見えてきた。

　あれがマグマの放つ光なら、ここが『水と火の間』というクエストの条件を満たす場所、ということになる。正解かどうかはさておき、ではあるが。

　とにかく、早く確認したい。

「行ってみようぜ！　あの赤い光、きっとマグマだ！」

　そう言った俺の腕を、ガシッと柚ゆ比び坂さかが摑つかんだ。

「ちょ、志し度ど君！　一番運が悪い人が先に行こうとするなんて、何考えてるのよ！」

「あー、すまん。つい、予想が当たったと思ったら嬉しくなって……」

　逸はやる心を抑えつつ、いつ敵に遭そう遇ぐうしても対応できるよう隊列を乱さずに進み、角を曲がる。

　角を曲がると、そこは灼しやく熱ねつの世界だった。

　道幅は広がり、全員で横一列に並んで歩いてもまだまだ余裕がありそうな、ちょっとした広間のような空間。

　ただし、その両側は崖がけのように切り立っていて、覗のぞき込こめば一〇メートルほど下でマグマがぐつぐつと音を立てていた。熱気が、凄すさまじい勢いで吹き上がってくる。

　つまるところ、広間と言うより、橋。

　うん、ヤバい。イヤな予感しかしない。さっき柚比坂にも言われたけど、運悪いからなあ、俺。何かあれば確実に落ちる気がする。

「俺的には落ちそうでいやだが、これで条件は揃った。きっと、このダンジョンのどこかにネコ耳幼女が──」

　俺が仲間たちに言いかけたその瞬間。

「ふにゃあああああ─────っ！」

　悲鳴なのかなんなのかわからない叫び声を上げながら、広い橋の真ん中を女の子が転がるように駆けてきた。

　六歳か、七歳くらいだろうか。伸び放題の長い髪の毛は黄色とも金色とも付かない色に黒が混じっていて、虎とら縞じまのアメリカンショートヘアを思わせた。同じ色の細長い尻尾しつぽも見て取れる。

　黒っぽい何かの毛皮を結び合わせて作ったビキニを着て、手にはＹ字の枝に紐ひものようなものをくくりつけた、手作り感満まん載さいのスリングショットパチンコを握っていた。

　そして何より、その頭の上には、ぴょこんと毛に覆われ尖とがった猫の耳がくっついていた。

「「「「「いた──っ！」」」」」

　まさに、ネコ耳幼女！

　そして、そのネコ耳幼女に続いてこちらに向かってきているのは、妙みよう齢れいの美女──とぐねぐね蠢うごめく赤い触手!?

　いや、違う！

　あれは巨大なイカだ。胴の部分が人間の女性に酷こく似じしている、イカの化け物……！

　胴の先の、普通のイカなら三角のヒレになっている部分が、こいつの場合は絶妙にヒラヒラしていて、髪の毛に見える。

「あれはスキュラですわ！」

「スキュラ!?　あれが!?」

　俺おれが知ってるスキュラってのはギリシャ神話由ゆ来らいのモンスターで、美女の上半身に魚の下半身、腹から犬の首が六つ生えてる化け物なんだが。

「いや、姿形はともかく、水辺に生息するモンスターじゃねえのかよ！　なんでこんなマグマ地帯にいるんだ!?」

「きっと、体色からして、火属性の元素の加か護ごを受けた亜あ種しゆだと思う」

　ＲＰＧによくある色違い系の敵かよ！

「そんなところまでゲームっぽいのか、この世界は！」

「そんなこと言ってる場合じゃないわ！　助けるわよっ！」

　叫んで、柚ゆ比び坂さかが剣を抜いた。

　確かに、状況的に見て、俺たちが探していたネコ耳の子がモンスターに追われているのだ。いや、俺たちの思おも惑わくがどうあれ、幼い女の子が襲おそわれているのだから、助けるのが当然というものだ。

「お、おう！　柚比坂とダリルはあの子を頼む！　シェリスとティーナは例のコンビネーションで一撃で仕留めてくれ！」

　転んだネコ耳幼女に柚比坂とダリルが駆け寄り、シェリスとティーナが武器や杖つえを構えるのを視界の端で確認しつつ、俺も聖なるダガーを抜いた。

　柚比坂とダリルがネコ耳の女の子の安全を確保するまで、ティーナが魔法を唱え終わるまで、俺がヤツの注意を引きつけなければ……！

　一直線に、赤いスキュラへと突きかかる。

　間合いを詰めながら、ウエストポーチのとなりに吊つったマジックアイテム『早抜きの矢筒クイツクドロウ・クウイヴアー』から、左手で水属性のタリスマンを引き抜いて、

「おおおお─────ッ！」

　タイミングを見み計はからって、左手の親指にグッと力を入れて、タリスマンを折った。触手の一本に、ダガーがかすめる。

　だが、それでいい。刃がクリーンヒットする必要はない。かすめさえすればいいのだ。

　タリスマン──プラスチックのような透明な樹じゆ脂しの割り箸ばし大の棒──の折れた口からこぼれ出た水属性の元素の青い光が瞬時に聖なるダガーの刀身に宿り、触手にかすめた瞬間に水の元素が冷気の爆発を起こした。

　表面が凍りついた触手が、もがくようにうねる。

　──効いてる……！　やっぱり火属性か！

　とにかく、俺おれが倒す必要はない。ほんの一〇秒、いや、五秒稼げればいい。

　ティーナが「風よ」と唱えて魔法をかけ、シェリスがトゲトゲ鉄球を炸さく裂れつさせるまでの時間さえ稼げれば。

　が、赤いスキュラは攻撃を仕掛けた俺になど見向きもせず、ネコ耳幼女を助け起こそうとしている柚ゆ比び坂さか、ダリルの方へと向かっていく。

「無視かよ……！」

　もう一撃、水属性のタリスマンを叩たたき込むが、俺のタリスマン攻撃では赤いスキュラを止めるだけの威い力りよくがない。

　──くそっ！

　赤いスキュラが、ネコ耳幼女に向かって、ひときわ長い二本の触手──触しよく腕わんというらしい──を伸ばした。

「危ない！」

　柚比坂がネコ耳幼女を庇かばうように立ちはだかった。

　瞬く間に、柚比坂の白い肌に赤い触手が絡みつく。

「ちょ……！　放しなさい……っ！」

　幾いく重えにも巻き付いた触手に締め付けられて、柚比坂の顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。

　柚比坂は触手から逃れようと必死にもがく。が、そもそも手足の自由を奪われている状態では抗あらがいようもない。

「アンナさんを放してください……っ！」

　ダリルも駆け寄って、柚比坂から触手を引きはがそうとするが、ダリルの筋力をもってしても触手はなかなか柚比坂の肢し体たいから離れない。

　半裸の美少女に巻き付く触手。

　フィクションならご褒ほう美びシーンかもしれないが、仲間のピンチとあっては色気も何も感じるもんじゃない。

　みるみる柚ゆ比び坂さかの顔が青ざめていく。

　ついに、柚比坂の手から剣が離れ、地面にカランと転がった。盾は腕にバンドで固定してあるため落ちはしないが、すでにグリップは握られていない。

　まずいだろ、これ！　まずいまずいまずい！

「シェリス！　ティーナ！　まだか!?」

　焦あせりを隠せないまま、俺おれは頼みの綱の対ボス決戦仕様コンビを振り返った。

「ティーナ、早くちてくださいですわ！」

「水中ではものが食べられなかったから、お腹なかが空すいて集中力が……。風よ！」

「もー、待ちくたびれまちたわ！」

　ティーナの命中補正の魔法がかかると同時に、シェリスはトゲトゲ鉄球を振り回しながら駆け出した。そして触手に捕らわれた柚比坂の脇をすり抜けると、赤いスキュラの本体に目がけて、

「食らいやがれですわ──っ！　鉄球二連撃っっっ！」

　大だい上じよう段だんから力一杯、トゲトゲ鉄球を叩たたき付けた。

　鈍にぶくイヤな音を立てて、女性のような形状をしていた胴がひしゃげ、青い体液が飛び散った。

　柚比坂に巻き付いていた触手が緩ゆるむ。












　しかし、それでシェリスの攻撃は終わらなかった。叩たたき付けてバウンドしたトゲトゲ鉄球を、再度赤いスキュラの本体に打ち下ろしたのだ。

　胴の下にあった頭までが、もはや原形を留とどめないほどに潰つぶれ、赤いスキュラはただときおりぴくぴくと痙けい攣れんするだけの物体になりはてた。

　どう見てもオーバーキルのような気がしてならないのだが、今はそんなツッコミより柚ゆ比び坂さかが心配だ。

「大丈夫か、柚比坂!?」

「ええ、なんとか」

　ダリルに肩を貸してもらいながら、柚比坂は苦しそうに言った。

　そして、すぐに自分に回復魔法をかけた。

「すまん、攻撃を加えればこっちに敵意ヘイトが向くと思ったんだが」

「仕方ないわよ、モンスターの考えることまで完かん璧ぺきに予測できるはずがないもの」

　憎々しげにひしゃげた赤いスキュラを睥へい睨げいし、柚比坂は「さて」とネコ耳幼女に目線を合わせるようにかがみ込んだ。

「大丈夫？　怪け我がはない？　お名前はなんていうの？」

　しかし、ネコ耳幼女は俺おれたちに対しても怯おびえたように警けい戒かいして、かがみ込んだ柚比坂から逃げるように後ずさりをした。俺たち全員を見回しながら、抜け目なく石を拾ってスリングショットにセットしつつ、逃げ出す隙すきはないかと油断なく窺うかがっているようだった。












「怖くないですよ！　わたくちたちは敵じゃありませんわ」

「そ、そうです！　あたしたちは、貴女あなたを助けに来たんですよ……！」

　しかし、そんな言葉で警けい戒かい心を解いてもらえれば苦労はないわけで。

「あ、そうだ。柚ゆ比び坂さか、非常用のおにぎりをあげてみたらどうだ？」

　湖底探たん索さくには昼食の分だけでなく、いざというときのために余分におにぎりも持ってきているのだ。もちろん、濡ぬれて台無しにならないよう、完全防水のバッグの中に厳げん重じゆうに保管してある。

「そうね」

　柚比坂はバッグからおにぎりを一つ取り出し、

「さあ、どうぞ」

　とネコ耳幼女に差し出した。

　ネコ耳幼女は鼻をクンクンいわせながらおにぎりに興味を示しつつも、なおも警戒して近づこうとしない。

　それを見た柚比坂はおにぎりを二つに割って、半分を美お味いしそうに食べ始めた。それをティーナが羨うらやましそうな目で見ていたが、今はスルーしておく。

「要らないの？　美味しいわよ」

　そう言いながら、さらにネコ耳幼女へとずいっと残りの半分を近づける。

　もしかしたら、半分に割ったことで、中の具である肉にく味み噌その香りがいっそう強くネコ耳幼女の鼻に届いたのかもしれない。

　我が慢まんできなくなったのか、ネコ耳幼女はスリングショットを放ほうり出し、電でん光こう石せつ火かの速さでおにぎりの半分を奪い取ると、おそるおそる、ほんの少しだけをかじって口に入れた。

　次の瞬間、パッと反則に近いくらい可愛かわいらしい幸せそうな笑みを浮かべて、ガツガツと恐ろしい勢いで食べ始め、喉のどに詰まらせて目を白黒させた。

「大変！　もう、慌てて食べるからよ」

　柚比坂はネコ耳幼女の背中を優しく叩たたいて、バッグから水すい筒とうを取り出してコップにお茶を注ぎ、彼女の口元に持って行って飲ませてあげた。

　お茶で流し込んで事なきを得たのか、ネコ耳幼女は食事を再開し、見守っていた俺おれたちは一様に「ふう」と安あん堵どのため息をついた。

「もう一つ食べる？」

　食べ終わって指についたご飯はん粒つぶをなめているネコ耳幼女に、柚比坂が次のおにぎりを差し出すと、

「みゃう！」

　と上じよう機き嫌げんの返事が返ってきた。




　一つ半のおにぎりを平らげて、ネコ耳幼女は満足げに笑い、

「ネア」

　と言った。

「え？」

　柚ゆ比び坂さかが聞き返す。

「ネアの名前にやまえ」

「にゃま……ああ、ネアちゃんっていうのね。私は杏あん奈なっていうの」

「アンニャ」

「そう、杏奈よ」

　柚比坂は順に俺おれたちを一人ずつ指さして名前を教えていく。

「アンニャ、ヨシヤ、シェリス、ティーニャ、ダリル」

「そうよ。覚えるのが早くて偉いわね」

　ネコ耳幼女──ネアは、褒ほめられたのが嬉うれしかったのか、にまーっと笑った。

「わたくちとダリルの名前以外が微妙にアレなのは言わない約束ですわね」

「いや、俺の名前は本来義よし弥やだから、ネアが正解なんだけどな」

「うっ。その……申し訳ございませんですわ……」

「幼女に負けた……」

　シェリスとティーナががっくりとうなだれ、よく事情を吞のみ込めていないダリルが「えっ？　えっ？」とオロオロしていた。

「いや、もう慣れたし、別にいいんだけど」

　苦笑いしつつ、ネアが放ほうり出したスリングショットを拾う。グリップの部分には、たどたどしい字で『ネア・ミニャーマ』と彫ってあった。

　そのスリングショットをネアに手渡しつつ、

「ネア・ミニャーマか。この名前、ネアが自分で彫ったのか？」

　と訊きいた。

「みゃう」

　首を縦に振ったからには、肯こう定ていの返事なのだろう。

「ネアは字も書けるのか。偉いなあ」

　つい、ごく自然に、ネアの頭を撫なでていた。

　あ、いかん。いきなり馴なれ馴なれしすぎたか。自分の軽けい率そつさに後悔しかけたが、

「ごろごろ」

　と、ネアは気持ちよさそうに喉のどを鳴らしていた。

　マジですか。チョロくないか、ネコ耳幼女。

「ネア、お父さんとお母さんはいないのか？」

　俺おれの問いに、ネアは首を傾かしげた。

「お父さんとお母さん、ってにゃんだ？」

「え、知らないのか……？　えーと、ネアの親とか仲間とかは？」

「んー、よくわかんにゃい。ずっとネアは一人だったよ？」

　物心つく前に亡くなってしまったのだろうか。それとも、この辺りが開放されたことで、この子ごとこのダンジョンが生まれたのだろうか。

　じゃあ、ネアという名前は誰だれが付けたのだろう？　ミニャーマという姓せいは、誰が名乗っていたのだろう？

　いずれの疑問も、ネアがわからないと言っている以上、おそらく確かめる術すべはない。

「ねえ、ネアちゃん。よければ、私たちと一緒に来ない？」

　柚ゆ比び坂さかがネアの顔を覗のぞき込こんで訊きいた。

「その方がいいですわ！　こんなところに一人でいたら危ないですもの！」

「一緒に来れば、アンナ殿の美お味いしいご飯も毎日食べられる」

「ええと……ひとりぼっちじゃ寂しいですよ……！」

　ネアは口々に言う女の子たちをポカンと見ていたが、ハッと警けい戒かいしていたことを思い出したのか、少し怯おびえた顔に戻って、

「アンニャたち、悪い人？　ネアを食べたりしにゃい？」

　と訊いた。

「悪い人じゃないわよ。私たちは、ネアちゃんと仲良くなりたい人だもの」

　天使の笑顔で、柚比坂が答える。

　うーん、噓うそはついていないのだが、あの自在に操れる笑顔でそれを言うのは反則なんじゃないかとか、ちょっと心が痛むというか。

　柚比坂の言葉に、ネアがにまーっと純じゆん真しん無む垢くな本物の天使の笑みを浮かべた。

「みゃう！」

　元気いっぱい、ネアが返事をする。

　が、その瞬間。

　視界の端で、何かが動いた。

　シェリスのトゲトゲ鉄球で叩たたき潰つぶされたはずの、赤いスキュラ。その触手が、なおも諦あきらめきれないとでも言いたげに鎌かま首くびをもたげていた。

　狙ねらわれているのは──

「ネア、危ない！」

　俺の声に、全員が動き始めた触手に気がついた。

　とっさに、柚比坂がネアを庇かばうように抱きしめる。

「ぐッ」

　触手がムチのようにしなって、ネアを庇かばってスキュラに背中を向けた柚ゆ比び坂さかを殴おう打だした。バシッという肉を打つ音が響き、悲鳴を吞のみ込んだ柚比坂の顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。

「往おう生じよう際ぎわが悪いですわっ！」

　まだティーナの魔法の効果が残っていたのだろう、シェリスがトゲトゲ鉄球をもう一度本体に叩たたき付けて止とどめを刺した。

　が、俺おれの目はシェリスの活躍より、直撃した触手に弾はじき飛ばされて革かわ紐ひもが千切れ、宙に舞ったロケットペンダントに釘くぎ付づけになっていた。

　柚比坂の剣の鞘さやにくくりつけられていたそれは、何日か前に俺が贈ったものだ。いや、それはこの際どうでもいいのだが、あの中には大切なものが──柚比坂にとって、本当の両親の形見だというメモリーカードが収められているはずなのだ。

　このままでは、ロケットはマグマの中へ──

　反射的に、身体からだが動いていた。

「間に合えぇ──っ！」

　走ってメモリーカードの入ったロケットを追いかけ、ジャンピングキャッチする。俺の手は、銀色のロケットを間かん一いつ髪ぱつでしっかりと摑つかんだ。

　──やった！

　熱気吹き荒れる岸がん壁ぺきまではまだ数歩分の距離がある。ギリギリだが、勢いを殺して止まるには充分な距離だ。

　ガッと足に力を込め、勢いを殺して踏み止とどまろうとする。

　だが──、

　俺の足あし下もとには、まるでこの瞬間に俺を躓つまずかせるためだけに存在しています、とでも言わんばかりに、大きな石が転がっていた。

　俺は、自分の運の悪さを最近ちょっとなめてたかもしれない。

　気付いたときにはもう遅い。

　俺の足はその石に思いっきりぶつかって躓き、踏ん張るどころか逆に思いっきりバランスを崩した。

　反射的に、転ばないようバランスを取ろうと足が出る。そうして数歩よろめいた結果、俺の足下にはもう地面はなくなっていた。

　眼がん下かに広がるのは、一面の煮えたぎるマグマ。まるで地じ獄ごくから吹いてくる風のように、焼けつきそうなほどの熱気が俺の顔を打った。

　あ、これはヤバい。

　一瞬にして血の気が引いていく。

　ゲームガルドに来て何度も死んでいる俺だが、無事でいられたのはティーナが魔法で蘇そ生せいしてくれたからだ。

　しかし、さすがにマグマに落ちるような死に方をしてしまえば、俺おれの身体からだは一瞬で燃え尽き、回収もできないだろう。とても生き返れるとは思えない。

　誰だれかの悲鳴が聞こえた。

　誰の悲鳴かを確認する余裕もなく、俺は吹き上がってくるすさまじい熱気を浴びながら、死の恐怖に背せ筋すじを凍り付かせた。思わず、目を固くつぶる。

「ヨシュアさんっ！」

　──え？

　目を開けて声の方を見やると、ダリルが俺目がけて、勢いよく崖がけの縁を蹴けっていた。空中の俺に体当たりするようにぶつかってきて、しっかりと俺の腕を摑つかみ、小さな翼を懸けん命めいに羽ばたかせて必死に飛ぼうとしている。

　だが、落下は止まらない。

　一人でも飛べないダリルが、俺を抱えて飛べるはずもない。これだけ熱気が吹き上がってきているのなら、飛ぶには好条件のはずなのに。

　──このままじゃダリルまで……！　あ、いや、ダリルは火属性の攻撃を無効化できるから、マグマに落ちても平気なのか？

　実際のところはわからないが、さすがに迫ってくるマグマを目前にしては大丈夫なはずがない、と思ってしまう。

　いや、待てよ。

　もし、ダリルが飛べないのが、ドラゴンが飛ぶために必要な魔力か何かが足りないせいだとしたら？

　もしかしたら、足りない分を何かで補ってやれば飛べる、ということになるんじゃないのか？

　何もしなくてもどうせ死ぬ。ならば！

「ダリル、羽ばたいちゃダメだ！　目一杯翼を広げて、吹き上がってくる熱気を羽で受け止めるんだ！」

　昆虫や小型の鳥のように羽ばたいて飛べないなら、他の飛び方を試してみればいい。大型の猛もう禽きんのような、凧たこやグライダーのような、風を利用する飛び方を。幸い、ここでは熱気が常に下から吹き上げているのだから。

　この熱気に、足りない分を補ってもらえば──！

「え？　え？　は、はい……！」

　俺の指示を受けて、ダリルがピタリと羽ばたくのを止やめた。

　──え？

　目の錯さつ覚かくだろうか。その瞬間、ダリルの小さな翼が、ぐぅん、と一回り以上大きくなったような気がした。

　エレベーターが動き始めたときのような、微妙な浮ふ遊ゆう感かんが全身を包む。

　そして次の瞬間、俺おれは──いや、俺を摑つかんだダリルは、上う手まく熱気を羽で捕まえて、ふわりと舞い上がった。

　熱気に押し上げられるようにして、すぐにダリルの翼は柚ゆ比び坂さかたちが立っている地面の高さを超え、天井すれすれにまで上昇した。

「ダリルが……」

「飛んでますわ……！」

　ぽかんと見上げるシェリスとティーナが下に見える。

「志し度ど君……」

「ダリル、飛んでる！　かっこいーにゃ！」

　ホッとした顔をした柚比坂と、その柚比坂に抱きしめられたまま、飛んでいるダリルの姿に目をキラキラさせて手を振るネアも。

「よ、ヨシュアさん、あたし、あたし……っ」

　飛んでいることに、一番驚いているのはダリル当人だっただろう。目の前の困惑した顔が、それを如によ実じつに物語っていた。

「落ち着け。とにかく、羽ばたかずに下からの熱気を受け続けるんだ。翼の角度で姿勢と方向をコントロールできないか？　ええと、飛ぶっていうより、風の上を滑るイメージだ」












「は、はい……！」

　俺おれをぶら下げたまま、ダリルは神しん妙みような顔で翼を微調整し、よたよたとあっちに行ったりこっちに行ったり、意図せず旋せん回かいしたりしながら、一分以上かけてようやく柚ゆ比び坂さかたちの側そばに着地した。

「ふ───────」

　無事に地面に帰ってきて、俺はダリルと一緒にへたり込んでしまった。

　ネアはまっしぐらでダリルに駆け寄り、「かっこいーにゃ！」を連発しながら背中の羽をまじまじと眺めている。

　さすがに今回はヤバかった。マジで死ぬかと思った。

　そんな俺の胸ぐらを、柚比坂が凄すさまじい剣けん幕まくで摑つかんだ。

「あんたねえ！　何考えてるのよ！」

「いや……悪い。でも、ほら」

　胸ぐらを摑まれたまま、柚比坂の目の前でしっかりと握りしめていた拳こぶしを開く。中には、もちろんあのロケット。

「中に入ってるのが両親の形見だって知ってたら、多少無理してでもなんとかしなきゃって思うだろ」

「多少じゃなかったわよ！　私が一人で斧おのの守護者に挑んだとき、あんたは私になんて言ったか覚えてる？」

「……ええと」

「あんたが死んじゃったら、私は日本に帰ったあとで、あんたの妹になんて謝ればいいのよ。このロケットのために命を投げ出した、なんて報告させる気？」

　……返す言葉もないな。

「確かにこれは私の大切なモノよ。マグマに落ちないように苦心してくれたことには感謝もするわ」

　俺が差し出したロケットを受け取って、柚比坂は言った。

「でも、これがなくなっても、私が少し凹へこむ程度の被害しかないのよ。どんなに大切でも物は物、人の命とは間違っても比べられるはずがないじゃない。あんたが蘇そ生せい不可能な死に方をしたら、いったい何人が悲しむか考えたことはあるの!?」

「……運が悪かっただけで、ちゃんと止まれるはずだったんだけどな」

「言い訳なんか聞きたくないわ。次に同じようなマネをやったら、容よう赦しやなく引っぱたくわよ」

　俺は柚比坂の言葉にカクカクと首を縦に振った。

　怖え。いや、俺を心配して言ってくれてるのはわかるんだが、睨にらむ目力と迫力がすげえ。

　と、そんな柚ゆ比び坂さかの手と、俺おれの服の裾すそをネアの小さな手が摑つかんだ。

　ん？　と俺と柚比坂が同時に見やると、いつダリルの羽からこっちに興味が移ったのか、ネアは不安そうな顔で俺たちをジッと見ていた。

「アンニャとヨシヤ、ケンカ？」

「あ、いや……これはだな……」

「ええと……違うわよ？　あんまり心配させないで、って言っていただけなのよ」

　今までの凄すごみはどこへやら、柚比坂もしどろもどろで弁べん明めいする。

「ホント？　じゃあ、アンニャはヨシヤのこと、好きにゃの？」

「え……」

　柚比坂が言葉に詰まり、どういうわけかシェリスとティーナが真剣な目で穴でも空きそうなほどジーッとその顔を凝ぎよう視ししている。

「ええと……仲良しよ？」

　柚比坂の答えに、ネアは「みゃう」と満足そうに笑った。

　が、

「上う手まく回避しましたわね」

「……最近、アンナ殿はちょっと怪しい」

　約二名はなおも凝視をやめようとしない。なんのこっちゃ。

「まあ、アレだ。とにかく、ダリルが念願叶かなって飛べたんだから、俺たちのことよりそっちを祝福するべきじゃねえか？」

　なんとなく居心地の悪さを感じて、俺は苦し紛れに言った。

　あ、いや、話題を逸そらすためみたいになってしまったけど、祝福したい気持ちは本心だから。

「そうですわ！　ダリル、見事に飛んでまちたわね！」

「え……あ、はい」

　座り込んだまま放心していたダリルは、目元に涙まで浮かべて、

「なんだか、やっと、飛べたんだって実感が湧わいてきました……」

　と呟つぶやくように言った。

「とにかく、ヨシュア殿もアンナ殿の大切な形見？　も無事だったし、ダリルも飛べたし、結果的には何もかも上手くいってよかった」

「わたくちもそう思いますわ。それに、ネアちゃんをこんな物騒なダンジョンから一刻も早く連れ出すべきだと思いますわ」

「そうね。反省会は帰ってからにしましょう」

　ようやく、俺の胸ぐらは柚比坂の手から解放された。

「お手柔らかに……」

　勘弁してほしいところだが、無む茶ちやをやったのも事実だしなあ。

「じゃあ、行きましょうか」

　柚ゆ比び坂さかはそう言ってネアに微笑ほほえみかけ、その小ちっちゃな手を握った。

「みゃう！」

　まあ、なんにしても、お目当てのネコ耳幼女を無事に見つけられてよかった。

　そう思って胸を撫なで下ろした瞬間。

　ふいに誰だれかに見られているような気がして、俺おれは反射的に振り返った。

　もはや原形を留とどめていない赤いスキュラの死体の向こう、ネアとこのスキュラがやって来た方向の岩陰に、こちらの様子を窺うかがう人影が見えた。

　──あれは……！

　光こう一いち郎ろうではないか、と俺が疑ったあのときの人物と同じフード姿の影が。

　俺の視線に気付いたのか、その人影は逃げるように岩の陰に入って完全に姿を隠してしまった。

「おい！　ちょっと待てッ！」

　叫んで、駆け出す。考えるより先に、身体からだが動いていた。

　ダッシュでその岩まで走って、人影が消えた岩の裏側を覗のぞき込こむ。

　しかし、案の定、そこにはもう誰の姿もなかった。

「くそ、逃げ足の速い……っ！」

　何が目的なんだ。クエストクリアの阻そ止しが目的なら、俺の推測が正しければ、ネアを殺害すること。そうでなかったとしても、ネアの身柄を確保しておけばいい。

　だとすると、この赤いスキュラはあいつの差し金だったのだろうか。

　考えてみれば、おかしくないか？　いかにスキュラの生命力が強かったとしても、あのトゲトゲ鉄球の攻撃を二発も食らってまだ動けるなんて……。

　まさか、あいつが死んだスキュラを魔法か何かで操っていたのか……？

　そう考えれば一応納得はできるが……。

「ヨシュア様、どうなさいまちたの？」

　シェリスとティーナが駆け寄ってきた。柚比坂はネアと手をつないだまま、元の場所からこちらを睨にらんでいた。もしかしたら、「また一人で先走って」とか怒っているのかもしれない。

　ダリルも、柚比坂と一緒にオロオロしながらこっちを見ていた。

「あいつがいたんだよ」

「あいつって……もしかして、例の裏救世主？」

「確かにそんなふうにも言ったが、ヤツの目的は今のところ不明だから、正確には俺の知り合いかもしれない謎なぞの男ルミエルだな」

　それにしても、今回も俺おれしか見てないのか。

「もしかしたら、さっきのロケットが飛ばされた攻撃も、死んだスキュラをヤツが操ってたのかもしれない」

「確かに、最初の二連撃できっちり仕留めた手て応ごたえはありまちたわ……」

　シェリスとティーナは深刻そうな顔を見合わせた。

「だとちたら、なおのこと早くダンジョンを出るべきだと思いますわ」

「私もそう思う」

「ああ、そうだな」

　果たして街がダンジョンより安全と言えるだろうか。ネアを街に連れ帰れば、周囲に正体がバレたら委員長たちまで敵に回りかねないというのに。

　しかし、だからといって補給なしでダンジョンに居続けるわけにもいかないし、街に帰らないという選択肢はない。『攻略』を『討とう伐ばつ』と解かい釈しやくしている冒険者以外に、光こう一いち郎ろうかもしれない何者かまでが狙ねらっているかもしれないとなれば、ダンジョンに置いていくなど論外、可能な限り一緒にいて守らなければならない。

　選択肢はない。街が安全とは言い切れなくても、屋敷に連れて帰って俺たちの手で守る以外、手はないのだ。

　──波乱の予感しかしねえな……。

　クエストクリアに向かって確実に前進しているはずなのに、俺の心の中では、どうにも不安ばかりが湧わき出していた。





第三章▼　世界のすべてを敵に回しても




　水に入るのを嫌がるネアをなんとかなだめすかして湖底から陸おかに上がる頃には、もうすっかり日も暮れてしまっていた。

　ここから先は、ネアが『ネコ耳幼女』であることを──つまり、ネアの頭の上の可愛かわいらしい耳を隠さなければならない。ただでさえネアを狙ねらって暗躍しているヤツがいるかもしれないというのに、世間に正体を知られれば、他の冒険者まで敵に回る可能性が出てくるのだ。ここは、慎重に立ち回らなければ。

「ネア、これを被かぶっててくれないか」

　そう言って、俺おれはネアの頭にタオルを掛けた。ダンジョンで見かけた誰だれかみたいなフード付きのマントでもあればいいのだが、さすがにそんなものは用意していない。

「みゃあ。これ、にゃんかイヤ。ごわごわする」

　ネアが不ふ機き嫌げんそうな声を上げて、タオルを取ろうとした。どうやら耳にタオルが触れるのが不快らしい。

「ごめんな。でも、また怖いモンスターがネアを狙ってくるかもしれないんだ」

「そういう怖い相手にネアちゃんの耳を見られちゃうと、また襲おそってくるかもちれませんのよ」

「少しの間だけだから」

「ええと、きっと言うことを聞いていい子にしてたら、アンナさんがネアちゃんのために美お味いしいご飯を作ってくれますよ……！」

「そうね。とびっきり美味しいのを作るわ」

「美味しいの!?　さっきのより!?」

　わかりやすく、ネアの目の色が変わった。まあ、美味しいものは年齢も性別も種族も関係なく魅力的なのは当たり前か。

「さっきの、って、おにぎりのこと？　もちろん、もっと美味しいわよ」

「みゃう！」

　ネアは払いのけようとしていた手で、一転、頭に載せたタオルをぎゅっと握りしめた。

「さ、長いことネアに我が慢まんさせとくのもかわいそうだし、早く帰ろう」

「ですわね」

「賛成。私も美味しいものを早く食べたい」

　柚ゆ比び坂さかと手をつないだネアを隠すように、全員でぐるりと取り囲むようなフォーメーションで歩き出す。

　いっそドラゴンタクシーを使う手も考えたが、そのドラゴンから情報が漏れないという保証はない。ダリルのお父さんに頼めば信用はできるだろうが、ドラゴンタクシーは基本ツーマンセルなのだ、もう一人のドラゴンが信用できるかどうかは未知数だ。

　一方で、徒歩ならばすれ違う人は多くても、必ずしも注意がネアに向くわけではない。上う手まくいけば、誰だれにも気付かれずに屋敷まで帰ることもできるだろう。

　どちらも一長一短、賭かけであることに変わりはないわけだが……。

　俺おれたちの緊張感や物々しさが伝わってしまったのだろうか、ネアは不安げに柚ゆ比び坂さかを見上げた。

　……が、人の多い賑にぎやかな通りに入ると、そんなしおらしいネアはすぐになりをひそめてしまった。

　ずっとダンジョンの奥に一人でいたネアにとって、目に映るものすべてが初めてで興味を惹ひくのだろう。道行く人々を、商店の呼び込みを、喧けん噪そうが漏れてくる酒場を、ネアはキラキラした目でキョロキョロと見回していた。

　……誤算だった。ネアの好こう奇き心しんまで考えてなかった。しかも、猫らしいというべきか、どうやらネアの好奇心はかなり強いらしい。

　そして、ほどなく俺の感じた不安は現実のものとなった。

　店頭で肉や野菜を串くしに刺して炙あぶって売っているお店の前で、ついにネアの好奇心と食い意地が限界を迎えたのだ。

　つないでいた柚比坂の手から自分の手をするりと抜いて、ネアは串焼きを焼いているおっちゃんに駆け寄った。

　当然、頭に載っけただけのタオルははらりと落ちた。

「にゃにそれ！　火も出てにゃいのに、お肉が美お味いしそうにジュウジュウって！」

「え？　いや、別に珍しくもないだろ。ただの魔法調理器だせ。まあ、業務用だからでっかいし高火力だし、炭火より美味しく焼けるって売り文句だったけどな」

「魔法の道具!?　かっこいーにゃ！」

　食い入るように肉が焼ける様を見つめる幼女に、お店のおっちゃんも相そう好ごうを崩した。が、次の瞬間、

「って、おい、お嬢ちゃん、その耳……」

　気付かないはずがない。

　あーもう、好奇心は猫を殺すんだぞ！

　俺は慌てて落ちたタオルを拾いつつネアに駆け寄り、

「すみません、お仕事の邪じや魔ましちゃって！」

　と、わざとらしく大きな声でおっちゃんに謝って、ネアの頭にタオルを載せた。

　そして何度も謝りながらネアの手を引っぱった。

「今度買ってあげるから、今は我が慢まんな」

　そうネアに言い聞かせつつ走って店から離れる。嫌がるかと思ったが、すでにネアの興味は魔法調理器から離れたらしく、

「ヨシヤと駆けっこ！」

　と上じよう機き嫌げんで俺おれを振り切って追い越していった。ああ、また頭のタオルが落ちそうになってるし！

　子どものクセにと言うべきか、子どもだからと言うべきか、ネアは恐るべきすばしっこさだった。一方、俺はすでに息が上がり始めている。

　しかし、ホッとしたのもつかの間、ネアは建物そのものや店頭の典でん化か製せい品ひん、通りかかったドワーフの髭ひげ、すれ違った冒険者が背せ負おった武器など、目につくもののほとんどすべてに興味を示し、

「ヨシヤ、あれはにゃんだー？」

　と立ち止まっては目をキラキラさせた。

　悪気はないのだ。事情をよく理解していないながら、ネアも俺たちに協力しようとしてくれてはいる。だが、何か面白そうなモノを見つけると、ついついそっちに意識が行ってしまうのだろう。

　よしわかった。

　走るのがしんどいとか泣き言を言ってる場合じゃない。俺は遠くに見えてきた屋敷を指さし、ネアに、

「ネア、あの建物まで競走だ」

　と言って、悲鳴を上げる心臓に鞭むち打って走り始めた。

　喜び勇んで駆け出したネアにはすぐ追い越されてしまったが。

　……というか、俺は、仲間たち全員に追い抜かれて一番最後にヒイヒイ言いながら屋敷の門をくぐったのだった。





　　　　＊






　さすがに半日冒険してきてからの全力疾走はきつい。屋敷のエントランスで仰あお向むけにひっくり返って、しばらくは呼吸を整えるだけで精一杯だった。

　この世界の住人の体力はおかしい。あと、柚ゆ比び坂さかも。

「ご苦労様。志し度ど君、先にお風呂に入るといいわ。私はご飯の下ごしらえがあるから、誰だれかネアちゃんと遊んであげてくれるかしら？」

「それならわたくちが！」

「あ、あたしも他に手伝えることがなさそうなので……」

「じゃあ、私は味見役としてアンナ殿の手伝いを……」

「ティーナさんに味見をされたら、できあがる前になくなってしまうわ」

「加減くらいするのに……」

　ティーナはしょんぼりしつつ、

「じゃあ、まだやってる店を探して、子ども服を調達してくる」

　確かに、毛皮の一いつ張ちよう羅らだけで足りるはずもない。下着や部屋着だって必要だろう。ビキニアーマーだって鎧よろいなのだ。着て寝るには向かない。

　常在冒険、基本的には屋敷の中でもなるべく武装はしておくのがこの世界の鉄則だが、柚ゆ比び坂さかやティーナだって寝るときはパジャマだし、寝る前などにパジャマ姿でウロチョロしているときもある。

　いずれネアの毛皮ビキニもきちんと鎧として防御力を持たせる魔法加工したものに作り直すか買い直すかしなければいけないが、それは後日。今は寝るときに着るパジャマが必要だ。

　すでに夜八時を回っているが、ゲームガルドは何ごとにおいても冒険基準で回っている世界である。夜間にしか咲かない花を取りに行ったり、夜限定で入り口が開くダンジョンに潜ったりするパーティのために、深夜まで営業している店は多い。だからといって、子ども服を売っている店が遅くまでやっているとも思えないが……。

「もうこの時間だと、お店を探すのも大変だと思いますわ。実家にはわたくちが小さかった頃の服がまだあると思いますから、ひとっ走り行ってきますわ。ネアちゃんと遊びたいのは山々ですけれど……」

「シェリスの服なら今の服でも──」

「なんですって!?」

　ティーナが言い終わる前に、シェリスがキッと睨にらみつけた。ティーナはその視線から逃げるように、すっとぼけた顔であらぬ方を向く。

「まったく、ティーナが要らない苦労をちないように言ってあげてますのに」

　まあ、ネアを出歩かせるのは危険すぎるから、試着はさせられないのもあるし、この時間に買いに出るよりはシェリスに頼んだ方が確実か。

「じゃあ、シェリス、よろしく頼む。先にお風呂頂くから」

　一方、頭のタオルから解放されたネアは、

「あれにゃんだー？」

　と、屋敷の中のあらゆる物に興味を持って、屋敷の中を走り回っては家具や調ちよう度どをまじまじ眺めたりペタペタ触ったりに余念がなかった。




　風呂で汗を流し、人心地ついてリビングに入ると、ティーナとダリルがネアとじゃれ合っていた。キャッキャ言いながら逃げ回るネアを二人がかりで追いかけ回して、捕まえては、こちょこちょとくすぐったりしている。

　マウントポジションを取る練習のようにも見えるが、正しくは子猫や子犬の兄弟がじゃれ合っているアレだろう。

　元気だなあ。なんか、ネアは好こう奇き心しんとエネルギーを常に持てあましている感じだ。

　もうシェリスも戻ってきているようで、やけにフリフリが目につく子ども服が何着かテーブルの上に置かれていた。

「あら、志し度ど君、お風呂から出たのね。じゃあ、悪いんだけど、ちょっとお鍋なべをかき混ぜながら見ててもらえないかしら。私たちもお風呂に入っちゃうわ」

　厨ちゆう房ぼうから顔を出した柚ゆ比び坂さかにそう声をかけられる。

「ああ、わかった」

　俺おれがうなずくのを確認して、柚比坂はシェリスたちに「さ、私たちもお風呂に入りましょう」と声をかけた。

「さ、ネアちゃんも」

「みゃう！」

　上じよう機き嫌げんのネアも連れて、女性陣は風呂場の方へ消えていった。

　女の子たちがみんなで一緒にお風呂に入るのも、すっかり今では当たり前になっている。

「鍋、ね」












　俺おれは口の中で呟つぶやきながら、厨ちゆう房ぼうに向かった。

　まだ脱いでないだろう、脱衣所の近くを通るくらいなら大丈夫だろう、なんて油断してはいけない。女の子たちがお風呂に入っているときにうかつに近づけばどうなるか、もうそんなことはとっくに学習済みだ。下手に気を利かせることさえ命取りになり得る。

　君子危うきに近寄らず。

　ただ、心を無にして頼まれた鍋なべの番にだけ集中していれば何もトラブルに見舞われることなく平へい穏おんに過ごせるというものだ。

　俺は厨房に入り、指示通り弱火にかけられた大鍋の前に立つ。

　鍋の中にはトマトの赤に染まったシチューがすでにいい匂においを放っていた。混ぜると、ニンジンと一緒に大振りの鶏とり肉にくやキャベツがゴロゴロ顔を出す。

　ああ、もうこれ口に入れなくても美う味まいのが確実なヤツだ。いい匂いが腹の虫を活発にさせる。きっとパンを浸ひたして食べたら最高だぞ。

　さすが柚ゆ比び坂さか、きっとこれならネアも大満足してくれるに違いない。

　そう考えて、ふと、帰ってくるときにネアが水に入るのを嫌がっていたことを思い出した。猫だし、まあわかる話なのだが、それにしてはよくお風呂に素直についていったものだ。そう考えて、あっ、と声を上げた。

　もしかして、ネアはお風呂がなんなのか知らずについていったんじゃないのか……？

　だとすると……。

　俺のイヤな予感を証明するように、遠くでドンガラガッシャンという何やら大きな物音が聞こえてきた。次いで、ペタペタという可愛かわいらしい足音と、

「みゃあー。ヨシヤー」

　と俺の名前を呼ぶネアの泣き声が。

「ちょっと、ネアちゃん！」

「濡ぬれたまんまで出ちゃダメですわ！」

「とにかくこのバスタオルを」

「ま、待ってください……！」

　それを追いかけて来ているのであろう女の子たちの声も。

　ああ、イヤな予感がどんどん強まっていく。

　そして足音がどんどん大きくなって、ネアが厨房に飛び込んできた。

　もちろん、全裸で。

　ああ、幼女ながら、真っ白い肌が眩まぶしい。水を吸ってふんわり感を失ってしまっていても、黄色に近い金色と黒の虎とら縞じまの髪の毛と尻尾しつぽの毛並みが美しい。

　将来、美人になるんだろうなあ。

　その将来の美人は、今は俺の脚あしにしがみついて、可愛い顔を台無しにして、みゃあみゃあと大泣きしているわけだが。

　厨ちゆう房ぼうの入り口から、壁に身体からだを隠して濡ぬれた髪の柚ゆ比び坂さかが顔を出した。

　顔こそ見えないが、シェリスやティーナ、ダリルの気配もある。まさか、あの壁の向こうには女の子全員が全裸という桃とう源げん郷きようが……？

「志し度ど君、とりあえずこれを」

　そう言って、バスタオルを放ほうって寄よ越こす。俺おれはそれをキャッチして、とにかくネアの肩にかけ、全裸の身体を隠した。

　そして濡れた頭を撫なでながら、

「やっぱ濡れるのイヤか」

　と訊きいた。

「いやー。お風呂嫌いー」

「そっか。でも、ティーナたちにいっぱい遊んでもらったから汗もかいてるし、ダンジョンから帰ってきたんだから埃ほこりや泥どろもいっぱいついてるだろ？　綺き麗れいにしなきゃ。みんな綺麗になったネアの方が良いと思ってるんだよ」

「いやー。水は嫌いー」

「そう言わないでさ。お風呂場にも珍しいものがいっぱいあるだろ？」

「お風呂のはかっこよくにゃい」












　えー。串くし焼やきを焼くヤツは夢中で駆け寄るくらいかっこいいのに、お風呂の給きゆう湯とう器きやシャワー、その他諸もろ々もろはかっこよくないのか。

　うーん、ネアの「かっこいい」の基準がよくわからない。ってか、単に濡ぬれるのが嫌いだから関連するものみんな憎いみたいなことか。

「……綺き麗れいにしにゃいと、みんにゃはネアを嫌いににゃる？」

　不安げに、涙を溜ためた目でネアが俺おれを見上げる。

「嫌いになんかならないよ。でも、綺麗になったネアのことはもっと好きになるかな」

　うー、とネアが困り顔で考え込み始めた。

「水は別に怖くないよ、みんな一緒なんだから大丈夫。それに、俺も綺麗になったネアを見たいなー」

　ネアはまた唸うなって考え込み、数秒して決意したように顔を上げた。

「じゃあ、頑がん張ばってお風呂入る！」

「ネアはいい子だな」

　もう一度、ネアの頭を、耳の間を優しく撫なでる。ネアは気持ちよさそうににまーっと笑って、柚ゆ比び坂さかたちの方へと駆けていった。

　ホッとした顔で、柚比坂がこちらに目め配くばせしてくる。たぶん、助かった、とかそんな意味だろう。

　ふう。よかった、被害が出る前になんとか収束できて。

　俺は一瞬想像しかけた壁の向こうの桃とう源げん郷きようを追い払うように、鍋なべのシチューをかき混ぜる作業に意識を集中させた。




　水やお湯に濡れるのは嫌いでも、洗って乾かした髪を梳すいてもらうのは好きらしい。

　お風呂上がりにシェリスが持ってきてくれたピンク色のフリフリがたくさんついたパジャマを着て、シェリスに長い髪を梳いてもらうネアは、ときどきゴロゴロと喉のどを鳴らしながら、気持ちよさそうにうっとりと目を細めていた。

「すっかり綺麗になったな。お姫様みたいだ」

「ですわね」

「まあ、半分くらいはフリフリ過か剰じような服の印象かもしれないけどな」

「うっ。そ、それはわたくちのお母様に言ってくださいませ！　全部お母様の趣しゆ味みなんですから！」

「ゴスロリアーマーも大差ない」

　ティーナにツッコまれて、シェリスは言い返せなくなってしまった。

「で、でも、ボサボサだった髪の毛も、ちゃんと櫛くしを入れると見違えますね……！」

「それは確かに」

　俺おれとシェリスとダリルのやりとりを聞いて、ネアは耳をぴくぴくさせながら、

「ティーニャは？　ティーニャもお姫様って思う？」

　と訊きいた。

「思う」

　ティーナの返事に、ネアは「えへへー」と笑い、

「お姫様ってにゃに？」

　そう訊いて俺たちに苦笑いをさせた。

　そんな俺たちのやりとりを聞いていたようで、厨ちゆう房ぼうからやって来た柚ゆ比び坂さかも、

「お食事の用意が調いましたよ、お姫様」

　と言いながらリビングへと入ってきた。

「おしょく……にゃに？」

　首を傾かしげるネアの側そばで、ティーナが勢いよく立ち上がる。

「ご飯ができたということ」

「みゃうー！　ご飯！」

「じゃあ、髪を梳すくのは終わりにちますわね」

　シェリスがネアの髪から手を放し、櫛くしを置く。

　その直後、ティーナとネアは我先にと食堂へ向かって走り出した。












　俺おれたちも後を追うように食堂へ。

　食卓には、骨付きの鶏とり肉にくとニンジン、キャベツがゴロゴロ入ったシチューが湯ゆ気げを立てており、その脇には黄色が鮮やかなサフランライス、そしてみずみずしい葉物野菜とトマト、ゆで卵が載ったサラダが並んでいた。

　もう見るからに美う味まそうだ。っていうか、美味いに決まっている。

　ついでに、非常用として持っていっていたおにぎりも何個か皿に載っている。きっとこれはティーナが平らげるだろう。

　即、食べ物に手を伸ばそうとしているネアに、ティーナが、

「ダメ、みんなが揃そろってから」

　と教えているが、教えている本人が今にもよだれを垂らしそうな顔をしている。

　二人を待たせておくのも可哀かわい相そうなので、俺たちも急いで席に着いた。

「じゃあ、いただきます」

　一応、立場上、俺が音おん頭どを取るのが恒例となっている。

「「「いただきます」」」

　シェリスとティーナとダリルが言うのを見て、ネアも、

「いただきます？」

　と首を傾かしげながら真ま似ねをした。

「どうぞ召し上がれ。熱いから気をつけてね。猫舌かもって思って先によそっておいたけれど、こうやって、ふーふーってやりながら、冷まして食べるといいわ」

　ネアが柚ゆ比び坂さかに言われた通り、スプーンですくったシチューに何度か息を吹きかけた。そしてくんくんと匂においを嗅かいで、

「いい匂い！」

　と嬉うれしそうに言いながら口に運んだ。

　それでもまだ少し熱かったようで、「あち、あち」と言いながらも、ネアは表情をパッと綻ほころばせた。

「美お味いしい！　これ美味しい！　好きー！」

　俺もネアの笑顔に口元を緩ゆるませつつ、シチューを口に運んだ。ああ、確かに美味しい。

　みんながお風呂に入った程度の時間しかかかっていないのに、具にしっかり火が通っていて味が染みている。ニンジンは嚙かまなくてもいいくらいに柔らかく、ジャガイモはホクホクで、きっと魔法で煮込み時間を短縮したりしているのだろう。

　しかし鶏肉は煮込まれすぎず絶妙な火の通り方で、嚙むと心地いい弾力とともに肉汁が口の中に広がる。

　具の一つ一つが大きいから、食べ応ごたえもすごい。

　こんなハイレベルなシチューを短時間で作ってしまうとは。まったく、柚比坂の料理の腕には毎回頭が下がる。

「それにしても、意外だった。ライスも美う味まいけど、このシチューを混ぜながら、合わせるならパンかな、って思ってたんだが」

「それも考えたんだけれど、パンは猫に食べさせてはダメな食品の一つなのよ」

　舌した鼓つづみを打っているネアを見ながら、柚ゆ比び坂さかが言った。

「えっ、そうなのか」

「ええ。イースト菌きんが体内でガスを出すと、胃や腸を痛めることがあるの。まあ、人間と猫の体格差が一番の問題でしょうから、ネアちゃんは大丈夫だとは思うけれど」

「なるほど。でも、それなら避けた方がいいな」

「ええ。他にも、タマネギや乳製品も猫によくないから避けているわ」

「あの、そういうの、たぶん大丈夫です……」

　控えめに、ダリルが言った。

「ドラゴンも人間と同じ食生活で問題ないですし、ネアちゃんも猫より人間の割合の方が多いでしょうから……」

「かもしれないな。でも、今はリスクは避けるべきだろう。それで体調を崩されたら身動きが取れなくなるし」

　そういえば、猫にはイカも食べさせちゃダメだって聞いた気がするが……いや、さすがにスキュラを食べたりはしてないか。

「なあ、ネア」

　手づかみで骨付きの鶏とり肉にくにかぶりつき、口いっぱいに頰ほお張ばってご満まん悦えつのネアに、俺おれはスプーンでシチューをすくいながら声をかけた。

「こんな食べ方も美お味いしいんだぜ」

　すくったシチューをサフランライスにかけて、カレーよろしく混ぜて口に運んでみせる。

「んーっ！」

　同じことをしようと、ネアが食べかけの骨付き鶏肉を置いてスプーンに手を伸ばした。

「ネアちゃん、落ち着いて。まずお口の中の物を吞のみ込んでからよ。焦あせらなくてもシチューは逃げないから。志し度ど君も、あんまり焦らせないの」

「あ、悪い。そんなつもりじゃなかったんだけど」

「アンナ殿の料理は美味しいから、どんどん食べたくなるのも仕方ない。お代わり」

「もう、ティーナは相変わらず食べるのが早い……って、ネアちゃんが喉のどに何か詰まらせてますわ!?」

「ど、どうしましょうどうしましょう……！」

「志度君、水を持ってきて！」

　柚比坂がネアに駆け寄り、背中を叩たたきながら叫んだ。

「お、おう」

　俺おれも慌てて、水を持っていくべく厨ちゆう房ぼうへと駆け込む。

　そんなこんなで、終始慌ただしいままに食事の時間は過ぎていったのだった。





　　　　＊






　お腹なかいっぱいになって満足したのか、ネアはしばらくはリビングのソファで大人しくしていたが、少しするとまたチョロチョロとあっちへ行ったりこっちへ行ったりし始めた。

「にゃんでダリルはハイハイしてるの？」

　例の『手を前まえ肢あしに変化させる訓練』をやっていたダリルに駆け寄って、ネアは不ふ思し議ぎそうな顔で訊きいた。

「ええと、それはですね……」

　説明しようとしたダリルだったが、

「ダリルー、背中せにやかに乗っていい？」

　それを待たずに、ネアはダリルの背中に飛び付いた。

　せめて返事くらいは待ってやれよ。

「ええと、いいですけど、落っこちたりしないでくださいね……？」

「みゃう！」

　背中にネアを乗せて、ダリルがハイハイでリビング内を歩き回る。ネアはキャッキャと大喜びだが、ダリルも大変だ──と思いきや。

「あたしも、いつかこんなふうに竜りゆう騎き士しを背中に乗せて、大空を飛べるような、立派なドラゴンになりたいです……」

　まんざらでもなさそうだった。

「にゃんかよくわかんにゃいけど、ダリルはきっとそれににゃれる！　だって、この羽、すっごくかっこいーにゃ！」

　キラキラした笑顔でそう言って、ネアはダリルの可愛かわいらしい翼をギュッと摑つかんだ。

「きゃっ!?　ちょ、あの、そう言ってもらえるのは嬉うれしいんですけど、その、付け根のところはかなりデリケートなので……ひゃんっ」

　幼女を背に乗せていいようにされる図というのはいかがなものかとも思うが、このお馬さんごっこならぬ竜騎士ごっこは双方にとって楽しいらしく、なんか遊びとして今後定番化しそうな感じだった。

　いや、しかし、ネアがスリングショットを使うのであれば弓使い的なクラスになるのだろうし、ダリルが飛べるようになれば、これは相あい性しようの良い組み合わせなのかもしれない。

　上空から一方的に射撃攻撃をするユニット。

　うん、悪くない。悪くないどころか、かなり強力なんじゃねえか？

　まあ、実現するのは何年先になるか、未知数ではあるけどな。




　ひとしきりダリルと竜りゆう騎き士しごっこを楽しんだネアは、今度はシェリルが手入れをしている特大トゲトゲ鉄球に興味を示した。

「でっかくてかっこいーにゃ！」

「そうです、鉄球鎖はかっこいいんですの！」

「トゲのここのところが特にかっこいーにゃ！」

「ネアちゃん、なかなか渋いところに目を付けますわね」

　自分の愛用の武器を褒ほめられて、シェリスはトゲトゲ鉄球を布で磨みがきながら相そう好ごうを崩した。

　が、ネアが触れようとすると、

「触っちゃダメですわ。叩たたきつぶす武器とはいえ、トゲトゲで怪け我がをちますわよ」

　シェリスに言われて一度は手を引っ込めかけたネアだったが、好こう奇き心しんには勝てなかったらしい。トゲトゲを避よけるようにして、鉄球を小さな手でぺたりと触った。

　ネアはトゲトゲにさえ触らなければ大丈夫、と理解したらしく、今度は両手で鉄球を持ち上げようとする。

「もう、ダメだって言ってますのに」

　苦笑交じりでそう言いつつも、シェリスは手入れする手を止めて、ネアの好きなようにさせている。

「お、重くて動かにゃい……」

　持ち上げるどころか、ネアが押しても引いても、特大のトゲトゲ鉄球はぴくりとも動かなかった。

　そりゃそうだろう。あんなもの、俺おれだってまともに持ち上げられる自信はないぞ。

「ネアちゃん、今度はそっちを磨きますから、手を放ちてくださいませ」

　そう言いながら、シェリスはひょいっとトゲトゲ鉄球を持ち上げた。

　ネアはぽかんと口を開けて、持ち上げられたトゲトゲ鉄球とシェリスの腕を交互に見つめた。

「シェリス、力持ち……！　かっこいーにゃ！」

「えっへん。そりゃあ、わたくちはこのパーティの切り札ですもの」

　シェリスが胸を張る。

「シェリス、小ちっちゃいのににゃあ……」

「一言余計ですわっ！　それに、わたくちより小っちゃいネアちゃんに言われるのはとっても心外ですっ」

「シェリスが怒ったー！」

　きゃー、と笑顔で悲鳴を上げながら、ネアがこっちへと走ってきて、ソファに座っていた俺おれの膝ひざの上にどーんと飛び乗った。

　おおう、結構勢いに容よう赦しやがなくて痛いんだが……。

「ヨシヤー、アンニャとティーニャは？　まだ来ない？」

「うーん、どうだろうなあ」

　今、リビングには俺とシェリス、ダリルとネアしかいない。

　本当は食事を終えたらみんなでこっちに来るのがいいんだろうけど、何しろティーナの食事時間が長い。しかも、いつもは気持ちのいいティーナの食べっぷりも、こっちがお腹なかいっぱいとなると事情が違ってくるわけで。

　そんなわけで、ティーナには悪いが、俺たちは先に食事を切り上げてくることが日常になっていた。柚ゆ比び坂さかだけはお代わりをよそってあげたりと、明日の食事の下ごしらえなどやるべきことがあるうちは付き合っているが、たいていはティーナより先にお茶を淹いれてリビングにやってくる。

　余談だが、ティーナが食べ終わるまで片付かないという理由で、最近は食後の食器洗いはティーナの仕事として定着している。

「様子を見に行ってみるか？」

「みゃう！」

　元気よく返事をして、ネアは俺の膝から下り、ぐいぐいと俺の手を引っ張った。そのままネアに手を引かれるような格かつ好こうで、廊ろう下かに出て食堂へ向かう。

　と、ちょうどティーカップとティーポットを載せたトレイを手に、食堂から出てきた柚比坂と鉢はち合あわせた。

「アンニャ！」

　柚比坂の姿を見るなり、ネアは俺の手をあっさり解放して、柚比坂に飛び付こうとした。

「ストップ！　待て、ネア！　あれには熱いお茶が入ってるから！」

　慌てて、ネアの両肩を摑つかんで柚比坂への突進を止める。

「みゃあ……」

　俺が制止した意味がわかったのか、ネアも頭の上のネコ耳を伏せてしゅんとなった。

　それにしても、まあ、柚比坂に向かって猫まっしぐらか。

　そりゃあ最初におにぎりをあげたのも、スキュラの攻撃から身を挺ていして守ってくれたのも、美お味いしいご飯を作ってくれたのも柚比坂なんだから、一番懐なついていて当然なのだろうけど……なんか悔しいな。

「いったいどうしたの？」

「いや、ネアがお前とティーナはまだ来ないのかって言うからさ」

　柚ゆ比び坂さかはなるほど、と肩をすくめて、

「まだ少しかかりそうよ」

　と、ドアを開けて食堂の中を示した。

　俺おれとネアが食堂を覗のぞき込こむと、もはやティーナの前には皿ではなく大きな鍋なべがどーんと鎮ちん座ざしていた。俺がかき混ぜた、シチューを煮込んでいた鍋だ。

「おいおい、鍋から直接食ってんのかよ……」

　最近、ティーナが一日に食べる量がティーナ自身の体積を上回ってる気さえする。

「ティーニャ、まだ食べてる……」

　ネアも、呆あきれ気味に呟つぶやいた。

「ネアちゃん、あれはお行ぎよう儀ぎが悪いから真ま似ねしちゃダメよ？」

「みゃう。あんにゃにたくさん食べられにゃいから……」

　そりゃそうだ。

　思わず、俺と柚比坂は苦笑した顔を見合わせていた。




　柚比坂がリビングにやってくると、そこからはネアは柚比坂にべったりだった。

　特に遊んでもらうわけではなくても、お茶を淹いれる柚比坂の側そばで手元を大人しく観察している。

　ようやく食事を終えてやって来たティーナも含めて、柚比坂は人数分のお茶を淹れると、最後にネアのティーカップにお茶とたっぷりの蜂はち蜜みつを注いだ。

「はい、ネアちゃん。熱いから気をつけてね」

　柚比坂が、そのティーカップをネアの前に置く。

「みゃう！」

　ふーふーと湯ゆ気げが立ち上るお茶に、ネアが息を吹きかける。

　お子様のネア以外の面々も、淹れ立てのお茶にミルクや砂さ糖とうや蜂蜜を思い思いに入れて自分好みにカスタマイズしている。

　……ティータイムのお茶ならともかく、なんでみんなあんなにダバダバミルクや砂糖を入れるんだろう。

「ヨシュア様は、よく砂糖もミルクも蜂蜜も入らないお茶を飲めますわよね。渋くありませんの？」

　彼女たちからすると、ストレートティーを好む俺の飲み方こそ不ふ思し議ぎに見えるらしい。

「俺たちの世界じゃ珍しくないんだがなあ」

　苦笑いをしながら、俺はそう言ってお茶を一口すすった。

「でも、インドや中東だとこっちの世界の飲み方に近いわよ？　チャイとか、聞いたことあるでしょう？」

「へえ、そうなのか。名前くらいしか知らないけど」

「まあ、この世界の場合、単純にカロリーを摂取するためでしょうね。お茶に限らず、こっちの食文化は全体的にそんな感じだわ」

「ああ、なんかわかる。冒険ってハードだもんな」

　ハードどころか、命がけだし。

　今日も帰り着いたときには俺おれだけヘロヘロだったしな。これでも、ゲームガルドに来た頃に比べたらだいぶ体力もついたはずなんだけど、周りが超人ばっかりなので全然実感できない。

「アンニャ、お代わりー」

　いつの間に飲み干したのか、空になったティーカップをネアが差し出した。

「あら、もう飲んじゃったの？」

「みゃう！　甘くて美お味いしかった！」

「でも、あんまり飲むと眠れなくなっちゃうわ。明日、また美味しいお茶も淹いれてあげるから、今日はもう我が慢まんね」

「みゃあ……」

　残念そうに、ネアがしゅんとなる。耳までぺたんと寝てしまった。

「でも、アンナ殿が淹れてくれるお茶はとても美味しいから、お代わりが欲しくなる気持ちはよくわかる。ついでに、このお茶に合うクッキーかケーキが欲しくもなる」

　真顔でそう言ったティーナに対して、

「もうお腹にやかいっぱいだから、それはにゃい」

　と、ネアは実に的確なツッコミを入れた。
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　ゆっくりとお茶を飲んだら、急速に眠気が襲おそってきた。まあ、今日は冒険でも色々あったし、疲れていても無理はないか。

　見れば、シェリスやティーナも、お茶を飲みつつもときおり眠そうな目をこすっている。

　俺たちでもそんな調子なのだから、ネアはもっとわかりやすくこっくりこっくりと、半分寝ているような状態だった。

「ネアちゃん、もう寝ましょうか？」

「んー」

　柚ゆ比び坂さかの呼びかけにも、わかって返事をしているのかかなり怪しい。

「このままじゃここで寝ちゃいそうね。ほら、ネアちゃん、寝るならお部屋に行って寝ましょう？　……ネアちゃんのお部屋はどこがいいかしら」

　立ち上がろうとした柚ゆ比び坂さかの手を、ネアはギュッと摑つかんでいた。

「ネアちゃんったら、もう寝ぼけてるのかしら」

「この際、アンナ殿が一緒に寝てあげたらいいと思う」

「えっ？」

　柚比坂が驚いたような困った顔をする。

「そうですわね。アンナ様に一番懐なついているみたいですし、これから部屋を割り当てるのも大変でしょうし」

「やっぱり、ご飯をくれる人を一番信頼するんでしょうか……？」

「かもな。まあ、今までひとりぼっちだったお姫様の無言のご要よう望ぼうだし、そのくらいはしてあげてもいいんじゃないか」

「でも……」

　柚比坂は夜中まで庭で剣の素振りをしたり、自主訓練に余念がない努力家だ。一緒に寝てしまうと自主訓練ができなくなってしまうのが気になっているのだろう。

「自主練なら、一日くらい休んだっていいと思うけどな。そんだけ慕したわれてるのを無下にするのも非情すぎだろ」

「わかっているわ。だから困っているのよ」

「困るくらいなら、もう結論は出てるよな。自主練以上に、ネアと仲良くなることは重要だと思うぜ。クエスト的な意味でも、さ」

「……そうね。どっちにしても、もうネアちゃんの眠気が待ったなしだもの、選択の余地はないわね」

　寝ねぼけ眼まなこのネアを「ほら、寝るならこっちよ」と立たせて、柚比坂が苦笑する。

「さ、俺おれたちも今日は早く寝よう。帰りにネアを見られているし、最悪、もう事態は動き始めているかもしれない。交代で見張りを立てた方が良さそうだし、だとしたら見張りに立っても充分に眠れるだけの睡すい眠みん時間を確保するべきだ」

「そうですわね……。ネアちゃん可愛かわいい、って暢気のんきに言ってるだけじゃダメですわよね」

「受け身にならざるを得ないとしたら、きっと我が慢まんの戦いになる」

「ああ。いつ仕掛けてくるかわからない相手に、ずっと警けい戒かいしてなきゃいけないからな」

「た、大変そうですね……」

「ダリル、他人事じゃありませんわよ」

「ああ、他人事じゃない。だから早く寝て体調を万全にしておきたい」

　あの赤いスキュラにネアを襲おそわせたのが光こう一いち郎ろうと思おぼしきフードの男なのかどうかはわからないが、目的がクエストクリアの阻そ止しだとしたら、いつ仕掛けてきてもおかしくはないのだ。

「じゃあ、見張りの順番を決めましょう」

「いや、柚ゆ比び坂さかはいいよ。ネアと一緒に寝るなら、最後の砦とりでとしてずっと一緒にいて守ってやってくれ」

「それじゃ悪いわ」

「でも、交代のたびにネアを起こしちゃったらかわいそうだろ。明日以降は別の誰だれかと寝るように持っていけばいいさ」

　まあ、いくら幼くても女の子だから、俺おれと寝るのはまずいかもしれないけどな。

　ともあれ、そんなこんなで、警けい戒かいしながらの夜は更けていった。
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『風の月一六日

　色々あったが、ようやくネコ耳幼女のネアを見つけることができた。

　ずっと一人で寂しかったのか、とても甘えん坊だ。しかも好こう奇き心しんが旺おう盛せいで、常に動き回りたがるエネルギーも持っている。まさに子猫。

　とても可愛かわいいし子どもらしいが、反面、今後は大変なことも多そうだ。

　ともかく、当面は世間からネアを隠して、かつネアの安全を最優先に考えなければ。そうなってくると、明日以降、授業には出ていられないかもしれない。

　俺の推測が正しいとしたら、攻略が完了するのはいつ頃だろう。もう結構懐なついてくれている気がするんだけどなあ。』
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　部屋に駆け込んできた子猫が大騒ぎをしてくれたおかげで、俺は朝が来たことを知った。

「ヨシヤー、起きてー」

　ベッドから布団ふとんを引きずり落とし、俺の腕を摑つかんでぐいぐいと引っ張る。

「ネア……どうした？」

　交代で見張りを務つとめたりしていたおかげでまだ眠い目をこすりながら、台風のように荒ぶるネアに尋たずねる。

「アンニャがいにゃいの！」

「え？」

　ネアが起きたら、一緒に寝ていたはずの柚比坂がいなくなっていたのだという。

　一瞬、非常事態か、とも思ったが──、うん、なんとなく何がどうなってるのかは予想がついた。

「もしかして、アンニャはネアのことが嫌いににゃった……？」

　くりくりした大きな目を潤うるませて、耳もぺたんと元気なく寝てしまっている。

「まさか。きっと柚ゆ比び坂さかはネアのことが大好きだよ」

「でも……」

「じゃ、一緒に柚比坂のところに行こうか」

　俺おれはベッドから降りて、ネアの手を引いて部屋を出た。

　そのまま真まっ直すぐに厨ちゆう房ぼうへと向かう。すると、案の定、トントンとリズミカルな包丁の音が聞こえてきた。

「柚比坂、入るぞー」

　ネアと一緒に厨房に足を踏み入れると、例の裸エプロンに見えるビキニアーマーの上にエプロン姿の柚比坂が振り返った。

「あら、どうしたの？　昨日は交代で見張りをしたのなら、まだ寝ていればいいのに」

「お姫様に泣きつかれたらそうも言っていられないだろ」

　俺がおどけて言うのと同時に、ネアが俺の手から離れ、

「アンニャ！」

　と柚比坂に向かって駆け出していた。そのまま一直線に、ネアは柚比坂に飛びついた。

「ちょ、ネアちゃん、ダメよ。包丁を持ってるときは……」

「そう言うなって。ネアはお前がいなくなってるもんだから、嫌われたかもしれないって泣きそうになってたんだから」

「え、そうなの？」

「んー」

　ネアは柚比坂の豊かな胸に顔を埋うずめ、なおも抱きついた手にギュッと力を込めた。

「私がネアちゃんを嫌いになるわけないでしょう？」

　包丁を置いて、柚比坂はネアの頭を優しく撫なでた。

「ほんと？」

「もちろんよ」

　ホッとしたように笑って、ネアは抱きついた柚比坂の身体からだに頰ほおをすりつけた。

「な、言っただろ？」

「みゃう！」

「ほら、わかったら行こう、ネア。今、柚比坂はご飯を作ってくれてるから、邪じや魔ましちゃダメだ」

「ネアちゃん、美お味いしい朝ご飯を作るから、しばらく志し度ど君と遊んでいてね？」

「みゃう！」

　すっかり機き嫌げんを直したネアは、素直に柚比坂の言葉に従って、また俺の方へと駆けてきた。やれやれ、ようやくお姫様の笑顔が戻ったか。

「これ、にゃんだ？」

　機き嫌げんが直ったと思ったら、早速、何かがネアの好こう奇き心しんを刺激したらしい。

　今度は何を見つけたのかと思ったら、ネアは厨ちゆう房ぼうのドアノブをガチャガチャやり始めた。

「かっこいーにゃ！」

　……ドアノブが、か？

　ってか、少なくとも、寝ていた柚ゆ比び坂さかの部屋から出るときと、俺おれの部屋に入るときの二回はドアノブに触ってるだろ。それどころじゃなかったのかもしれないけどさ。

　やっぱりネアのセンスはよくわからない。
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「こっちのドアノブもかっこいーにゃ！」

　ネアの興味が赴くままに屋敷内をウロウロしてエントランスにやってきたとき、脚きや立たつを担いだダリルと鉢はち合あわせになった。

「あー、ダリルが持ってるそれはにゃに？」

「あ、ええと、これは脚立と言って、高いところに登る道具で……」

　ダリルが脚立を持ってるってことは……。ダリルのネアに対する脚立の説明が終わるのを待って、俺は、

「もしかして、また屋根から飛ぶ練習をやるのか？」

　と訊きいた。

「はい……。昨日飛べたわけですし、まあダメで元々みたいなところもありますけど、反復しておこうかなって……。羽ばたくのではなく、風に乗るイメージです……！」

　うん、ちょっとは前向きになってくれたっぽいのはいいんだが、なぜだろう、上う手まくいくビジョンがいまいち思い描けない。

「なあ、ダリル。せめて安全対策に、地面にマットとか何かクッションになりそうなものを置いた方がいいんじゃないか？」

「大丈夫です。あたし、かなり頑がん丈じようですし。昨日はヨシュアさんを摑つかんでても飛べたじゃないですか。マグマの熱気がなくても、ヨシュアさんの重さなしなら、その分で差し引きはゼロだと思うんです……」

「いや、言ってることはなんとなくわかるけど、でもさ」

「それに、安全対策より、今のあたしに必要なのは、自分を追い込むことなんじゃないかなって……」

「わかるような、わからないような……」

「じゃあ、練習に行ってきます……！」

　ダリルはそのまま勢いよく玄関から外へと飛び出していった。

「ダリル、また飛ぶの？　ネア、ダリルが飛ぶの見たい！」

「え？　いや、うーん……」

　どうしたものか。見たいって言われても、いくら朝早いからってネアを外に出すのは得策じゃないしなあ。しかも、俺おれもネアも着替えてないからパジャマのままだし。

　と、そんなふうに逡しゆん巡じゆんしているうちに、外からドスンという音と「ふぎゃっ」という悲鳴が聞こえてきた。

　あー、やっぱこうなったか。

「ネア、どうやらダリルは飛べなかったみたいだ。悪いけど、柚ゆ比び坂さかを呼んできてくれないか。ダリルがまた落ちた、って言えばわかると思うから」

　ネアはうなずいて、

「アンニャー。ダリルが落っこちたー」

　と言いながら、厨ちゆう房ぼうへと走っていった。

　そして俺は、一人で外に出て、

「うう、ごめんなさいごめんなさい、やっぱりあたしみたいなダメダメな女が空を飛ぼうなんて、大それた夢だったんです……。これからは地べたを這はって虫けらみたいに生きていきますので……」

　墜つい落らくして大きなたんこぶを作り、エンドレスネガティブモードに入ったドラゴン娘に肩を貸して、屋敷の中へと回収したのだった。
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　さて、起きてネアに付き合ったりしながらずいぶん経たってこう言うのもなんだが、結局、何ごともなく朝がやって来たわけだ。

　ちなみに、俺がネコ耳幼女に叩たたき起こされたことも、ドラゴン少女が屋根から墜落したことも、この場合の『何ごと』には含まれない。

　見張りは無駄な努力に終わったが、何もないならそれが一番だ。

　起きてきて食堂に集まった我がパーティの面々が全員着替えて、しかもそのまま冒険にも出られるよう準備を整えているのは、夜に交代で見張りを立てるような警けい戒かい態たい勢せいだから、というわけでもなく、いつものことだった。

　常在冒険、という学院の教えが浸しん透とうしている証明である。いつ不測の事態に見舞われてもいいように、という心構えの表れだ。だから、柚比坂も早朝からビキニアーマーにエプロンで料理を作っているというわけだ。

　朝食はスクランブルエッグにアスパラベーコンが二つ、グリーンサラダ、コンソメスープ、焼きたてのクラッカーに柚ゆ比び坂さか特製の桃のジャム、そして飲みものにも桃を贅ぜい沢たくに使ったアイスピーチティー。

　ネアは女の子らしく、甘い桃のジャムを載せたクラッカーがお気に入りのようだった。

　俺おれはご飯のメインに甘いものってのはあんまり好みではないのだが、気持ちはわかる。焼きたてクラッカーのサクサク感と桃ジャムの甘さの相あい性しようが抜ばつ群ぐんすぎて、好みとかこだわりなんかすっ飛ばして美う味まいと言わせるだけの底力があった。

　多少騒がしく起こされはしたものの、こうしてみんな揃そろって、賑にぎやかで美お味いしい朝食を楽しめているのだから、何もなかったことに感謝しなければならない。

　まあ、それはそれとして。

　俺はスープを飲みながら、

「今日からしばらく、学院を休むべきだと思う」

　と切り出した。

「そうね、私も同感だわ。志し度ど君が言うには、どうやら古ふる掛かけ君──この世界ではルミエルだったかしら？　らしき人物がネアちゃんを狙ねらっているみたいだし、だとしたらパーティが別行動になるのは好ましくないわね」

「ああ。ルミエルらしき人物だけならともかく、ネアの存在が知られれば、冒険者もかなりの数が敵に回りかねない」

「だとちたら、この屋敷から出ること自体、避けた方がいいですわね」

「俺もそう思ってる。今ならネアの耳は帰りにチラッと見られただけだ。そこからどのくらい情報が広まってるかは未知数だが、今は大人しくこの屋敷にこもっていた方がリスクは少ないと思う。周囲にバレなければ、警けい戒かいする相手はルミエルらしき人物だけですむ」

「でも、何日も休めばリムルたちは感づくと思う」

「あたしも、ティーナさんの言う通りだと思います……」

「だろうな。だが、委員長たちが疑い出すまでは時間が稼げる。最優先にするべきはネアの安全だ。守るにしても、三六〇度オープンな外よりは勝手を知ってるこの屋敷の方がやりやすいだろ」

　幸せそうな顔で桃ジャムクラッカーを頰ほお張ばっているネアを見ながら、俺は言った。

　全員が、同様にネアの顔を見ながらうなずく。

「クエストをクリアしてしまえば、ネアの安全は確保できるんだがな……」

　少なくとも、冒険者に狙われる理由はなくなる。ルミエルらしき人物の狙いがクエストクリアの阻そ止しであるなら、やはりネアを狙う理由は消えるはずだ。

「問題は、志度君の解かい釈しやくの『攻略』が何をクリア条件にしているかよね」

　そう、柚比坂の言う通り、それこそが俺たちにとって一番重要な情報だ。

　単に一定以上の好感度を稼いで信頼関係を築けばいいだけなのか、その上で何かしらのイベントを起こす必要があるのか……。

　だが、今のところそれを確認する術すべはない。恋愛シミュレーション的なセオリーからすれば、色んなところへネアを連れて行って、イベントの発生を試してみるべきだが、安全上それは得策とは言えない。

　だとしたら、俺おれたちにできることは、ひたすら好感度を稼ぐ──仲良くなる努力をすることだけだ。

「せめて、委員長たちがこっちの言い分を理解してくれればいいんだけどな……」

　しかし、委員長だけを説得できればいいというわけではない。事実上、クエストクリアを狙ねらっている全冒険者を説得して回るなど、とても現実的とは思えない。

　くそ、クエストクリアに一番近いところにいるのは間違いないが、どうにも手詰まり感が否いなめない……。

　と、そのとき。

　ドンドンドンドン！　と、玄関のドアが激しくノックされる音が聞こえてきた。

　こんな朝っぱらからの、無ぶ骨こつなノック。

　イヤな予感しかしない。

「俺が行く」

　席を立って、玄関へと向かう。「はい？」とドアを開けると、案の定、委員長たち聖なる盾隊をはじめとしたトップクラスの冒険者たちの姿があった。

「どうしたんだ、雁がん首くび揃そろえて」

「とぼけないでもらおう。救世主殿のパーティが、昨夜、ネコ耳の女の子を連れていたという情報がある」

　ちっ。

　思わず舌打ちをしてしまった。

　やはりか。

　思ったより早い。いや、早すぎる。もしかしたら、ルミエルが俺たちを炙あぶり出すためにどういう手段でか情報を流したのかもしれない。

「で、仮にそうだったとして、それが朝っぱらから押しかけてくる理由になるのか？」

「その物言いは、情報は事実だと認めるということでいいのだな？」

　どうやら委員長も一歩も退く気はないらしい。後ろの学生諸しよ君くんも怖い顔で凄すごむ凄すごむ。歴戦の猛者ともなれば眼光の鋭さも恐ろしいもので、身体からだがすくみそうになる。

　が、ここでビビってることを悟られるわけにはいかない。

　俺は精一杯の虚きよ勢せいで、

「さて、どうだろうな」

　と、うそぶいた。

「だが、俺おれたちに先を越されたからって強きよう硬こう手段に出るっていうなら、そりゃ冒険者として筋が通らないんじゃないのか」

「確かに、戦利品や手て柄がらを横取りするようなマネは冒険者としては恥ずべき行為だ。だが、今回はそれ以前の問題だ」

「それ以前？」

「ああ。言ったはずだ、クエストの対象はモンスターである可能性がある、と。いかなる種であれ、モンスターを街中に意図的に持ち込む行為は犯罪だ」

「そうなのか。まあ、それはわからんでもないが、可能性で語るのはどうなんだ。だいたい、俺たちがネコ耳の女の子を連れてたってのも証拠が何もないんだったら、どこで聞いたのか知らないがその情報を鵜う吞のみにするのは──」

　しかし、俺が言い終わる前に、

「ヨシヤ、アスパラベーコンが冷めちゃう。食べにゃいの？」

　食堂から、ネアが無む邪じや気きに出てきてしまった。

　うへえ、マジか！　よりによってこのタイミングかよ!?

「ネアちゃん、ダメよ！」

　柚ゆ比び坂さかが慌てて追いかけて来て抱きかかえるが、もう遅い。

　俺の肩越しにネアの姿を見た学生たちが、騒そう然ぜんとし始める。その騒ぎを「静かに！」と委員長が制して、

「鵜吞みにするのは、なんだって？」

　と俺を睨にらんだ。

　ああ、俺、語るに落ちてる。

　ちらりと背後を見やれば、仲間たちも食堂から出てきて固唾かたずを吞んで俺たちのやりとりを見守っていた。

　こほん、と俺はわざとらしく咳せき払ばらいをした。

　仕方がない、方針転換だ。

「そもそも、だ。あの姿がモンスターに見えるのか？　モンスターは人に対して本能的な攻撃性を持ってるんだろ。でも、ネア──あの子は嚙かみつきもひっかきもしないぞ。人ひと懐なつっこいし言葉だって喋しやべる」

「言ったはずだ。人を騙だますモンスターもいる、と。戦略的に長期にわたって人を騙すモンスターがいないとは限らないだろう」

　そうだそうだ、と後ろの学生たちから怒ど号ごうのような声が上がる。

　なんだよそれ。

　理屈では、モンスターを街に入れるな、ってのはわかる。街に入れたモンスターが暴れ出せば、当然、怪け我が人や死人が出る。いくら魔法で直せるといっても、それが由ゆ々ゆしき事態であることに変わりはない。

　──でも！

「限らないから殺すのか？　そんなムチャクチャな話があるかよ！　委員長、レーナも、サリナも！　お前ら、本気で言ってるのか!?　あんな可愛かわいらしい女の子を、モンスターかもしれないってだけで殺して平気なのかよっ!?」

　学生たちの剣けん幕まくに怯おびえて柚ゆ比び坂さかにしがみつくネアを指さして、俺おれは言った。言ったというか、叫んでいた。

「それは……」

　レーナが言い淀よどむ。サリナも、答えに窮きゆうしたように目を逸そらした。委員長の目にも、他の学生たちの目にも、迷いが見て取れた。

「なんだよ、お前らだって納得してねえじゃねえか！　だったら、小ちっちゃい女の子を怖がらせるようなこと、軽々しく言うんじゃねえよっ！」

「……だがな、救世主殿。モンスターかもしれない存在を街に持ち込む行為が許されないことに変わりはない。いずれ、竜りゆう騎き士し団も動くぞ」

　竜騎士団は、この世界における警けい察さつ組そ織しきのようなものだ。確かに、それはまずい。

　けど、そんなことはどうでもよかった。

　おかしいだろ。あんな小っちゃくて、可愛くて、か弱い存在が目めの敵かたきにされなきゃいけないなんて！

　怯えているネアの姿に、一瞬、妹の真ま理り亜あが重なって見えた。事故に遭あって目が見えなくなったばかりの、すべてのものに怯えていた真理亜の姿に。

　守らなければ。

　本能的にそう思った。理性も、ノータイムでそれに追つい随ずいする。

「ああそうかい！」

　感情にまかせて、俺は言い放っていた。

「だったら、俺はネアを守るぞ！　お前らや竜騎士団を、いや、たとえ全世界を敵に回しても、ネアを殺させたりするもんかっ！」

　俺の宣言に、学生たちがまた騒そう然ぜんとなる。

　ああ、まずいかもしれない。さすがに俺たちを捕らえようと実力行使されたら、多勢に無勢では勝ち目が薄い。

「ネアちゃん、しっかり摑つかまっていてね。私たちが絶対に守ってあげるわ」

「さすがヨシュア様ですわ！　わたくちもまったく同感ですわ！」

「あ、あたしだって……！」

　ああ、ここから先は犯罪者街かい道どうかもしれないのに、仲間たちの賛同が頼もしい。

「みんな、手をつないで」

　そう言うティーナに、俺おれもグッと手を摑つかまれた。

「光よ」

　ティーナの短い呪じゆ文もん詠えい唱しようが響く。

　次の瞬間、視界が真っ白に埋め尽くされた。

「うわっ」

「なんだこりゃ!?」

　学生たちの困惑した声が聞こえてくるが、俺も何がなんだかわからない。

　と、耳元で、

「幻覚の魔法を使った。こっち」

　とティーナの囁ささやく声が聞こえ、手が引っ張られた。

　なるほど、今のうちに逃げようという魂こん胆たんか。

　ティーナに手を引かれて歩くことしばし、魔法が解かい除じよされて視界が戻ったときには、仲間たちとともに屋敷の近くの路ろ地じに立っていた。もちろん、幻覚魔法の効果に驚いて「今のはにゃに!?」と手をつないだ柚ゆ比び坂さかに尋たずねているネアも一緒だ。

「ティーナ、助かった。にしても、幻覚の魔法、すげえな」

「ボヤボヤしてる暇ひまはない」

「そうですわ。どこかに身を隠ちませんと」

「でも、街の中に安全な場所なんかないと思うわ」

「あの、じゃあ、どこかのダンジョンに入っちゃえばいいんじゃないでしょうか……？」

「それしかないな。この近くで、比ひ較かく的てき安全なところだと……」

「それなら、『夏の洞どう窟くつ』がいい。あそこなら、初心者向けだけど斧おのの守護者のときのダンジョンとつながったせいで、難なん易い度どがごっちゃになってるから、あんまり冒険に入るパーティもいないと思う」

「よし、迷っている時間が惜しい。すぐに移動しよう」

　こうして、突然俺たちは逃亡生活を余よ儀ぎなくされることになったのだった。





第四章▼　子猫アブダクション




　洞どう窟くつの天井に空いた小さな穴から差し込む陽光が、大きな桃の木を幻想的に照らし出していた。

　思えば、このゲームガルドに来て最初に立ち入ったダンジョンがこの『夏の洞窟』だった。まあ、お菓子作りに使う桃を採りにきただけだったし、あのときはここの弱っちいモンスターすら一人ではなかなか倒すことができない有り様だったっけ。

　まあ、そんな思い出話はさておき。

「みんな、悪かったな。つい熱くなってあんな啖たん呵か切っちまった」

　例の桃の木の下まで来て足を止め、俺おれは仲間たちに言った。

「いいわよ、別に。むしろ、私も同じ気持ちだったわ」

「そうですわ！　まったく、こんな可愛かわいいネアちゃんをモンスターだなんて……！」

「あの、とってもカッコよかったと思います……！　あたしにはあんなふうに言えなかったと思いますけど、ネアちゃんは絶対に守らなきゃって思いました」

　みんなが憤ふん慨がいする中、ネアは不安げな顔で、

「……ネアのせいでみんにゃ困ってる。ごめんにゃさい」

　と、柚ゆ比び坂さかの手を握ったまま小さな声で言った。

「ううん、ごめんね。ネアちゃんのせいじゃないわ」

　そう言って、柚比坂がネアを優しく抱きしめる。

「ごめんにゃさい……」

「あの……ごめんなさいなんて言わないでください……。ネアちゃんはなんにも悪くないんですから……！」

「ダリルの言う通りですわ！」

「大丈夫、志し度ど君がきっとなんとかしてくれるわよ」

「まあ、あれだけ言ってできませんじゃカッコがつかないしな。だから、ネアはなんにも心配しなくていいぞ」

　そうは言ったが、カッコとか体たい面めんとかの問題じゃない。もうクエストも二の次でいいから、とにかくネアが安心して暮らせるように全力を尽くさなければ。

「みんにゃ、ありがとう……」

　柚比坂の胸から顔を上げて、ネアは涙目のまま、しかし笑って言った。

　そんなネアの笑顔にみんなの頰ほおが緩ゆるむ中、ティーナだけは少し沈んだ表情で、俺のシャツの裾すそを引っ張った。

「……ヨシュア殿。たぶん、リムルは万が一のことを考えてあんなことを言っていたんだと思う。決して自分たちがクエストを解きたいとか、そういう利り己こ的てきな動どう機きではないはず。だから……大目に見てやってほしい」

「ああ、俺おれもそう思ってるよ。一いつ貫かんして、委員長は『安全のため、モンスターかもしれない存在を街に連れ込むな』と言っていた。だから、俺たちがダンジョンの中にいる限り、聖なる盾隊と戦うようなことにはならないと思う。まあ、他のパーティがどう考えているかまではわからないけどな」

　だが、委員長たちと激げき突とつする展開を避けられそうだ、というのはせめてもの光こう明みようだ。さすがにネアを守りながら、トップ冒険者である聖なる盾隊と戦うのは分が悪すぎる。

「さあ、気持ちを切り替えよう」

　俺は自分自身にも言い聞かせつつ、仲間たちの顔を見回した。

「こうなった以上、しばらくは屋敷には戻れない。けど、逆に好都合かもしれない。色々なダンジョンを転々としながら身を隠せば、モンスターとのエンカウント率は上がるかもしれないけど、その分、ルミエルや冒険者との戦闘は避けられるはずだ。見つかりさえしなければ、だけどな」

　無む理り矢や理りな理屈だが、こういうときは無理をしてでもポジティブに考えた方が良い。

「問題は、慌てて出てきたから最低限の装備ちかないところですわね」

「ですね……。みんな、武器防具、それとポーチやウエストバッグなんかの普段から身に着けている最低限の装備だけで、食料とかもありませんし……。ああ、実は結構ピンチなのかも……。このまま飢うえ死にとか……」

「ちょっと、ダリル。縁起でもないネガティブ思考はやめてくださいですわ！」

　うーん。

　確かに、何も準備がないのは不安だが、絶望的というほどじゃない。

「まあ、少し落ち着こうぜ。手持ちの食料がないのは痛いが、それについては現地調達もできるだろ、現にそこに桃もあるし」

　俺はダンジョンの中で誰だれにも媚こびることなくそびえ立つ桃の木を指さしながら言った。

「あと、誰かがこっそり街に出て、買い出しをしてくる手もあると思うし」

　ネアがモンスターかもなんて理屈は認められるはずはないが、そういう論法でくるなら、ネアさえいなければ咎とがめられる理由だってないはずだ。怖いのは尾行されて潜せん伏ぷく場所が過激な学生やルミエルにバレることだが、背に腹は替えられない。

「そうですわね。それに、さっきのティーナの魔法があれば、最悪包囲されても逃げ出せますものね」

「あー、あの魔法は凄すごかったよな。視界が真っ白になって」

「あのときは咄とつ嗟さだったから、目さえ眩くらませればいいと思って真っ白い幻覚を見せた」

「ん？　あのとき、ってことは、もっと別のものを見せることもできるのか？」

　ティーナはこくりとうなずいた。

「光属性の元素を操って、わりと自由に虚きよ像ぞうを作り出せる。ただ、さっきの真っ白みたいな単純なもの以外は、私がよく知っていないと像があやふやになる」

「そりゃすげえな。例えば、俺おれや柚ゆ比び坂さかの幻げん影えいを作ったりもできるのか」

「もちろん、できる」

「おお、ナイス。それは色々応用が利きそうだな。……あ、でも、結局威い力りよく強化と範囲拡大が山盛り乗ったら、俺や柚比坂が何十人とかできちゃうのか」

　それはそれで、攪かく乱らんには使えそうだが。

　しかし、ティーナは首を横に振った。

「そんなことはない。威力強化は作り出す虚像の精度が強化されるし、範囲拡大は幻覚の有効範囲に作用する。だから、ヨシュア殿の幻影を作ったら、超リアルで超遠くからも見える幻影ができあがる。もちろん、たくさんのヨシュア殿の幻影を作ることもできる。一体一体の精度は落ちるけど」

　え？　あれ？

「それって……純粋に凄すごいんじゃ……」

「ティーニャの魔法、すごい？　さっきの真っ白のヤツ？」

　キラキラした目で、ネアがティーナを見上げる。

「……じゃあ、ちょっとやってみる」

　ティーナは少し考えて杖つえを掲かかげ、

「光よ」

　と唱えた。

　先ほどとは違って目が眩くらむようなこともなければ、何かが劇的に変化したわけでもない。

　ただ、ネア以外の全員にネコ耳と尻尾しつぽが生えていた。

「なんですの、これ!?」

　シェリスが自分のお尻から伸びるピンク色の尻尾を見て、素すっ頓とん狂きような声を上げた。その頭には、髪の毛の色と同じピンク色のネコ耳がつーんと立っていた。

　他の面々も、同様に髪の毛と同じ色のネコ耳と尻尾が生えている。俺のお尻からも黒い尻尾が生えているところを見ると、おそらく俺の頭にもネコ耳が生えているのだろう。

「おおー。みんにゃ、ネアと一緒！」

　天然物のネコ耳をぴこぴこと動かして、ネアが歓声を上げる。

「幻だけどな」

　生えた尻尾は自分の思う通りには動かないし、触ろうとしてもすり抜けて摑つかむこともできない。

　ネアも俺や柚比坂の尻尾を触ろうとして、触れることができずに不ふ思し議ぎそうな顔をしていた。

　しかし、それでも、視覚的には確かに存在していると思うほかないほどにリアルなネコ耳と尻尾しつぽだった。毛の一本一本に至るまで、細かく再現されている。

「なんだか不ふ思し議ぎね。触れられないのに、鏡にも映るなんて」

　取り出した手鏡で触れないネコ耳を確認しながら、柚ゆ比び坂さかが呟つぶやいた。

「光の屈折を操作して虚きよ像ぞうを作り出しているから、光の反射で像を結ぶ鏡にも映るし、光を焼き付けるカメラで撮ってもちゃんと写る」

「触られなければ、バレる危険性は少ないってわけか」

　俺おれたちの尻尾がネアのそれと同様に動いたりしていることから、単なる静止画ではなくアニメーションを投とう影えいしているような感じなのだろうか。これだけ精せい密みつな幻げん影えいの動きも制せい御ぎよしているとなると、かなり高度な魔法なのではないだろうか。

「他には、光の魔法では音までは操れないから、立てるべき音を立てなかったりしたら怪しまれると思う」

「そうね、音を操作する魔法は風属性だものね。完全に別の魔法だし、高レベルに固定されてしまうティーナさんの魔法では、同時展開なんかしたら脳が焼き切れてしまいそうね」

「実際に焼き切れるかどうかはともかく、同時展開は無理だと思う。現状だと、音はアンナ殿に手伝ってもらうしかない」

「確かに、音声の操作なら幻影ほど複雑じゃないから、私にもなんとかなると思うけれど、それでも、かなり綿めん密みつな打ち合わせをしないとタイミングを合わせるのは難しいんじゃないかしら」

　柚比坂の言葉に、ティーナが「うん」とうなずく。

　なるほど、その辺の運用方法も今後の課題か。

「それにちても、ダリルの頭、なんだか賑にぎやかすぎて大変なことになってますわね」

「えっ、そ、そうですか……？」

　手鏡を柚比坂から借りて確認するダリルの頭は、お団だん子ごとドラゴンの角とネコ耳が同居するという、盛りすぎ感満まん載さいの賑やかさになってしまっていた。

　いや、お尻の方も、ドラゴンの尻尾と猫の尻尾が両方生えて、妙なネコマタのようになってしまっているが。

　──うん、ドラゴン少女に猫の要素は合わないな。

　この世界では各属性の六種のドラゴンがいるし、他のフィクションでも様々なドラゴンが登場するが、猫ドラゴンはダメかもしれない。

　だいたい、猫ドラゴンはどんなブレスを吐くんだ？　まさか猫の大群を口から吐き出すのか。ドラゴンが吐き出した猫たちがニャーニャーと敵にじゃれついて無力化するのか。

　うーん、それはそれで強力なような、無力なような。

「ところで、ヨシュア殿」

　ティーナがするりと俺おれの腕にまとわりついてきた。

「え……」

　腕に押しつけられる胸の感触もさることながら、ちょうど目の高さに来る銀色のネコ耳が視界をちらつく。

　なぜだろう、いつもよりドキドキする気がする……！

　まさかネコ耳に反応してるのか、俺。俺にそんな属性が……？

　なんていうか、その、日本ではネコ耳の女の子なんていないわけで。

　いや、ネコ耳カチューシャとかあるけど、そもそもこんなふうに女の子とゼロ距離で接する機会なんてなかったわけで。

　うん、きっとそうだ。属性云うん々ぬんじゃなく、慣れないシチュエーションに新鮮さを感じている的なアレで。

　それにしてもすごいな、ティーナのネコ耳。こんなに近くで見ても、幻覚だと知っていても、そこに確かに存在しているように思えてしまう。

「金色のリムルの想像ネコ耳より、私の銀色の幻覚魔法ネコ耳の方が可愛かわいいんじゃないかと思う」

「は？」

「実際見えるし」

「どうでもいいけれど、この非常時に何を考えているの。志し度ど君も、デレデレしない」

　柚ゆ比び坂さかがティーナの耳を引っ張って、俺から引き剝はがす。

「アンナ殿、痛い痛い」

「自じ業ごう自じ得とくよ。非常時なんだってことを忘れたの？」

「まったくですわ！」

「ティーナさん、大だい胆たんすぎて見ているだけでドキドキしました……」

　そんなふうにティーナが離れた俺の腕をネアが摑つかんで、

「ヨシヤ。ネアの耳は可愛い？」

　と俺を見上げながら訊きいた。

「もちろん」

　俺はネアの頭を撫なでながら即答した。

「一番可愛いのはネアの耳だな」

　だって、本物だし。

　俺の答えに、ネアがにーっと笑った。

「そんな……やはりヨシュア殿は幼女が……」

　がっくりとティーナが地面に膝ひざをついた。

「んなわけあるか。人聞きの悪いことを言うなよ」

　っていうか、こんな小さなことで張り合うなって。

　にしても、この幻覚魔法、すごいな……。

「なあ、ティーナ。お前、幻覚系の魔法に一番向いてるんじゃないのか……？」

「でも、幻覚じゃ敵は倒せないし、効かないモンスターもいる」

　いやいや。

　いやいやいやいや。

　そりゃあ仲間である俺おれたちも影響を受けてしまう以上、連れん携けいや使い方に工く夫ふうは必要だし、視覚に頼らないモンスターには効かないかもしれない。けど、それでも超強力だろ！

「ティーナ、あとで幻覚系魔法の詳しい性能や効果範囲を教えてくれ。これからは幻覚系の魔法も頼りにさせてもらうから」

「わかった」

「ティーナさん、凄すごいです……！」

「っていうことは、ティーナならその魔法で別の誰だれかになりすまして買い出しに行くことも可能ってことですわね」

「そうか。自分に委員長とか、別の誰かの幻げん影えいを重ねればそれも可能なのか」

　ティーナは少し考え込んで、

「理屈の上では。でも、声までは変えられないから、バレる恐れも」

「さすがにリスクがゼロにはならないか……」

　それでも、顔をさらして行くよりかなりマシだとは思うが。

　それに、買い出し以外でも、これでできることがかなり増えた。期せずして、パーティの戦略が大幅パワーアップなのではないだろうか。

「とにかく、ティーナの魔法も踏まえて、今後の作戦を立てよう。あとは役割分担なんかも決めないとな」

　俺たちがそんな話をしている後ろでは、すっかり元気を取り戻して、

「あれにゃんだー？」

　かつてシェリスが開けた大穴から見える剣の広間のレリーフに興味を示して走って行くネアを、柚ゆ比び坂さかが大慌てで追いかけていた。





　　　　＊






　差し当たり、役割分担を決めた。

　当然、柚比坂は調理担当。これは揺るがない。

　ティーナは先ほど判明した幻覚系魔法を使っての買い出し要員、ただしティーナだけだと買い食いが心配なので、お目付役としてシェリス。

　ダリルはよくダンジョンに食材を採りに行かされていたという経験を活いかして、ダンジョン内での食材調達担当。

　消去法で、俺おれはネアの子守り担当になった。

　まあ、妥だ当とうなところか。

　街に出た二人は大丈夫だろうか、とか考えつつ、魔物除よけのタリスマンを取り出して、折ろうと手に力を入れる。

　その瞬間、

「ヨシヤ、それにゃに？」

　と、ネアが俺の手元を興きよう味み津しん々しんに見つめていた。

「ん？　ああ、タリスマンっていう魔法のアイテムだよ。この棒の中に魔法の光が入ってるだろ？　これを折って光を解き放つと、モンスターが寄ってこなくなるんだ」

「おー！　魔法！　かっこいーにゃ！」

「……やってみるか？」

　俺はネアに折ろうとしていたタリスマンを差し出した。

　目をキラキラさせて、ネアがこくこくと激しくうなずき、タリスマンを受け取った。

　割り箸ばし大の、透明な樹じゆ脂しの棒。魔ま導どう樹じゆという、強い魔力を有した木の樹じゆ液えきから精せい製せいしているらしい。そんな話を、マジックショップの店長さんから聞いた気がする。

　俺は、その先せん端たん三センチほどのところにある窪くぼみを指さした。

「ここが凹へこんでるだろ？　ここが折りやすくなってるんだ」

「折っていい？」

「ああ、折ってくれ」

　ネアは両手でタリスマンを持って、「えいっ」と力を込めた。いとも簡単に、タリスマンはポッキリと折れて封じ込められていた光が解き放たれた。

　淡い光は、すぐに拡散して消えていく。それは魔物除けのタリスマンの効果が発はつ揮きされたということだ。

　ネアはその拡散していく光に目を奪われ、

「かっこいーにゃ！」

　と、もう一度言った。

　うーん、考えてみれば、魔物除けのタリスマンを本人が使ってる時点で、ネアがモンスターじゃない証明ができているような気がしないでもない。

　まあ、魔物除けを使っていたってモンスターに出くわすことはあるし、たぶん耐たい性せいを持っていたり効かなかったりするモンスターもいるんだろうけど。

　少なくとも、そう言われてしまうと反論ができないというか、所しよ詮せんは状況証拠にすぎないわけだ。

　それはともかく、なんとなくネアの興味の傾向が見えてきたな。例えば、この夏の洞どう窟くつの一番の目玉である桃の木には、ネアはあまり興味を示さない。桃の実には興味があるようだが、それは単純に食い気だろう。

　虫や小動物も視界に入れば動きを目で追うが、「あれはにゃに」と訊きいてこないし、「かっこいーにゃ」とも言わない。

　ネアがその好こう奇き心しんを向けるのは、主に人工物、ドアノブのような作動する仕組みや、魔法による装置だ。

　ダンジョンの奥にいて、そういった文明的なものに触れる機会がなかったからというのもあるだろう。

　……。

　たったひとりで、か。

　ネアが人ひと懐なつっこいのも、文明的なものに好奇心を向けるのも、きっと、これまでの孤独が根っこにあるのだ。

「ごめんな」

　ネアが、きょとんと首を傾かしげながら大きな目で俺おれを見上げた。

「にゃにが？」

「ホントは、ネアには屋敷で楽しく過ごしてもらいたかったんだよ。美お味いしいものを食べて、ふかふかのベッドで寝て、ネアがかっこいいと思うものをたくさん触って、みんなで遊んでさ。なのに、なんかこんなことになっちゃっただろ」

「ネアは楽しいよ？　みんにゃと一緒だからそれで充分」

　そう言って屈くつ託たくなく笑う。

　ああ、そうか。

　逆に、ずっとダンジョンにいたネアにとっては、屋敷であれダンジョンであれ、あんまり関係ないんだ。

　俺たちの感覚では、屋敷での生活がベースにあるから、帰りたいと思う。でも、ネアにとって、屋敷は昨日一晩過ごしただけの場所でしかないのだ。

　ネアにとって、この逃亡生活が苦にならないという意味では、不幸中の幸いなのかもしれない。でも、だからこそ、やはり屋敷で過ごさせてあげたかったと考えるのは、文明に感化されすぎた俺の身勝手な傲ごう慢まんだろうか。

「ヨシヤは楽しくにゃい？　やっぱり、ネアのせいで困ってる？」

「まさか。そんなことないって言っただろ」

　そう答えて頭を撫なでてやると、ネアはいつものように気持ちよさそうに喉のどを鳴らして、にへーっと笑った。

「ネアもにゃにかお手伝いする？」

「え？」

「みんにゃ忙しい。アンニャもお仕事してる」

　ネアが見やった先では、桃の木の下に座って桃の皮を剝むいて下ごしらえをしている柚ゆ比び坂さかの姿があった。

「ネアは偉いな」

　さらにネアの頭を撫なでて、ネアが喉のどを鳴らすのを聞きながら、

「おーい、柚比坂！　ネアが手伝いたいって言ってるんだけど、何か手を貸せることはないか？」

　と声を張り上げて尋たずねた。

　柚比坂は「そうね……」と少し考え込んで、

「じゃあ、もう少し桃が欲しいから、二人で採ってくれる？」

　と、自分の真上の枝を指さした。

「だってさ」

「みゃう！」

　ネアは足あし下もとにあった小石を拾い、慣れた様子でスリングショットを構えて桃の木に走り寄り、頭上に向けて小石を撃ち出した。

　小石は見事に桃を撃ち抜いた。撃ち抜かれた桃は、ぽとりと地面に落下する。

　ネアは得意げに落ちた桃を拾い上げ、柚比坂に差し出した。

「あ、ありがとう」

　柚比坂はネアの意外な特技に驚いた顔をしつつ、桃を受け取る。

　驚いたのは俺おれも同じだった。

「凄すごいな……」

　何気なくやったように見えて、小石を拾ってから撃ち出すまで、実に無駄のない流れるような動作だった。しかも、狙ねらいをつける時間をほとんど必要としていない早撃ちだ。

　歩み寄って、ネアの手の、手作り感あふれるスリングショットを見やる。

　Ｙ字の枝の分かれ目を利用した本体に、縛りつけただけのゴム紐ひも。このゴム紐の素材はなんだろう、赤っぽくて、ところどころに吸きゆう盤ばんみたいなものが……。

　……ん？

「なあ、ネア。そのスリングショットのゴム紐って、あの洞どう窟くつにいたスキュラの……」

「みゃう。足の皮を剝はいで、よく乾かすとこれににゃる」

　スリングショットのゴムの部分をびよんびよんと鳴らしながら、ネアは無む邪じや気きにそう教えてくれた。

「え、じゃあ、もしかしてあのときスキュラに追いかけられてたのも……」

「これの予備を作ろうとして、ちょっと失敗した」

　お前、加害者だったのかよ！

「ネアちゃん、一人であんなモンスターを倒していたの？　いったいどうやって……？」

「みゃう。石をいっぱい持って高いところによじ登って、目を狙ねらうよ？　目さえ潰つぶしたら、あとは遠くから撃ってればそのうち動かにゃくにゃる。二日くらいかにゃ？」

　二日がかりの狩りか……。まあ、非力なネアとしては正しい戦略だろうけど。

　そしてそこまで言って、ネアは「みゃっ！」と急に叫んだ。

「どうした？」

「ヨシヤたちにやっつけてもらったヤツの皮、剝はぐの忘れた……」

　あー。

「もう、ネアちゃん、あんまり危険なことはしちゃダメよ？　ところで、桃なんだけれど、できれば別の方法で採ってもらえないかしら？」

　柚ゆ比び坂さかがネアから受け取った桃は、スリングショットの弾たまに三分の一くらいが吹き飛ばされてしまっていた。しかも、一度地面に落ちたせいで、割れた部分が埃ほこりや砂で汚れてしまっている。

「みゃあ……」

　しょぼん、とネアが肩を落とした。

「一回失敗したくらいでしょげるなって」

　そう言って、ぽんとネアの肩を軽く叩たたいた。

「ネアは高いところによじ登ってスキュラを狩ってたんだろ？　じゃあ、この桃の木に登ったりもできるんじゃないか？」

「みゃう」

　こくり、とネアはうなずいた。

「じゃあ、ネアは木に登って、そこの一番低い枝で桃をもいでくれ。俺おれが真下でキャッチするから。それなら桃を綺き麗れいなまんま採れるだろ」

「みゃう！」

　しょんぼり顔をパッと笑顔に変えて、ネアは早速桃の木を登り始めた。さすがに猫というべきか、あっという間に俺が言った枝に到達して、桃を一つ、丁てい寧ねいにもいだ。

「ヨシヤー」

「おう。いつでもいいぞ」

　ネアがもいで放ほうった桃を、俺が下でキャッチして柚比坂に手渡す。五回に一回くらいの割合で、ネアの手元が運悪く狂って、俺の頭に桃が直撃したりするが、まあそのくらいはご愛あい敬きようだ。

　充分な桃を確保して、柚比坂に、

「もういいわよ。ネアちゃん、ありがとう」

　と言われ、ネアがするすると木から下りてくる。

　下りるなり柚ゆ比び坂さかに頭を撫なでてもらって、ネアはご満まん悦えつだった。

「次はにゃにをお手伝いする？」

　上じよう機き嫌げんでニコニコしながら、ネアは柚比坂に訊きいた。

「ええと……」

　困ったように、助けを求めるように、柚比坂が俺おれへと視線を向けてきた。咄とつ嗟さには次に手伝ってもらうことが思い浮かばなかったのだろう。

「じゃあ、ネア、一緒に薪まきを集めようか」

　少し考えて、俺は言った。

　この夏の洞どう窟くつは、外からの光が差し込む桃の木の周辺だけは日中は明るい。しかし、当たり前だが、日が暮れれば暗くなってしまう。夜を明かすためには、灯あかりの面でも、調理の面でも、火は必ひつ須すなのだ。

　燃料は買い出し隊が買ってきてくれるはずだが、節約できるところは節約したい。目の前の桃の木の枝を切っても生木では薪には向かないが、来る途中に別のパーティが野や営えいをした跡があった。かなり前のものだと思うが、そういうところを探していけば、燃え残った木ぎれで一晩分とはいかなくても、数時間分くらいは集まるかもしれない。

「そうね、火は一晩切らさないようにしたいものね。ネアちゃん、そうしてもらえる？」

「みゃう！」

「でも、あんまり遠くへ行ってはダメよ。夏の洞窟のモンスターなら問題ないでしょうけど、剣の広間から入り込んだモンスターだと、志し度ど君一人では荷が重いもの」

　思わず苦笑い。

　まったく、的確な意見でございますよ。弱くて申し訳ない。
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　やがて、薪集めには数種類の野草を採ってきたダリルが合流し、買い出しに出ていたシェリスとティーナも加わって、いつの間にか柚比坂以外全員での作業になっていた。

「ところで、ネアちゃん、それはなんですの？　手作りのおもちゃですの？」

　洞窟内を散々歩き回って拾ってきた燃え残った薪を桃の木の下に置きながら、シェリスが言った。

　そのシェリスの視線の先には、ネアお手製のスリングショットがあった。

「これ？　これはネアの武器にゃの！」

　ネアがえっへん！　と胸を張った。

「武器……なんですか……？」

「どう使う武器？」

　ダリルもティーナも首を傾かしげている。

「あれ、この世界にはパチンコないのか。じゃあ、ネア、スキュラ狩りの武器の威い力りよく、見せてやったらどうだ？」

　ニヤリと笑いながら、俺おれはネアに頭上の桃の実を指さした。

「みゃう！」

　元気のいい返事と同時に、ネアは抱えてきた薪まきを投げ捨て、足あし下もとの小石を拾って自じ慢まんの早業を披ひ露ろうした。

　見事、ネアがスリングショットで撃ち出した小石はビシッと桃の実を直撃した。

「わっ！　ネアちゃん、すごいですわ！」

「そんな使い方を」

「い、意外な特技です……！」

　シェリスとティーナとダリルの口から、同時に感かん嘆たんの声が上がる。

「ネアちゃん、ちょっと見せてくださいですわ」

「みゃう」

　シェリスがネアからスリングショットを受け取って、まじまじと観察する。

　そういや、シェリスって武器マニアなんだよな。たいていのものは一通りコレクションしてるみたいなことを以前言ってたっけ。

「この紐ひもの伸しん縮しゆくで石を飛ばす仕組みですのね……。でも、この構造だと弓ほどの威力はきっと出ませんわね」

「そりゃそうだろうなあ。でも、弓よりかさばらないから持ち運びは楽だし、その辺の石ころが弾たまになるんだから補ほ充じゆうも楽だよな。ダンジョンでサバイバルしてたネアにとって、補充しやすいのはポイント大きいと思うぜ」

「それはそうですわね」

　しかし、そんなにじっくり見たくなるほど珍しいか。

「俺に言わせると、この世界にこの手の飛び道具が今までなかったことの方が意外だけどなあ」

　確かに、ネアが持っているようなスリングショットは、威力でも飛ひ距きよ離りでも弓には及ばない。しかし、かさばらない手軽さと、手頃な小石が弾になるというコストパフォーマンスの良さがある。

　メインウェポンとしては少々頼りないが、弓使いのサブウェポンとしてはかなり重ちよう宝ほうしそうなものだけどな。例えば、狭くて弓の取り回しが難しいダンジョンなんかでは、きっとスリングショットの方が有利に戦える気がする。

「でもね、志し度ど君」

　ダリルが集めてきた野草を吟ぎん味みしていた柚ゆ比び坂さかが、手を止めて言った。

「私たちの世界でも、ネアちゃんのスリングショットみたいな武器は比ひ較かく的てき近代に入ってから発明されたんじゃないかしら」

「え、そうなのか？」

「だって、質のいいゴム紐ひもが開発されたのは一八〇〇年代だもの。本体のしなりを利用する弓と違って、そのスリングショットはゴムの伸しん縮しゆくを利用しているでしょう？　良質のゴムがなければ成立しないじゃない」

「ああ、なるほど……」

「もっと原始的な投石器は紀元前からあったそうだけれど」

「原始的な、っていうと、アレか。布とか紐でできた、振り回して手を放すと石が飛んでいくヤツ」

「もしかして、石を包む布と、その布の両端に紐をつけただけの単純な武器のことを仰おつしやってますの？」

　シェリスが首を傾かしげながら訊きいた。

「そうそう。紐の片方を手に巻き付けたりして固定して、布部分に石を包んで腕に巻いていない方の先せん端たんも持ってぐるぐる振り回すやつな」

「手を放すと遠心力で石が飛んでいく、というアレですわね」

「そっちはゲームガルドにもあるのか」

「もう武器マニアくらいちか欲しがらない骨こつ董とう品ひんですわ」

「そりゃまあ、魔法やスキルでいくらでもロングレンジをカバーできるとなれば、廃すたれていくのは仕方ないか」

　狙ねらいをつけるのがずいぶん難しそうだしな。たぶん、狙いをつけるにしても弓の方がやりやすいのだろう。どっちも使ったことないけど。

「志度君、よくそんな古い武器を知っていたわね」

「とあるクラシックなゲームに登場したんだよ。どんなモノか想像できなくて、ちょっと調べたんだ」

　より正確には、妹に説明するために調べた、だが。

「紐状の投石器は聖書にも記き述じゆつがあるほどの歴史があるのよ。かのダビデ王が少年の頃、投石器でゴリアテという大男を打ち倒したのは有名な話ね」

「ホントにお前は色んなこと知ってるな」

「あら、このくらい普通でしょ？」

　俺おれは知らなかったし、たぶん日本の俺たちのクラスの面々だって知ってるヤツはほとんどいないと思うけどな。

「ええと……、つまり、ネアちゃんのコレはヨシュアさんたちの世界では一般的な武器、ということでしょうか……？」

「いや、そんなことはないな。みんな存在を知ってはいると思うが、広く使われてはいないと思う」

「そうね。私たちの世界では、武器といえば銃じゆう器きがメインで、もう弓さえスポーツとしての色合いが強くなっているものね」

　あー。弓道とかアーチェリーとかな。

「じゅうきってにゃに？」

　ネアが首を傾かしげる。

　何？　と訊きくのはネアの専売特とつ許きよになりつつあるが、当然、銃器に関しては他の面々も首を傾げている。

「ええと、なんて説明すればいいんだろうな。火薬の力で金属の弾丸を飛ばす武器、とでも言えばいいのか？」

「そうね。形は、この世界のカメラが近いかしら」

「あ、それ、俺おれも思った」

　温泉の件では、記者をやっているコルネさんという人と知り合う機会があった。

　そのコルネさんが持っていた写真を撮るアイテムが、どことなく拳けん銃じゆうに似た形状をしていた。まあ、銃と一言で言っても、サブマシンガンやらライフルやら、色々種類はあるわけだけど。

「カメラ……ですの？」

「やはり異世界は変わっている」

「ちょっと、想像できないですね……」

「だから、俺たちの世界の人間にカメラっぽい何かを向けられたら要注意な」

「そんな機会、あるとは思えませんわ」

　そりゃそうだ。

「……異世界ってにゃに？」

　その屈くつ託たくのない質問に、少しドキッとした。

　それを説明するには、いずれ訪れる別れについて触れないわけにはいかないから──、

「その話は、また今度な」

　俺はそう言ってネアの頭を撫なでて、問題を先送りにした。
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　その後、火を熾おこして、買い出し組が買ってきてくれた携帯用の鍋なべで柚ゆ比び坂さかが手早く料理を作り終えた頃には、なんだかんだいって夕方になってしまっていた。

　ちなみに、昼食兼夕食のメニューは、塩漬けの豚肉と野草の黒コショウ炒いため、パン代わりのビスケット、デザートには桃を砂さ糖とうとレモンで煮込んだコンポート。

　塩漬け肉も黒コショウも、その他調味料も、ビスケットも、買い出し組が調達してきてくれたものだ。

　他、携帯用の鍋なべや食器はもちろん、少し大きめのクーラーボックスは定期的に保冷剤を魔法で凍結させることで冷蔵保存が可能な優れものだ。そのクーラーボックスには、塩漬け肉の他にも色々と買い込んできてくれた食材が詰まっている。

「しばらくはここにいて大丈夫だと思うが、念のために、次に隠れるダンジョンは決めておきたいな。万が一はぐれたときの保険にもなる」

　ビスケットをかじりながら、俺おれはそう提案した。

「そうね。こういう状況では、逃げる必要が出てきたときに、場合によってはバラバラになるかもしれないものね」

　柚ゆ比び坂さかも、炒め物の野草を口に運びながらうなずいた。

「ええと、湖の近くなら、水も豊富ですし、上う手まくやれば魚も調達できますよ……？」

　なるほど、安全面だけでなく、生活の面も考えれば、ダリルの意見はありかもしれない。

「でも、今日のようにバラバラで行動するなら、あんまり難なん易い度どの高いダンジョンには行くべきではありませんわ」

「今日の買い出しで備び蓄ちくはできた。しばらくは買い出しは考えなくてもいいから、単独行動はしないことにして、ある程度レベルの高いダンジョンに潜り込んだ方が裏はかけると思う」

　裏をかくための苦労が大きすぎる気もするが……。

　しかし、今一番警けい戒かいしなければならないのはルミエルに捕ほ捉そくされることだ。ヤツはどのくらい俺たちのことを知っていて、どのくらいまで俺たちの行動を読んでいるのだろうか。ルミエルが光こう一いち郎ろうなら、慎重派の俺なら難易度の低いダンジョンを選ぶ、と考えるかもしれないが、果たして負うリスクに見合う効果が見込めるだろうか。

「うーむ……」

　長考に入る。

　俺が考え込んでいる間に、ネアはデザートの桃のコンポートを食べ終わってしまった。

「これ、美お味いしい！　好きー」

　ネアは本日のデザートを大変お気に召したらしい。朝は桃ジャムが気に入っていたし、桃が好物なのかもしれない。

「俺のも食べるか？」

　俺は、ネアに自分の分のデザートをすっと差し出した。

　ネアが嬉うれしそうにデザートの器を受け取ろうとする。

　だが、

「志し度ど君、それはダメよ」

　と柚ゆ比び坂さかが鋭く言った。

「お代わりがたくさんあるときならいいわ。でも、今はそうじゃないでしょう？　冒険中にもわがままが通るって、間違って覚えてしまうわ」

「まあ、言いたいことはわかるが、今日くらいはいいんじゃないか」

「今日も明日もダメなものはダメよ。ネアちゃんは犬や猫ではないんだから、ただ可愛かわいがればいいってものじゃないでしょう？　っていうか、犬や猫にだって正しいことと間違ったことは教えなきゃダメなのよ」

「教育ママか、お前は」

「真面目まじめにネアちゃんのことを考えているだけよ！」

　そんなやりとりをする俺おれと柚比坂に、シェリスとティーナが白い目を向けてきた。

「なんだか、娘の教育方針で揉もめるパパとママみたいですわ……」

「やっぱり、最近、アンナ殿はちょっと怪しい」

「なっ……」

　柚比坂が急激に顔を赤くする。

　いや、まあ、俺もなんか妙に照れくさかったりするわけだが。

「え、ええと、お二人は仲が良いですね……！」

　うん、ダリル、それはフォローになってない。

「な、な、何を言っているのよ！　何度も言っているように、私はネアちゃんのためを思って……！」

「なあ、柚比坂」

　なんかもう引っ込みがつかなくなってあっぷあっぷしている柚比坂に、俺は、静かに呼びかけた。

「ネアは賢い子だよ。自じ由ゆう奔ほん放ぽうに振る舞ってるようで、ちゃんと俺たちに気を遣ってる。まあ、たまに好こう奇き心しんが勝っちゃうけどな。だから、お前の言ってることもちゃんと理解してるさ。な、ネア？」

「みゃう。これをネアが食べると、ヨシヤは我が慢まんだから……」

「ほらな」

　と、俺はネアの頭を撫なでた。

「まあ、確かにそれは俺の分だけど、今日、ネアは自分からお手伝いするって言ってくれただろ？　俺はそれが凄すごく嬉しかったんだよ。実際、頑がん張ばって桃を採ってくれたし、薪まきも集めてくれたしな。これは一生懸けん命めいお手伝いをしてくれたご褒ほう美びだ」

「ごほーび？」

「そう。だから、今日は特別に俺おれの分も食べていいぞ」

　俺にそう言われても、ネアは食べずに器を手にしたまま柚ゆ比び坂さかの顔を見た。

　柚比坂は深くため息をついた。

「仕方ないわね。今日だけよ？」

　ネアはパッと弾はじけるような笑みを浮かべた。

「アンニャ、ありがとう！」

「お礼は私にじゃなくて、デザートを譲ゆずってくれた志し度ど君に、でしょう？」

「ヨシヤ、ありがとう！」

「どういたしまして」

　ネアが二杯目のデザートを食べ始める。その顔が本当に幸せそうで、こっちまで頰ほおが緩ゆるんでしまう。

「もう、甘いんだから」

　そんな俺を、苦笑しながら柚比坂が睨にらんでいた。
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　夜。

　公正なじゃんけんの結果、俺と柚比坂がまず野や営えいの見張りで起きていることになった。

　幸い、薪まきは燃え残りや枯れ枝をかき集めて結構な量になったので、早朝くらいまではなんとか保ちそうだった。

　毛布にくるまったシェリスとティーナ、ダリル、そしてネアの寝顔が、ぱちぱち音を立てる焚たき火びの明かりに照らされている。

「火が消える頃に移動するのがいいかもな」

　焚き火の明かりで『冒険の書』に日記をつけながら、俺はポツリと言った。

「そうね」

　柚比坂は自分の太ふと股ももを枕まくら代わりに寝ているネアのはだけた毛布を直してあげながら、そううなずいた。

「きっとその頃なら、まだ朝早くて人通りも少ないものね」

「ああ」

　この夏の洞どう窟くつに限らず、古いダンジョンは街の中にある。今は森の中にある新しいダンジョンも、開かい墾こんが進めばいずれそうなるはずだ。入り口にはバリケードが築かれ、警備隊が詰めたりもするが、基本的にはダンジョンから一歩出れば、すぐそこには家々や店が並んでいるのだ。

「あんにゃ……」

　むにゃむにゃと気持ちよさそうに寝息を立てながら、ネアが寝返りを打ちつつ柚ゆ比び坂さかの名前を呼んだ。むろん、寝言だ。

　そんな様子に、二人して笑みが漏れる。

「すっかり懐なつかれたな」

「悪い気はしないけれど、情が移っちゃいそうだわ」

　いずれ俺おれたちは日本に帰る。少なくとも、そのつもりでいる。柚比坂は、それを前提に言っているのだろう。

「飯の前に異世界って何、って訊きかれて、焦あせっちまったもんなあ」

「ふふふ、一目でわかるくらいうろたえていたものね」

「そりゃあな。説明しようとすれば、俺たちが帰る場所だってことは避けられないし。言いにくいよ、いつかはさよならしなきゃいけないなんて」

「そうね……。いずれは言わないといけないことだけれど」

「ああ」

　そのときのことを考えると、気が重い。

　きっと、俺たちは今までひとりぼっちだった女の子が初めて得た仲間であり、友達であり、家族なのだ。

　なのに……。

「きっと、ネアは小さな身体からだで、ダンジョンの中で生き抜くために必死に知恵を絞って工く夫ふうしてきたんだろうな。俺たちはパチンコを知ってるから発想できるけど、まったく知らない状態から考えつくなんて天才的だと思うよ」

　弓ではなくパチンコに行き着いたのも、弾たまの補ほ充じゆうや、持ったまま高いところに登りやすいなど、様々な立ち回りまで考えた結果なのではないか、と思う。

「そうでしょうね。限られた材料と限られた道具で、生き抜くために導き出した答えだったんだと思うわ」

「ネアってさ、文明的なものに興味を示して『かっこいい』って言うんだよ。それって、これまで色々工夫してきたからこその工作魂だましいっていうか、職人としての興味みたいなのが根っこにあるのかもしれないな」

「もしかしたら、将来はドワーフも顔負けの職人になるかもしれないわね」

　優しい顔でそう言った柚比坂だったが、しかし、直後に顔をしかめた。

「あーもう、この子の将来の想像なんてしていたら、ますます情が移っちゃうわ」

「完全に母親の思考だもんな、それ」

「うるさいわね」

　拗すねたように、柚比坂が唇くちびるを尖とがらせた。

「まあ、今は余計なことを考えるのはやめようぜ。少なくとも、ずっと一人きりだったネアに対して、こっちの都合でドライに接したんじゃかわいそうだ」

「わかってるわ。それに、そこまで割り切れるなら困ったりしないわよ」

「そりゃそうだ」

　確かに、割り切って考えられるなら楽でいい。

　シェリスやティーナは、俺おれたちが日本に帰るために冒険している、と知っている。知っていて、手伝ってくれている。

　ダリルやイルザには直接そういう話をした覚えはないが、どこかから少しくらいは伝わっているだろう。

　まあ、だからいざ別れがやってきても平気ということではないが、お互いにある程度の覚悟がある。

　でも、ネアはそれを知らない。

　──きっと、泣いちゃうんだろうな。

　そう思うと、胸が痛む。

「ホントは、こっちの人たちとはあんまり関かかわるべきじゃないんだろうなあ」

「理屈の上ではそうでしょうね。でも、誰だれとも関わらずに生活して、しかもクエストを解き続けるなんて不可能だもの」

「だよな」

　柚ゆ比び坂さかなら、じっくり修行を積めばそれができちゃいそうな達人の域に手が届くかもしれない。

　まあ、学院で適切な指導を受けているからこその成長だろうし、結局は修行だって誰かと関わらないわけにはいかないのだろうけど。

　それに、達人にだって死角や油断はあるし、魔法や毒どくで身動きが取れなくなることだってある。何が起こるかわからないのが冒険なのだ。だから、みんなパーティを組み、苦手を補い合って助け合う。

「酷ひどいクエストよね。こんな子と関わらざるを得ない状況を作るなんて」

　そう言いながらも、ネアを見守る柚比坂の目は、とても優しい。

「ネアちゃんを見ているとね、どうしても瑠る加かを──妹をダブらせちゃうのよ。不ふ思し議ぎよね、顔も性格も、全然似てないのに」

　確か、柚比坂の妹は、気が弱くて厳げん格かくな養よう父ふ母ぼに馴な染じめていないんだっけ。そりゃあ、ネアとは正反対っぽいタイプだ。似ているとは言いい難がたい。

　でも。

「それ、なんとなくわかるな」

　俺が委員長たちに啖たん呵かを切ったのも、そんな理由からだったから。

「兄とか姉の本能みたいなもんじゃねえかな」

　特に、柚ゆ比び坂さかは妹を守らなくては、という意識が強い気がする。深夜に件くだんの練習をしているときも、妹の名を口にしていたのを聞いてしまったこともあった。

　少し行きすぎてる気もするが、両親を亡くしたりしているそうだから、余計に強く想おもうことになっているのかもしれない。

「まあ、本能なら従っておけばいいのかもな。根こん拠きよは何もないけど」

「何よ、それ。理論派の志し度ど君らしからぬ発言ね」

「今回はかなり感情的に動いてるぜ、俺おれは」

「……そうね。考えなしに、ロケットを追いかけてマグマの上まで飛び出しちゃうくらいだものね」

「それは言ってくれるな」

　バツの悪さに、俺は顔を背けて頭を搔かいた。クスクスと、柚比坂が小さく笑っているのであろうことが雰ふん囲い気きだけで伝わってくる。

　ロケット、か。

　今も、そのロケットは柚比坂の剣の鞘さやにくくりつけられて、腰の辺りで揺れている。中には、両親の形見だというメモリーカードが入っているはずだ。

「なあ。デリカシーのない質問だってことはわかってるから、言いたくなければ無視してくれて構わないんだが、柚比坂の本当の親ってゲーム会社に勤めてたんだよな？　どんな人たちだったんだ？」

「どうしてそんなことを？」

「別に、深い理由なんかねえよ。それだけ形見を大事にしてるんだし、優しい人たちだったんだろうなあ、って思っただけさ。だから、話したくないなら全然構わない。気に障ったのなら謝るよ」

　柚比坂は少し考え込んで、

「別に……。そうね。優しい……というより、子どもみたいな人たちだったわ。油断するとすぐイタズラしたり、好きなことに時間を忘れて夢中になったり」

　少し目を伏せて、言った。

「でも、正直、よく覚えていないというのが正しいかもしれないわね」

「え？　覚えてない？　……ちょっと待ってくれ。お前、両親が亡くなったから遠とお縁えんの養よう父ふ母ぼに引き取られて、それで転校してきたんだよな？」

「いいえ、少し違うわ。転校は養父の仕事の都合。私たちが養父母に引き取られたのは七年前よ」

　七年前──？

「え、じゃあ、小学生の頃の話か」

「ええ。妹はまだ一歳だったわ。もっとも、法的な意味で両親が亡くなったのは今年に入ってのことよ。だから、タイミングだけを言うなら、両親が死んで転校した、という時系列は志し度ど君の言う通りね」

「待て。それって、どういう──」

「……いなくなったの。帰ってこなくなったのよ、二人とも」

　それって、つまり──、

「失しつ踪そう……」

「ええ。失踪した人間は、届け出から七年で死亡扱いになるのよ」

　このゲームガルドに来てしまったシナリオライターの有あり瀬せ香か奈な子こも、失踪したことになっていた。

　そして、ゲーム会社に勤きん務むしていたという柚ゆ比び坂さかの両親も、失踪。

　偶然だろうか。関連性を考えてしまうのは、飛ひ躍やくのしすぎだろうか。

「何を考えているのかは想像がつくけれど、私はお父さんもお母さんも、どこかでまだ生きているって信じているわよ」

「あ、悪い。そりゃそうだよな。俺おれたちが日本に帰る頃には、柚比坂の両親も帰ってきてるといいな」

「それが最高のハッピーエンドだと思っていたのだけれど」

　そう言って、柚比坂は寝息を立てるネアの髪を梳すくように撫なでる。

「まだ出会ってたった一日なのにね……」

「なんか、もうずっと一緒にいる気がするよな」

「本当にね」

　あるいは、そう感じるのも、お互い妹の姿を重ねて見ているからなのかもしれない。

　安心しきって眠るネアと、そのネアを慈いつくしむ柚比坂。

　焚たき火びの揺れる炎に照らされた二人の姿は、まるでずっと一緒に育ってきた本当の姉妹のように見えた。
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　翌朝──早朝。

　消えた焚き火に土をかけて完全に消火し、毛布など夜営に使った道具を手早くまとめ、俺たちは夏の洞どう窟くつを後にした。

　ダンジョン入り口の警備隊にも姿を見られたくなかったので、幻覚魔法で姿を隠しての行こう軍ぐんだ。貴重なティーナの魔法を朝から一回使ってしまったわけだが、やむを得ない。

　いつも登校する時間より、二時間以上早い街。

　人通りは少ないが、警けい邏らに出ている竜りゆう騎き士し団員や警備隊員が多い気がするのは気のせいか？　ティーナの魔法が解けた後は、路ろ地じの物陰に身を隠しながらでなければ移動できないような有り様だった。

「あ、ちょっと待ってくださいですわ」

　シェリスがゴソゴソと携けい帯たい典でん話わを取り出し、耳元に当て、小声で一言二言受け答えした後、それを俺おれに差し出した。

「俺にか？」

「リックさんですわ」

　リックだって？　こんなときに、なんの用だ？

　訝いぶかしみつつ携帯典話を受け取り、耳元に当てる。

「もしもし？」

『あ、ヨシュア君？　やっとつながってよかったよ』

「ってことは、急ぎの用か」

『うん。つながったってことはダンジョンから出てきたってことだろうから気付いてると思うけど、警備レベルがかなり上がってるから気をつけて』

「みたいだな。何があったんだよ」

『理由は公おおやけになってないよ。でも、僕の知り合いの話では、明らかにヨシュア君たちを探してるみたいだね』

「……心当たりは、ないわけじゃないけどな」

『ネコ耳の女の子かい？　ヨシュア君の屋敷に踏み込んだパーティの人からも話を聞いたけど、まだその子がモンスターかどうかは未確定なんでしょ？　だとすると、現状でここまで大おお袈げ裟さに竜騎士団や警備隊を動かすのは不自然だと思うんだ』

「つまり、誰だれかが裏で糸を引いてるって言いたいのか？」

『たぶんね。それに、どうやら、ネコ耳の女の子を絶対に傷つけるなって厳げん命めいされてるみたいなんだ。モンスター進入対処法令の適用だとしたら、明らかに矛む盾じゆんするんだよ』

「なんだそりゃ。……どういうことだ？」

　温泉の件で評ひよう議ぎ会かいにクエストクリアを禁止させたことを考えれば、今回の竜騎士団や警備隊の動員の裏にルミエルの影があったとしても驚きはしない。

　だが、もしクエストを解かせたくないだけなら、ネアの安全にヤツが気を配る必要はないはずだ。

　つまり、ルミエルには、何か別の目的がある……？

　だとすれば、その目的はいったいなんなのか……。

「いや、今は考えるだけ無駄だな。悪い、助かった」

『ごめん、僕にはこのくらいしかできないから。たぶん、これ以上探りを入れるのも難しいと思う』

「充分だ。ってか、深入りはするなよ」

　念を押すように言って、典でん話わを切り、シェリスに返した。

　その典話を、ネアがキラキラした目で見つめていた。

「それ、にゃんだ？」

「遠くにいる人と話す魔法の道具だよ」

「おおー。かっこいーにゃ」

「あとで見せてあげますわよ。でも、今は見つからないように移動するのが先ですわ」

「ああ。どうやら、状況はかなり悪化してる」

　相手の思おも惑わくが読めない以上、拘束される展開だけは絶対に避けなければ。

「ヨシュア殿、こっちはかなり警備が厳しい。予定を変更して手薄な新市街方面に行った方がいいと思う」

　こっそりと大通りの様子を窺うかがっていたティーナが、小声で言った。

「中心部の方が警備は厳げん重じゆうか……。だいぶ予定が狂うな。檻おりの壁に近づくほどダンジョンのモンスターも手て強ごわくなるから、そっちは避けたいんだがな」

「で、でも、捕まったら元も子もありませんし……」

　確かに、ダリルの言う通りだ。

「行く方向を変えるなら、潜せん伏ぷく先も変更した方がよさそうね。おそらく、この警備体制では迂う回かいするルートは全滅じゃないかしら」

「ですわね。そうでなくても、かなり遠回りになってちまいますもの。この距離を移動するのは危険だと思いますわ」

「ここから外側へ向かったとして、一番近いダンジョンは『風ふう狐この巣』か『滝裏の氷穴』かしらね」

「すげえな、柚ゆ比び坂さか。行ったことのないダンジョンの場所まで頭に入ってるのか」

「別に、たいしたことじゃないわよ。必要なら地図を見ればいいのだから、必ずしも覚えなければいけないということもないし」

「そりゃそうだが……」

「あの、それで、どっちに向かうんですか……？」

「そうだな……。なあ、『滝裏の氷穴』はちょっと寒い感じっぽいけど、ネアは寒いのって苦手か？」

　訊きいてみたが、返事がない。

「ネア……？　おい、ネアは!?」

　見回すが、俺おれたちの側そばにネアの姿はなかった。

「そんな……!?　さっきまでここにいて、携けい帯たい典でん話わに興きよう味み津しん々しんだったのに……！」

　柚ゆ比び坂さかの顔が青ざめる。

　柚比坂以外の面々も、焦あせって路ろ地じの物陰を探して回るが、ネアの姿はどこにもなかった。

　ネア……！

　そんなところへ、

「救世主様ですか？」

　と、一人の男の子が歩み寄ってきた。ネアと同じくらいの歳としだろうか。耳が少し尖とがっているところを見ると、エルフ科で耳を伸ばす訓練に日々勤いそしんでいるのかもしれない。

「これ、フードのお兄ちゃんが救世主様に渡してくれって」

　男の子が差し出したのは、二つ折りにした、見覚えのあるメモ用紙だった。

『温泉の件から手を引いてください』

『言いたいことがあるなら顔を見せろ、直接言いに来い』

　日本語でそう書いてあるメモ用紙には、

『ネコ耳幼女は預かりました。返してほしければ、柚比坂さんのロケットペンダントと引き替えです。受け渡しは本日一七時、カテドラルにて』

　と、やはり綺き麗れいすぎて特とく徴ちようのない字で書かれていた。

　もちろん、日本語で。

　──やられた……！

　唇くちびるを嚙かんで、俺おれはメモ用紙を柚比坂に見せた。

「なんて書いてありますの？」

　そう訊きくシェリスたちに、

「ネアが誘ゆう拐かいされた」

　と、手短に説明した。

「とにかく、移動だ。どこかに腰を落ち着けて、対策を練ろう」

　ネアのことを思うと気が気ではないが、だからこそ、落ち着いて、冷静に、最善の行動をしなければならない。

　ネアを助けられるのは、たぶん俺たちしかいないのだから。





第五章▼　さて、子猫を奪還しようか。




　どこへ移動するかについては、予定通りどこかのダンジョンに身を隠すべき、という女性陣の意見を退け、俺おれは屋敷に帰ることを提案、強引に決定した。リーダー権限の発動である。

　柚ゆ比び坂さかは「一刻も早くカテドラルとかいう場所に行くべき」と特に強きよう硬こうに主張したが、真っ先に却きやつ下かした。どんな罠わながあるかわからないというのに、無策で突入するなんて無む謀ぼうすぎる。しかも、受け渡しの時間前に犯人がそこにいる保証なんてどこにもないのだ。

　というわけで、一日ぶりの屋敷へ。

　念のため、屋敷に入るときには、ティーナの幻覚魔法で透明化し、擬ぎ装そうしてもらうことも忘れない。

「さあ、まずは理由を説明して頂ちよう戴だい」

　リビングで腰を下ろすなり、柚比坂が言った。いつもよりカリカリしているのは、言うまでもなくネアの身を案じてのことだろう。

「それはいいが、少し落ち着けよ」

　なだめるつもりで言ったのだが、

「落ち着け、ですって？」

　あ、いかん。柚比坂の形ぎよう相そうが黒柚比坂のそれだ。火に油だったっぽい。

「今この瞬間も、ネアちゃんは怖い思いをしているのよ!?　もしかしたら、殴られたり、もっと酷ひどい目に遭あわされているかもしれないわ……！　なのに、落ち着け、ですって!?」

　キッと睨にらまれる。うへえ、超怖い。今にも剣か魔法が飛んできそうだ。

　だが、怯ひるんではいられない。

「ああ、そうだ。落ち着け。ネアが心配なのはみんな一緒だろ。泣こうが喚わめこうが犯人はネアを返しちゃくれないんだよ。だったら、こんなときこそ冷静に対応しなきゃいけないんだ。それがネアを助け出す第一歩だ」

「そんなことはわかってるわよ！　でも……ッ！」

「安心しろって。断言はできないが、犯人の目的はネアを殺すことでも、虐いじめることでもない。交こう渉しようを持ちかけてきている以上、よほどの馬鹿じゃない限りはそんな酷い扱いはしないはずだ」

「どうしてそう言い切れるのよっ!?」

「言い切っちゃいないだろ。でも、『人ひと質じちを酷い目に遭わせるぞ』っていうのは、犯人にとって交渉に使えるカードの一枚なんだよ。それをむざむざ捨てるとは思えない。それに、意味もなくネアを痛めつけて俺たちが逆上したら、それこそ交渉にならなくなるかもしれない。それは犯人にとっても望ましくない展開だと思うぜ」

　それでも、柚ゆ比び坂さかは何かを言いたそうにこっちを睨にらんでいる。

　気持ちはわかるが、参ったな。

「何か飲み物でも持ってこよう。ええと、牛乳とか、冷蔵庫に入ってるヤツなら、家を一日空けたくらいで悪くなったりしないよな」

「あ、ヨシュア様、わたくちがやりますわ」

　席を立とうとした俺おれを、シェリスが制止する。

　が、そのシェリスを、

「待ちなさい、必要ないわ」

　と、さらに柚比坂が制止した。

　そして、ことさらに大きく深呼吸をした。

「もう大丈夫よ。さあ、まずは理由を」

　切り替え早っ！

　いや、切り替えたっていうより、切り離したとでも言うべきか。

「志し度ど君、理由」

　再度促されて、

「ああ。ここへ戻った理由だな」

　と、俺はうなずいた。

「色々あるが、一つは相手の目と耳を警けい戒かいしてのことだ」

「目と耳、ですの？」

　オウム返しに、シェリスが訊きいた。

「そうだ。敵は、柚比坂のロケットを要求してきた。だが、なぜロケットなんだろうな。ロケットそのものは少しお高いが市販品だから、欲しいのは中身なんじゃないか、と思う。なのに、中身については言及していない。俺なら中身のメモリーカードを寄よ越こせって書くけどな。その方が確実だ」

「それは──そうだけれど」

　考え込む柚比坂のとなりで、申し訳なさそうにダリルが手を上げた。

「あの、めもりいかーどってなんでしょう……？」

「俺たちの世界の記録媒ばい体たいだ。まあ、その説明はあとでな。話を戻すぜ。ええと、これは俺の憶おく測そくなんだが、おそらくルミエルはこの世界を管理してる連中とつながってる」

「この世界を管理してる連中っていうのは、有あり瀬せ香か奈な子こさんになんらかの介入をしてモンスター化させた黒幕のことね？」

「ああ。学院長の話では、ルミエルは相当前からこの世界に来て、シェリスのお父さんに会ったりしているらしい。でも、俺も柚比坂も、この世界に来た日、学校で光こう一いち郎ろうと会ってる。これは、自由に行き来できなきゃ不可能だ。そんな世界の理屈を根本から覆すようなこと、管理者の協力がなきゃ不可能だと思う」

「ルミエルが古ふる掛かけ君だと仮定した場合の話ね」

「まあな。だが、仮に違っていたとしても、警けい戒かいして損はないさ。そして、有あり瀬せさんが介入されたタイミングを見れば、俺おれたちの行動は監視されているに違いない。でも、形見の中身がメモリーカードだということはルミエルにはどうやら伝わっていない。さて、柚ゆ比び坂さか、俺とお前が形見の話をしたのはどことどこだったか、覚えているか？」

　柚比坂は考え込んで、

「ええと、最初に拾ってもらったのが学院の教室よね。あとは、屋敷でお礼を言ったくらいかしら？」

「他は、そのロケットを買った店の中くらいかな。少なくとも、メモリーカードという単語を出したのは」

「つまり、どういうこと？」

　ティーナが首を傾かしげる。

「ルミエルが管理者の手先かもしれない、ってのは俺の勘ぐりすぎかもしれないが、ダンジョンでの会話ややりとりは筒抜けになっていると考えていい。でも、学院や屋敷で話した内容が伝わっていないとすれば、ダンジョンよりは会話を聞かれずに済む可能性が残っているだろ。これからする話は、誘ゆう拐かい犯には聞かれたくないからな」

　あくまで『かもしれない』という話でしかないが、賭かけるだけの価値はある。今は、どんなわずかな可能性にでもすがっておきたい。

「それに、リックの話が正しければ、俺たちが指名手配されてるわけじゃない。ネアがいない以上、ここに竜りゆう騎き士し団や警備隊が踏み込んでくるような強攻策はないと思う」

　ネアがいない今、見つかったとしてもせいぜい任意同行で事じ情じよう聴ちよう取しゆくらいじゃないだろうか。まあ、拘束されたくない以上、見つからないに越したことはないが。

「なんだか、仮定ばかりね」

「仕方ないだろ。それに、今は少しでも落ち着くべきなんだから、モンスターを警戒しなきゃいけないダンジョンよりは住み慣れた屋敷の方がいいさ」

「まあ、それはわかったわ。当局の意表を突くことにもなるでしょうし、今さらゴチャゴチャ言っても仕方ないものね」

「というわけで、ロケットの中身は入れ替えておくことを提案する。どうやら敵さんは中身が何か知らないみたいだしな」

「そうね。わかったわ」

　柚比坂が椅い子すから立ち上がって、言った。

「指示には従うわ。だから、志し度ど君、なんとしてもネアちゃんを無事に取り戻す作戦を考えなさい。そして、誘ゆう拐かい犯に思い知らせるのよ。自分たちのしたことの愚おろかさと、私の逆げき鱗りんに触れたらどういうことになるのかを」

　底冷えするような声で、黒いオーラを全身から立ち上らせて。

　一瞬、ゾクッと背せ筋すじが凍りついたように思えた。今まで見てきた黒柚ゆ比び坂さかなんかとは比べものにならない、まるで地じ獄ごくの底までつながっているかのような、静かだが激しい深い怒り。その怒りが自分に向けられたものではないことに、ホッとしている自分がいた。

　だが、犯人に同情する気にはなれなかった。

　それが、相そう応おうの報むくいだと思うから。

　少なくとも、そう切って捨てられるくらいには、このルミエルのやり口には俺おれも怒りを覚えていた。




　指定された場所であるカテドラルとはどこか。

　イルザが俺を強引にデートに誘おうとした行き先だと、柚比坂とティーナが覚えていたこともあって、それについてはすぐに調べがついた。

　最近発見された『水すい晶しようの寺院』というダンジョンに、そう呼ばれる場所があるのだそうだ。墳ふん墓ぼでのクエストで開放された地区にあるダンジョンで、おそらくまだ周辺まで開かい墾こんは進んでいない。

　そこにはダリルが食材探しに行ったことがあるそうで、場所はもちろん、内部の地図も持っているからと供出してくれた。

　なんでも、たくさんの大きな水晶が寺院の柱に見える洞どう窟くつなのだそうだ。件くだんのカテドラルは、そのダンジョンの深い場所にあるそうだが、地下にありながらかなり広い空間で、天井には穴が空いていて地上につながっているのだという。

　ただ、穴から地面まではかなりの高さがあるらしく、しかも穴も人一人通れるかどうかという大きさでドラゴンも通れないため、基本的には出入りには使われていないのだそうだ。

　イルザと二人きりで行くのも勇気が要るが、こうなってしまうと行っておくべきだったか、とさえ思ってしまう。一度でも行ったことがあるかどうか、この目と耳で場所を確認しているかどうか。実はこれは地の利的にかなり重要になってくる。

「今日、一七時──午後五時……」

　時間もない上に、万が一にでも拘束されるわけにはいかない以上、身動きも取りにくい。この条件では、道具の調達や助すけっ人との要請は難しい。

　つまり、奪だつ還かん作戦は、今この場にいる戦力で立てなければならない。

「ティーナの魔法は、今日はあと残り二回か……」

　夏の洞窟から出る際に一回、この屋敷に入るときに一回、すでにティーナの魔法を使ってしまっている。

「一回はシェリスの命中底上げに使うから、実質あと一回しかない」

「ふうむ……」

　腕を組んで、考え込んだ。

　幸い、カテドラルがある水すい晶しようの寺院は開かい墾こん前のエリアで、まだ警備が固められているわけではない。なので、出入りに見つからないよう気配りをする必要はない。だから、警けい戒かいは屋敷から出るときだけでいい。

　しかも、入るときに見つかっていないのであれば、出るときも魔法は必要ないかもしれない。屋敷から飛び出して、水晶の寺院まで一気に駆け抜ければ、あるいはなんとかなるかも。

　……なんとかなるか？

　見つからなければティーナの魔法はあと二回使える。これは大きい。が、拘束されて受け渡しに行けなくなってしまえば、その時点でアウト──。

　現状、当局が俺おれたちをどう見ているのかがわからない以上、見つかったら拘束しにかかる、という前提で考えておいた方がいい。

「やはり、受け渡し場所にたどり着けないのは最悪の展開だ。ティーナの魔法は、一回はここを出るとき擬ぎ装そうに使うべきだろう」

「でも、それだと……」

　不安そうに、シェリスが呟つぶやいた。

　そう、それだと、残りの魔法は一回だけ。シェリスのトゲトゲ鉄球を運用しようとすると、他のことにティーナの魔法は一切使えなくなってしまう。

　また考え込んで、そして俺は──

「ちょっとみんなに相談したいことがある。特に、ダリルに」

　そう切り出した。





　　　　＊






　三回目のティーナの幻覚魔法を使って、周囲に気取られないよう屋敷を出た。

　これで、今日、ティーナの魔法の残りはあと一回。想定通りにことを運べなければ、かなりまずい状況になってしまうが、背に腹は替えられない。

　身を隠しながら夕刻の路ろ地じを抜けて、未開墾の森へ。

　そして魔除よけのタリスマンを起動しつつ、水晶の寺院へと向かう。

「ここからは、手はず通りに」

　水晶の寺院を前に作戦を再確認し、足を踏み入れた。

　ただの洞どう窟くつではあるのだが、乱立する水すい晶しようが確かに居並ぶ柱に見える。寺院というより、ギリシャ辺りの神殿、もしくは大きな教会のような印象だった。

　その柱が、足あし下もとを照らす俺おれたちの懐かい中ちゆう典でん灯とうの光を受けてキラキラと輝いている。その輝きが、また神こう々ごうしさというか、神秘的というか、神域を思わせる雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　そして、最短ルートを通ってカテドラルと名付けられた場所へ。

「なるほど、大伽藍カテドラル、か……」

　かなり高い天井の穴から差し込む夕日を受けて水晶の柱が輝く様は、まるで豪ごう奢しやなステンドグラスから降り注ぐ光のようだった。

　荘そう厳ごん。

　今にも、天使でも舞い降りてくるんじゃないか。

　そう思わせる光の乱舞が、学校の体育館が三つくらいスッポリと入りそうな広い空間に充みち満みちていた。

　そして、その幻想的なカテドラルのほぼ中央に、魔法使いの杖つえを手にして目深にフードを被かぶった小柄な人影と、その人影より一歩前に立つ大柄な男。

　大柄な方は遠目にも筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうで、戦士系であることは見て取れた。両手持ちの大剣グレートソードを背せ負おっているところからして、疑いようもない。おそらく二十代後半から三十代、学生という年齢でもないところを見ると、雇われた用心棒だろうか。

　そして、フードの人影。背せ格かつ好こうは光こう一いち郎ろうと同じくらいだが、……あれがルミエル？

　なぜだろう、違和感がある。初めて見かけたときは、あれは光一郎だ、という強烈な確信のようなものがあった。なのに、今、相対しているフードの影からはその確信をまったく感じない。

　俺の勘違いだったのか、それとも──。

　では、ネアと出会ったときはどうだっただろうか。あのとき、俺はちらりと見えた影に光一郎だという確信を持っただろうか……。

　いや、今はそんなことは二の次だ。

「アンニャ！　ヨシヤ！」

　大男の丸太のような腕に抱えられていたネアがジタバタしながら叫んだ。しかし、鎖で上半身をぐるぐる巻きに縛られているようで、大男の腕力云うん々ぬん以前に身動きができそうにない。

「ごめんにゃさい！　ごめんにゃさい！　このおっきい人が困ってるって言うから、お手伝いしようとしただけにゃの……！」

「ネアちゃん！」

　叫んで駆け出そうとする柚ゆ比び坂さかを、「落ち着け」と手で制した。

「いい判断だ。その場を動くなよ。切れ者の救世主様のことだ、どんな作戦を仕込んできてるかわかったもんじゃねえ。人数は……ひい、ふう、みい……全員いるな」

　不ふ敵てきな笑みを浮かべつつ、俺おれと柚ゆ比び坂さか、シェリス、ティーナ、ダリルを指さして確認し、大男は言った。

「さて、人ひと質じちはこの通り無事だ。暴れられちゃ敵かなわんから縛ってはいるが、それ以外は何もしてねえ。食い物もちゃんと与えたぜ？　食っちゃくれなかったけどな」

　交こう渉しようも大男がやるのだろうか。後ろのフードは動く気配も、しゃべり出す気配もない。

「柚比坂のロケットは渡す！　だから早くネアを解放してくれ！　いや、せめて鎖を外してやってくれ。いくらなんでもそれじゃかわいそうだ！」

「おいおい、そっちは要求なんかできる立場じゃねえだろ？　何をおいても、そっちがブツを渡すのが先だ。言っておくが、駆け引きも時間稼ぎもなしだぜ。こっちからの要求は絶対だ。このガキに痛い思いをさせたくなければな」

　くっ。

　唇くちびるを嚙かむ。

　これでは交渉にならない。向こうの要求を吞のみ続けるしかない。

「おっと、交換云うん々ぬんの前に武器を置いてもらおうか。特に、小ちっちゃいお嬢じよう様さまの物騒な鉄球はなるべく遠くに放ほうりな」

　当然の、こちらにとっては致命的な要求だ。

　だが、従うしかない。

　仏ぶつ頂ちよう面づらで、シェリスが愛用のトゲトゲ鉄球を数メートル先へ放った。

　ずん、と重い音を立てて、トゲトゲ鉄球が地面に落ちる。

「よーし、じゃあお前らも武器を外せ」

　万事休す、か。

　このまま交渉を続けてもジリ貧、しかも、向こうがバカ正直に人質を返すかどうかも定かではない。

　やはり、交渉よりは奪だつ還かんか。

　だが、今仕掛けて上う手まくいくのか……？

　このまま武装解かい除じよさせられるのは困るが、だからといって警けい戒かいしている相手に焦あせって仕掛けるのも下げ策さくだ。

　何より、判断を誤ればネアの身に危険が及ぶ──。

　長々考えている時間はない。しかし、駆け引きを引き延ばすことさえも、相手が許してくれそうにない。

　──どうする……？　やはり、なぜロケットを欲しがるのか、あるいはロケットの中身について訊きいてみるか……？　少しでも揺さぶれれば……。

　と、その瞬間。












「オーッホッホッホッホッ！　状況はわかりませんが、このイルザ・イステシア、ヨシュア様のためとあらば、たとえ火の中水の中でございますわッ！」

　どこから嗅かぎつけたのか、イルザがメイドさんたちを率いてカテドラルに突入してきて、黄金の戦せん斧ぷを振り回しながら堂々たる名乗りを上げた。

　相変わらず、まったく空気が読めていない。

　しかし、だからこそ、大男は呆あつ気けにとられて、

「な……なんだテメェは……」

　一瞬、意識をイルザに持っていかれた。

　ここだ！

　この瞬間を逃せば、きっともうチャンスは訪れない……！

「今だ！　飛べ──っ、ダリルッッ！」

　俺おれはカテドラル内に大反響するくらいの大声で叫び、かつ、人差し指と中指の二本の指で大男をビシッと指し示した。





　　　　＊






「大丈夫、ダリルならできる」

　この水すい晶しようの寺院に出発する前に、俺おれはダリルに言った。

「でも……」

「一度は飛べたじゃないか。あのときの吹き上がる熱気の分は、俺を抱えていた分でチャラ、その理屈はたぶん間違ってない」

「でも、結局そう思って練習しても、失敗しましたし……」

「ああ。もう一つ足りないものがあったんだろうな」

「もう一つ……？」

「あのとき、ダリルは俺を助けようと必死になってくれたんじゃないか？」

「それはそうですよ……」

「たぶん、足りないものがあるとしたら、その気持ちなんじゃないかと思う」

「え……？」

「ダメで元々とか、きっとそれじゃダメなんだ。絶対飛ばなきゃ、って局面なら、ダリルは間違いなく飛べる。そして、ネアを助けるために飛んでもらわなきゃならないんだ」

「ネアちゃんを……」

　ダリルはうつむいて、唇くちびるを嚙かんだ。

「自信はないですけど……でも、あたし、ネアちゃんを助けたいです……！　だって、だって……」

　顔を上げたダリルの目には、うっすらと涙が浮かんでいた。

「この小ちっちゃくて貧相な羽を、ネアちゃんはカッコイイって言ってくれたんです……。すっごく目をキラキラさせて……！」

　ダリルの脚あしが震えていた。

　俺が伝えた作戦は、ダリルは一番危険な役回りだ。一つ間違えば、きっと命を落とすことになるだろう。いくら魔法で蘇そ生せいできる世界でも、怖くないはずがない。

　それでも、ダリルは、

「あたし自身のことは信じられなくても……、あたしをカッコイイって言ってくれたネアちゃんと、あたしを信頼してくれたヨシュアさんを信じます……！　たとえ飛べなくても、ネアちゃんを誘ゆう拐かいした敵に向かって体当たりくらい、して見せます……っ！」

　そう、力強く言ってくれた。

　そんなダリルだから、俺は信じた。ダリルが飛べると信じて、作戦を立てたのだ。





　　　　＊






　カテドラルに降り注ぐ光に、大きな影が差した。

　天井付近を、赤い翼が旋せん回かいしている。

　人差し指と中指で指さすのは、『あの敵を攻撃しろ』のサイン。水中を探たん索さくするときに決めた、ごく簡単な意思疎そ通つうの手段だ。

　俺おれがそのサインを出すのと同時に、

「このおおおおおお──っ！　ネアちゃんを……、返してくださああああああああああああああ───────いっ！」

　ダリルの大絶叫がカテドラルの中に響き渡った。

　旋せん回かいしていた赤い翼が急降下へと転じる。

　同時に、俺たちと一緒にいたダリルの姿がフッと搔かき消えた。

「時間切れ。ふー、ずっと魔法を維い持じしてるのも楽じゃない」

　ティーナが肩を落としつつ、ぼやくように言った。

　それに気がついた大男が目を剝むいて、

「幻覚系魔法……だと!?　そんな馬鹿な……ッ！」

　背中の剣に手をかけるが、もう遅い。

　このカテドラルには、天井に穴が空いている。そこから差し込む光が、この荘そう厳ごんな光の芸術を作り出しているのだ。

　そして、その穴は、体たい軀くの大きなドラゴンは通れない。

　しかし、人一人くらいなら──つまり、まだ人間と同じサイズのダリルならば、なんとか通り抜けることができる。

　何で読んだんだったか、マンガか何かだったと思うが、上空から獲え物ものを狙ねらって急降下する隼はやぶさの速度は時速二〇〇キロを、場合によっては三〇〇キロを超えるという。

　隼ではないダリルが果たしてどれだけの速度を出していたのかはわからないが、それでも、不意を突いた上空からの高速強きよう襲しゆうである。

　そんなもの、避よけられるものではない。

「上かよっ！　ちいッ！」

　それでも、ダリルの急降下キックを咄とつ嗟さに両腕をクロスさせてガードした反射神経はさすが戦士系と言うべきか。

　だが、当然、両手を防御に使えば、抱えていたネアは放さざるを得ない。

「にゃっ」

　放ほうり出されたネアは、上半身の自由が利かないながらも、猫らしいバランス感覚で器用に着地を決めた。

　一方、その脇で、ダリルの超急降下キックを食らった大男は、一〇メートル以上も派手に吹っ飛ばされていた。

　そして、大男の腕をありえない方向にねじ曲げる蹴けりを決めたダリルは、攻撃の勢いを消しきれず、

「ふぎゃっ」

　と情けない悲鳴を上げながら地面に激げき突とつした。

「ダリルー」

　鎖に縛られたまま、ネアが心配そうな顔でダリルに駆け寄る。

　そのネアを捕まえようとフードの人影も動いたが、電でん光こう石せつ火か、ネアを庇かばうように柚ゆ比び坂さかが割って入った。

「もう、ネアちゃんには指一本触れさせないわ」

　淡々とした、落ち着いた声で言い、剣をすらりと抜く。

　しかし、その声の裏に、どれほどの怒りが込められているのだろうか。

　少なくとも、俺おれの目には、黒柚比坂の威圧的なオーラがいつになく濃く立ち上っているように見えた。

「覚悟はできているんでしょうね？　こんな小さな子の善意につけ込むなんて、恥を知りなさい、このクズども……！」

　柚比坂と、フードの人影が睨にらみ合う。

　その隙すきに、ネアに駆け寄ったシェリスが、

「どりゃあああっ！　ですわっ！」

　と、ネアを縛っていた鎖を引きちぎった。もちろん、素手で。

　……いや、怪かい力りきなのは知ってたけど、それはさすがにどうなんだ。

「おい。大勢は決した。ここは素直に降参して謝っておけ。謝ってすむもんでもないが、このままだとマジで地じ獄ごくを見るぞ」

　降こう伏ふく勧かん告こくをするも、フードの人物は何も言わず、小さく舌打ちしたのみだった。

「志し度ど君は黙っていて。謝ったくらいで許される罪ではないわ」

　言いつつ、柚比坂の剣先が微かすかに上下した。

　──柚比坂が、仕掛ける。

　そう思った瞬間、

「うおおおおおおおお──っ！」

　と、咆ほう哮こうにも似た雄叫おたけびを上げながら、大男が柚比坂に突進してきた。腕が折れているので、背せ負おった剣は抜けない。

　しかし、それでも、猛もう牛ぎゆうのような気き迫はくを感じさせる突進だった。

　だが、柚比坂は臆おくすることも取り乱すこともなく、冷たい目で一いち瞥べつし、大男に向かって鋭く剣を振るった。

　見えないほど速い太た刀ち筋すじが、三連の衝しよう撃げき波はを生む。

　衝撃波は、三発とも狙ねらい澄ましたように大男の右みぎ膝ひざを立て続けに斬きり裂いた。

「ぐあっ……！」

　足をやられて猛もう牛ぎゆうのような突進は勢いを失い、大男はどうと前のめりに倒れ込んだ。

　が、柚ゆ比び坂さかが剣を振るった隙すきをついて、フードの人物が魔法を唱えようと杖つえを構え、詠えい唱しようを開始する。

「あまねく闇やみの元素よ、我が手に……」

「アンニャ！　危にゃい！」

　しかし、柚比坂の危機を察知したネアの反応速度はさらにその上を行った。

　素早く腰からお手製のスリングショットを抜き、足あし下もとの石ころを拾って、早撃ちのガンマンよろしく射出したのだ。

　スキュラの皮の伸しん縮しゆくによるエネルギーによって撃ち出された小石は、吸い込まれるようにフードの人物の顔に直撃した。

「ぐっ……！」

　ネアの攻撃で、顔と頭を覆っていたフードがめくれ上がった。

　露あらわになった顔は──

「女!?」

　黒に近いほど濃い緑色の髪を少年のように短く刈り込んだ、女。化け粧しようっ気はないが、おそらく大男と同じくらいの年齢だろう。

　ビキニアーマーではなく、俺おれが着ているような、服の上に胸当てを着けたような、男の格かつ好こうだったから完全に騙だまされてた。くそ、これだから先入観ってヤツは……！

「てめえらっ！　サマーニの姐あね御ごに何しやがるっ！」

　大男が、立ち上がろうともがきながら吠ほえる。

「サマーニ……っていうのか。あんたがルミエルなのか、サマーニさん？」

　だが、サマーニはネアの攻撃を食らった頰ほおを手で押さえながら、

「パスパーの間抜け！　余計なことを言うんじゃないよ！　このおたんこなす！」

　とヒステリックに叫んだ。

　なんだろう……。うん、きっと違う。光こう一いち郎ろうでないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんとしても、俺が思い描いているルミエル像とは似ても似つかない。

　なんていうか、ちょっとマヌ……いや、こほん、直情的すぎる。せいぜい、ルミエルに手足代わりに雇われたってのが関の山だろう。

「あんたの名前はパスパーさんか。訊ききたいことがある。素直に答えてくれたら、サマーニさんには危害を加えないように柚比坂を説得してもいい」

　大男パスパーに、俺は言った。

「説得ってなんだよ！　そこはキッチリ約束しやがれ！」

「いや、確約できないことは約束できないっていうか、あの柚比坂の怒りのオーラを見たら止められる自信なんかあるもんか」

「交換条件として成立してねえんじゃねえのか、それは!?」

「そう言われてもなあ。努力はするけど」

　柚ゆ比び坂さかの不満そうな顔が視界に入るが、見なかったことにする。

「余計なことは言うんじゃないよっ！　ただでさえしくじったっていうのに、これ以上の失態は……わかってるんだろうねっ!?」

「……」

「まったく、ガキどもが、やってくれるよ。まさか、そう何回も使えないポンコツ魔法使いの貴重な魔法を、幻げん影えいを作り出すのに使うなんてね！」

「俺おれたちの目的は、なんとしてもネアを取り返すことだ。あんたたちに勝つことなんて二の次だからね」

　俺がその案を提案したとき、みんなはやっぱり難なん色しよくを示した。それはそうだ、あえて一番強力な手札を捨てるのだから。

　でも、だからこそ、敵だってそう考えるはず。こちらの情報を持っていればいるほど、そう確信するはず。そう言って、根気強く仲間たちを説き伏せたのだ。

　そして、その読みは当たった。

　本当に警けい戒かいするなら、俺たちがここに足を踏み入れた時点で、魔法を使っているかどうかくらい確認するべきだったのだ。それをしなかったのは、ティーナの特異な体質を知り、そして状況的に、ここに来るまでに魔法を何度か使わざるを得ないことを知っていたからだろう。

　残り回数が少ない魔法は、温存しようとするだろう。

　そう思い込んでしまったのだ。

　もしかしたら、ここまでに三回使っていることすら、どういう手段でか把は握あくしていたかもしれない。

　だから、最後の一回はシェリスの運用に使うはず、と思い込んだ。

「まったく、ここ一番で大おお博ばく打ちなんて、本当に可愛かわいげのない……ッ！」

「それはどうも。で、素直に答える気はあるの？　ないの？」

「パスパーッ！　これ以上恥を上うわ塗ぬりするんじゃないよッ！」

　なおもヒステリックに叫ぶサマーニと、大マジな顔で悩むパスパー。

　が、次の瞬間、パスパーとサマーニの身体からだが、とぷん、と地面に沈んで、消えた。まるで地面が水面みなもに変わってしまったかのように。

「えっ」

　俺のみならず、仲間たちも全員が驚いて目を見張った。

「消えまちたわ……」

　何が起こった……？　まさか、不要になった手下を始末した……？

「安心してください、転移魔法で安全なところに避難させただけですよ。多少抜けていても、仲間を見捨てるわけにはいかないので」

　俺おれの心を見透かしたような声が、カテドラルの奥から響いてきた。

　声の方向を見やると、いつの間に現れたのか、フードを深く被かぶった人影があった。

　サマーニと同じような背せ格かつ好こうで、同じような服装だが、明らかに雰ふん囲い気きが違っていた。間違いなく、こいつだ。俺が、あのとき見かけたのは。

　そして、この声は、この口調は、間違いなく──

「光こう一いち郎ろう……！」

　しかし、そいつは俺の呼びかけには何も応こたえず、フードから覗のぞく口元を吊つり上げるようにしてニヤリと笑った。まるで、すべてが狙ねらい通りだと言わんばかりに。

「おい、光一郎。お前は──」

　が、俺の言葉など意にも介さず、

「では、失礼」

　そう言って一礼し、光一郎もとぷんと地面に沈んで姿を消した。

　くそ、なんなんだ、あいつは。

　訪れた静せい寂じやくの中、神こう々ごうしい光だけが降り注ぐ。その光も、時刻とともに弱くなり、細くなっていく。

　舌打ちをして、俺は乱暴に自分の頭を搔かいた。

「くそっ、なんか釈しやく然ぜんとしないが、まあいい。最低限、目的は果たしたわけだしな」

　自分に言い聞かせつつ、ネアを見やる。

　ダリルも「痛かったです……」と言いながら起き上がり、全員の表情がフッと緩ゆるんだ。

「お仕置きは次に会ったときに持ち越しね」

　柚ゆ比び坂さかも、剣を鞘さやに納めた。そして、優しく微笑ほほえんでネアに歩み寄る。

　ネアも、張り詰めていた緊張がプツッと切れたようで、目に一杯涙を浮かべて、

「アンニャあー」

　と柚比坂の胸に飛び込んだ。

　そして柚比坂に抱きついてわんわんと泣き出した。

「ごめんね、ごめんね。怖かったわね」

　柚比坂も、ネアの小さな身体からだをしっかりと抱きしめる。

　ネアはひとしきり泣いて、しゃくり上げながら、

「こわ、かったけど、アンニャたちが、助けにきて、くれるって……」

「もちろん、どこへでも助けに行くわ。でも、今度からは、知らない人に声をかけられたら、仲間の誰だれかに一言言ってね？」

「ごめんにゃさい……」

「謝らなくてもいいわよ。ネアちゃんは困ってる人を助けようとしたのよね？　それはとってもいいことだもの」

「みゃう……」

「なんだかよくわかりませんけど、めでたしめでたしみたいでございますわね！」

　一仕事終えたみたいな顔をして、イルザが満足げに言った。

「っていうか、イルザはどうちてここがわかったんですの……？」

「愚ぐ問もんでございますわね。妻たるもの、夫の危機は魂たましいが察知するものでございますわ！」

「言ってる意味がちょっとわからない」

　うん、俺おれもティーナの意見に全面的に同意する。

　大きなため息をつきながらメイドさんたちを見やると、

「救世主様、大変申し上げにくいのですが……」

「本当に、お嬢じよう様さまは突然、救世主様が助けを求めていらっしゃる気がする、と叫んで走り出しまして」

「そしてここにたどり着いた次第でございます」

　だんだん人間離れしてきたな……。いや、思い返せば、イルザは最初から規格外だった気もするけど。

　そんな、わちゃわちゃしたこっちの喧けん噪そうは一切シャットアウトして、柚ゆ比び坂さかはネアに、

「さあ、お腹なか空すいてるでしょう？　帰って美お味いしいご飯を食べましょうね。とびっきり美味しいご飯を作るわ」

　優しい声でそう語りかける。

「みゃう……！　アンニャ、大好き！」

　ネアは柚比坂の腕の中でもぞもぞと身じろぎして、両手を柚比坂の首に回し──、

　そして、チュッと柚比坂の頰ほおにキスをした。

　夕暮れの朱しゆに染まった光が降り注ぐ中、お互いを慈いつくしみあい、姉妹のように抱き合うその姿は、まるで絵画のようにカッチリとハマった構図になっていた。

　そんな二人に見とれてしまっていた、その瞬間──、

　弱まりつつあったカテドラルに降り注ぐ光が一気に強くなった。

　降り注いだ光は周囲の水すい晶しようの柱に乱反射して虹にじのように色を変え、柚比坂とネアを祝福するように照らし出す。

　柚比坂の黒髪が光を受けて艶つやめき、白い肌が色とりどりの光の中で引き立てられ、まるで象ぞう牙げのように見えた。

　ネアの虎とら縞じま入りの金髪も、キラキラと煌きらめいて、繊せん細さいな金細工のようだ。

　美しく、優しく、愛らしく、神こう々ごうしい。

　それは、まさに奇き跡せきのような光景だった。












「綺き麗れいですわ……」

「アンナ殿が女神みたいに見える」

「見とれちゃいます……」

　シェリスたちも、俺おれ同様に目を奪われてしまっていた。

　メイドさんたちはもちろんだが、普段は反発し合っているイルザさえも、言葉を失って見とれているようだった。

　やがて、激しく降り注いでいた光は徐じよ々じよに勢いを失って、やがて消えた。

　夕暮れの光さえも差し込まなくなり、カテドラルは徐々に闇やみに包まれていく。

　最初にメイドさんたちが、そして俺たちも懐かい中ちゆう典でん灯とうを取り出して灯あかりを点ともした。

「それにしても、あの光はなんでございましたの……？」

　イルザが首を傾かしげた。

「もう夜になるのに、光が強くなりましたよね……」

　ダリルも首を捻ひねっている。

「光……」

　こんな時間に、差し込む光が増す理由はなんだ……？

「あ！」

　俺は、急いでウエストポーチから『冒険の書』を取り出して、懐中典灯で照らしながらページをめくった。

　クエストが解けたときの壁の移動。

　壁が移動するときは、一度光の粒りゆう子しのようなものに姿を変え、輝きながら新たな壁が形成される場所に飛んでいくのだ。

　この時間に光が増える理由が、他に思いつかなかった。

「やっぱり……！」

　俺おれが開いた『冒険の書』には、

『風の月一八日／ネコ耳幼女にキスをしてもらい攻略達成、クエストクリア』

　という文字が浮かび上がっていた。

　……なるほど、『攻略』を達成する条件はキスか。それがほっぺでもいいってのはともかく、確かにギャルゲー的な攻略条件として考えれば妥だ当とうなところかもしれないが……相手が異性じゃなくてもいいのかよ！　その一点だけは、なんか納得いかねえ。

　さらに、

『クエストクリア時のネコ耳幼女の好感度が規定値を超えていたため、獣人族ワービーストが選択可能な種族として開放されました』

　という文字も。

「ああ、これで逃げ回る必要もなくなったな」

　そう呟つぶやいた俺の言葉に、シェリスとティーナが、少し遅れてダリルが『冒険の書』を覗のぞき込こんだ。

「新種族、ってことですの……？　でも、これでネアちゃんがモンスターなんかじゃないって証明されまちたわ！」

「リムルたちもこれを見れば納得してくれる」

「わたくしにも見せてくださいでございますわ」

　イルザがシェリスとティーナを押しのけるようにして、『冒険の書』を覗き込みつつ、俺の腕に自分の腕を絡めてきた。

「ちょ、イルザッ、どういうつもりですの!?」

「横おう暴ぼうにもほどがある」

「あの、あたしにも見せてください……」

　我がパーティの女性陣が不満に頰ほおを膨ふくらませて、メイドさんたちが雇用主を諫いさめようと動き始めた瞬間、

「いい加減にしなさい」

　と、ネアを抱きしめていたはずの柚ゆ比び坂さかが、イルザの首根っこを摑つかんで俺から引き剝はがした。

「ちょ……っ」

　イルザが柚ゆ比び坂さかに嚙かみつこうとした瞬間、メイドさんたちが機き先せんを制して完全包囲する。

「お嬢じよう様さま。単に駆けつけただけで何もしていらっしゃらないのですから、もう少し遠えん慮りよするということを覚えてくださいませ」

「まして、新種族のアナウンスなどはおそらく全パーティの『冒険の書』に浮かび上がっているでしょうから、ご自分のものをご覧になってください」

「それと、そろそろ門限の時刻でございます」

「ちょ、そんな、ヨシュア様とクエストクリアの喜びを分かち合うのはこれからでございますのに……っ」

　喚わめきながらも、多勢のメイド隊に抗あらがうことはできず、イルザは引きずられながら帰っていった。

　そんな困ったお嬢様の退場劇を尻目に、我がパーティの女の子たちは、

「なんだか違和感がありますわ……」

「え？　え？　何がでしょう……？」

「今までアンナ殿はやれやれ的にたしなめて終わりだったのに、最近は実力行使で引き剝はがしにかかるようになった。私のネコ耳魔法のときとかも」

「あ！　そう、違和感の正体はそれですわ！」

「ええと……、でも、アンナさんとイルザさんはライバル的っていうか、対抗意識みたいなものがあるじゃないですか……。ネコ耳魔法のときは、ネアちゃんの前だったから教育上の問題とかもあった気がしますし……」

「いえ、最近のアンナ様はちょっと怪しいですわ」

「同感。最近、アンナ殿はかなり怪しい」

「馬鹿なことを言ってないで、早く帰るわよ。夕飯の材料だって買わなきゃいけないんだから、お店が閉まる前に街に戻りたいわ」

　ぴしゃり、と柚比坂に言われたシェリスとティーナは首をすくめた。

　柚比坂もそんな仲間たちの様子に肩をすくめて、まるっきり別人のような優しい笑顔をネアに向けた。

「ネアちゃん、何か食べたいものはある？　今日は好きなものを作ってあげるわよ」

「ヨシヤからもらった桃のヤツ！　あと、あと……アンニャの料理はにゃんでも美お味いしいから好きー」

　ネアが柚比坂に駆け寄って、嬉うれしそうに言いながら手をつないだ。仲の良い姉妹のように、二人はさっさと出口へと向かって歩き出す。

　そんな様子に自然に頰ほおが緩ゆるむのを感じながら、

「さ、撤てつ収しゆうしようぜ。どんなに荘そう厳ごんで絶景でも、ここはダンジョンだしな。長居してモンスターと出くわしてもつまらないだろ」

　そう仲間たちに促して、柚ゆ比び坂さかとネアを追いかけた。




　余談だが、今回もイルザの『冒険の書』にはクエストクリアのアシストをしたとの文字が浮かび上がっていたのだそうだ。

　おそらくは誘ゆう拐かい犯から助け出したことが決め手になったから、という判定だったのだろう。

　いや、確かに助かったけど……なんか、納得いかないよな。





エピローグ




　大手を振って堂々と街に入り、ネアのネコ耳を隠すこともなく、ゆっくりと買い物をしながら家いえ路じを行く。

　こんな当たり前のことに、少し感動を覚えてしまった。

　そして、隠す必要もなく、我が慢まんもしなくていいとなったら、ネアの好こう奇き心しんはそこかしこで炸さく裂れつした。

「あれ、にゃんだー？」

　そう言っては走り出し、魔法の光が灯ともる街灯をまじまじと見つめ、お肉屋さんでは秤はかりの構造に興味を示し、魚屋さんの冷蔵ショーケースの中身が冷たいことに首を傾かしげていた。

「かっこいーにゃ！」

　もう、ネアに言わせると、街中の大半がかっこいいに違いない。

　どうやらクエストクリアのニュースと一緒に『新種族』の噂うわさは早くも広まっているようで、お店の人たちも、ネアの好奇心を迷惑がらずに許してくれた。

　逆に、

「この子が噂のワービーストかい？」

　と、ネアの方が興味の対象になったりして、集まりすぎた野や次じ馬うまに驚いたネアが柚ゆ比び坂さかの背後に隠れるような場面もあった。

　しかしまあ、それでも、元々人ひと懐なつっこくて笑顔が眩まぶしいネアのこと、アレは何、コレは何と訊ききまくっているうちに、商店街のおっちゃんやおばちゃんたちを虜とりこにしてしまったらしい。

「コレも持っていきな」

「こいつもおまけしちゃおう」

「これ、食べておくれ」

　そんなことを言われまくって、最終的には買ったものの倍近い食材を、みんなして抱えることになってしまっていた。

「今後、買い物には必ずネアちゃんを連れて行くべき」

　ティーナが上じよう機き嫌げんでそんなことを言うのだから、そのもらいものの量たるや推して知るべし、である。

　まあ、ネアの笑顔がもたらしたラッキーの裏側で、俺おれは運悪く降ってきた植木鉢が直撃したり、落ちてた果物の皮に足を滑らせて転んだりしていたんだけどな。




　夕飯には潜せん伏ぷく時に保存食として買った塩漬け肉を使ったチャーハンと、蒸むし鶏どりにレモン風味の塩だれをかけたもの、その鶏のガラでダシを取ったかきたまスープという、中華っぽいラインナップだった。

　そして、ネアのリクエストであった桃のコンポートがデザートとしてラスボスよろしく控えている。

　チャーハンはほのかにニンニクとゴマ油が香るシンプルなものだったが、だからこそ塩漬け肉の味がよくわかり、思わず口いっぱいに頰ほお張ばりたくなる。

　こってりめのチャーハンとは対照的にさっぱり味の蒸し鶏が、これまたチャーハンの味に染まった口を爽さわやかにリセットしてくれる最強の組み合わせ。チャーハン、チャーハン、蒸し鶏、チャーハン、チャーハン、蒸し鶏、のサイクルが止とどまるところを知らない。

「これ好きー。こっちも好きー」

　ネアは上機嫌で、好きを連発しながら食べている。

　うん、気持ちはわかる。俺も、これまで食べてきたメニューで嫌いだったものは何一つないからなあ。

「ほら、ネアちゃん、ボロボロこぼしちゃダメですわよ」

「みゃう！」

「あ、そんなに無理に手を伸ばさなくても、取ってあげますから……あっ」

　がちゃん。

「ちょ、ダリルさん、私がやるから、これ以上お皿を割らないで」

「ごっ、ごめんなさいごめんなさい……！」

「（もぐもぐ）」

　それにしても、なんともまあ、いつも以上に騒々しいことだ。

　でも、もちろん、不快じゃない。それどころか、見ているだけで幸せな気持ちになる。

　無事にこの平へい穏おんを取り戻せてよかった、と心底思う。

　──けれど。

　喜んでばかりもいられない。

　こうして終わってみれば、腑ふに落ちないことだらけだ。

　なぜ、ルミエル──光こう一いち郎ろうは、あんなにあっさりと引き下がったのか。

　なぜ、柚ゆ比び坂さかのロケットペンダントを欲しがったのか。

　それに、あの地面が水面みなもであるかのようにとぷんと落ちるような転移魔法。あれは、俺おれたちがゲームガルドに来る直前に味わった感覚そのものなんじゃないか？

　すると、俺たちをこの世界に連れてきたのは光一郎なのか……？

　しかも、サマーニに同じような格かつ好こうをさせていたのはなぜだろう。影かげ武む者しやのつもりだろうか？　しかし、自分も出てきてしまったのでは意味がない。俺たちに対してじゃないとすれば、誰だれに対しての影武者なんだ……？

　……。

「ヨシヤ、もう食べにゃいの？」

　考え込んでいるうちに、食べる手が止まっていたらしい。口元にご飯はん粒つぶをくっつけたネアが、自分の食べる手も止めて、心配そうに俺の顔を覗のぞき込こんでいた。

「あ、いや、食べるよ」

　我に返って、慌ててチャーハンを口に運ぶ。

「口に合わなかった？」

　柚比坂の問いに、俺は首を横に振った。

「まさか、美う味ますぎて文句のつけようもないって。そういうんじゃなくて、ちょっと考えごとをな」

　柚比坂は「しょうがないわね」とでも言いたげに肩をすくめた。

「まあ、今回は色々引っかかることも多かったものね。私だってそう思うんだから、志し度ど君にしてみたら気になることが多いのは理解できるわ。でも、食べてるときくらい、それは脇に置いておいてもいいんじゃないかしら？」

「ああ、そうだな。悪かった」

　確かに、食事中に考えごとなんて、作ってくれた柚比坂に失礼だ。俺は素直に謝罪して、かきたまスープを一口すすった。




　食事後、リビングで、ネアとシェリスとダリルの三人がきゃっきゃ言いながら、例の『くすぐり合いながらマウントポジションを奪い合う遊び』を始めた。以前はティーナとダリルがネアとやっていた遊びだが、今回はティーナの代わりにシェリスが加わっている。

　前回はネアの服を取りに行っていたシェリスは加わるタイミングを逃してしまったらしく、次こそはと心に決めていたらしい。

　食べた直後によくやるなあ。

　そんな女の子たちのじゃれ合いをぼんやりと眺めつつ、俺おれは俺で中断していた考えごとの続きを始めていた。

　ちなみに、ティーナは一人で夕食を継続中だ。さっきトイレにいくとき食堂を覗のぞいたら、スライスしたバゲットの上に、チャーハンを載っけて食べていた。パンの上にご飯て。主食オン主食。もう意味がわからない。せめて、パンに載っけるなら蒸むし鶏どりにすればいいのに。そのうち、ティーナはチャーハンをおかずに白飯を食べ始めるんじゃなかろうか。

　それはさておき。

　──光こう一いち郎ろうは何を考えているのだろうか。

　わからないことが多すぎる。情報が足りない、判断材料も乏とぼしい。

　疑問の先に広がるのは根こん拠きよのない憶おく測そくばかりで、さっぱり考えがまとまらなかった。

「イライラが顔に出ているわよ」

　運んできたトレイから、ティーカップを一つ俺の前に置いて、柚ゆ比び坂さかが言った。

「すまん」

　早速、熱いうちにお茶を頂くことにする。爽さわやかな濃い紅茶の香りが、食事の後味や脂あぶらっこさを綺き麗れいに洗い流してくれる。

　シェリスやティーナに限らず、ゲームガルドの人々は砂さ糖とうやミルク、蜂はち蜜みつなどをたっぷり入れて飲むのを好んでいるが、俺としては、食後のお茶はやはり無糖のストレートがいい。

「それで、そんな難しい顔をして何を考えていたの？」

「色々な。例えば……光一郎の引き際の良さとか、なんか引っかからないか？」

「そうかしら？　唯一の前ぜん衛えいがダリルさんに腕を折られた上に私に膝ひざを斬きられてしまったわけでしょう？　あれだけのダメージだと、癒いやすのもかなり手間だもの。前衛なしで魔法使い二人じゃ、ちょっと厳しいんじゃないかしら」

「そうか？　こっちはティーナが魔法を使い果たしてた。ってことはシェリスもアタッカーとしては機能しないし、ダリルも急降下キックの着地に失敗して伸びてたし、実質は俺とお前、ネアを加えても三人だ。俺の戦闘力なんかアレだし、ネアだって子どもだし、決して厳しくはないだろ。立ち回り次第では充分勝ち目はあったはずだ」

「一いちか八ばちかの泥どろ仕じ合あいなら、避ける理由としては充分よ」

「でも、誘ゆう拐かいなんて手の込んだことまでしたんだぜ？　そのわりには、諦あきらめがよすぎる気がするんだよな。それに、なんでそのロケットを……っていうか、中の形見を欲しがったのかもわからないし」

「そうね。そればっかりは、判断のしようがないわ」

「そもそも、あいつ、俺おれの部屋に忍び込んでメモを置いて行ってるんだよな。あの転移魔法があれば簡単だろうけど、だとしたら、柚ゆ比び坂さかのロケットを盗むのだって同じ方法でできそうなもんじゃないか？」

「それは……確かにそうね。ということは、もしかして、要求はなんでもよかったのかしら？　そう仮定すれば、諦めがよかったことの説明もつくわ」

「ずいぶん飛ひ躍やくしたな」

　そんなことがありうるのだろうか？

　しかし、敵はロケットの中身を知らないのではないか、という予測が成り立ったのも事実。中身も知らずに寄よ越こせと言ってきたデタラメさを思えば、ないとは言い切れないかもしれない。

「しかし、だとすると、目的は俺たちをカテドラルまで来させることか？　それで何をしたかったんだ？」

「さあ……？　私に訊きかれても困るわ」

　そう言いつつも、柚比坂は少し考えて、ふと思いついたように、

「案外、私たちにクエストを解かせるのが目的だったのかもしれないわね」

　冗談めかした口調で、クスクス笑いながら言った。

「いや、でも、さすがにそれは……」

　俺も笑ってそう返したが……、うーん。

　実際、ネアのほっぺにチュウがクリア条件だったわけで、引き金になったのは誘拐事件だ。誘拐されて怖い思いをし、俺たちが助けに駆けつけたことで、ネアは俺たちに対する信頼を一段階深めたようには思う。

　結果論でしかないが、誘拐事件がクエストクリアのきっかけを作った、と言えないことはないのだ。

　そういえば、俺たちを探して街を巡回していた竜りゆう騎き士し団や警備隊には、「ネアに危害を加えるな」という厳げん命めいが下されているらしい、とリックが言っていた。その話を聞いたときには首を傾かしげたものだが、それが光こう一いち郎ろうの差し金だったとして、俺たちにクエストを解かせることが目的だったと仮定すれば辻つじ褄つまは合う……。

「まさか、な……」

　だいたい、温泉の件では、クエストクリアを阻そ止しするために評ひよう議ぎ会かいに働きかけるような真ま似ねまでした……んじゃないかという疑惑もある。

　それで今回はクリアの手助けをしたなんて、行動に一いつ貫かん性せいがなさ過ぎる。

　それとも、それらがきちんと理由を持つような目的が、光こう一いち郎ろうにはあるのだろうか。

「結局、情報が足りないんだよな……」

「そうね。おそらく、ど真ん中の一番肝心な情報がスッポリ抜けているのね」

　だから、どんなに考えても推測の域を出ないのだ。

　ため息を一つつく。

　ネア＆ダリル連合にマウントポジションを取られてくすぐられ放題のシェリスを見やりながら、やれやれ、と俺おれは二口目のお茶をすすった。

　お茶はもう冷めてしまっていたが、ティーナはまだ夕食を食べ続けているらしかった。





　　　　＊






　翌朝。

「ヨシヤー」

　また、ネアに揺さぶられて、俺は目を覚ました。

「アンニャがご飯作りに行ったー」

　つまりなんですか。一緒に寝ていた柚ゆ比び坂さかがいなくなったらこっちに来たと。

　しかし、さすがに一緒に二度寝ってのも問題が──

「ヨシヤー、遊ぼー」

　あ、寝る気ゼロですか。

　眠い目をこすりながら、起き上がる。

「遊ぶったってなあ……。あ、せっかく大手を振って出歩けるようになったんだし、散歩にでも行くか」

「行くー！」

「じゃあ、着替えてからまたおいで。俺も着替えるから」

「みゃう！」

　そして、お互いパジャマから普段着に着替えて合流。

　上じよう機き嫌げんのネアと手をつないでエントランスまでやって来てみると、また、脚きや立たつを担いだダリルと鉢はち合あわせた。

「あ、お早うございます……」

「ああ、お早う……っていうか、またか」

「はい……！　昨日の感覚を忘れないうちに、と思いまして……」

「それはわかるんだが、せめて安全対策として、下に何かクッションをだな……」

「落ちても大丈夫、って思うと甘えが生まれちゃいそうなんで……」

「それも、まあ、わからなくはないんだが……」

　ダリルは「今日こそは……今日こそは……」と呟つぶやきながら、玄関から出て行った。

「なんだろうなあ。このデジャ・ヴは……」

　案の定、ほどなくして、外からどんがらがっしゃんという音と、「ふぎゃっ」という悲鳴が聞こえてきた。

「アンニャー、ダリルがまた落っこちたー」

　俺おれが何かを言う前に、ネアが厨ちゆう房ぼうへと駆けていった。

「もしかしたら、ネアの方が学習能力高いんじゃないか……？」

　あくびをしながら、俺は口の中でそう呟いた。





　　　　＊






　今日も今日とて、授業に出るために学院に向かう。

　ただし、今日はネアも連れての登校だ。

　道すがら、持ち前の好こう奇き心しんを全開にして、

「あれ、にゃんだー？」

　とか、

「かっこいーにゃ！」

　を連発していたネアだったが、校門を前にした辺りで急におとなしくなったかと思ったら、すすっと柚ゆ比び坂さかの後ろに隠れてしまった。

　原因は、校門にもたれるようにしてたたずんでいた委員長と、レーナとサリナ（とクビハネウサギたち）の三人だろう。どうやら、学生たちが屋敷に怒ど鳴なり込んできたときのことをしっかり覚えているらしい。

　俺たちに気づいた委員長たちが、少し気まずそうにこちらへと歩み寄ってくる。ネアは柚比坂の手をぎゅっと握って、ますます身を強こわばらせた。

「よう。もしかして、わざわざ俺たちが来るのを待ってたのか？」

　委員長はバツ悪そうに、

「あ、ああ。その、やはりきちんと謝らなくてはならないと思ってな」

　と、目を逸そらしながら小さな声で言った。

「別に、俺たちはなんとも思ってないさ。こっちが感情論で熱くなってただけで、委員長たちの言い分はたぶん間違ってないと思うしな」

　安全のため、モンスターかもしれない未知の存在を街に持ち込むべきではない。

　その主張自体は、完全無欠の正論なのだ。

「だが、結果として私たちは間違っていたのだ」

「いいって。それに、謝るなら相手が違うと思うぜ」

「確かに」

　委員長は柚ゆ比び坂さかの後ろに隠れて出てこないネアの近くで膝ひざをつき、ネアと目線を合わせて、

「怖い思いをさせてすまなかった。この通りだ」

　と頭を下げた。

　が、ネアはプイッと顔を背けて、

「ネアをいじめる悪い人とはお話はにやししません」

　と、けんもほろろだ。

「ネアちゃん、そんな意い地じ悪わる言わないの。委員長さんはちょっと真面目まじめすぎて融ゆう通づうが利かないだけで、悪い人ではないのよ」

　事実だとしても、本人を目の前にそういう言い方はどうなんだ。委員長やレーナも渋い顔をしてるじゃないか。サリナだけは笑いをこらえているが。

　柚比坂に諭さとされて、ネアは渋々、委員長の顔を見た。

「さあ、レーナ、サリナ、お前たちも」

　委員長に促されて、

「わ、悪かったわよ」

「ごめんなさいなのです」

　と、レーナとサリナも頭を下げる。

　それでも、ネアはなかなか柚比坂の後ろから出てこない。

「リムル」

　屋敷を出る前からずっとレーズンパンをもぐもぐやっていたティーナが、委員長にひそひそと何やら耳打ちをした。

　委員長はうなずいて、

「なるほど。では、今度お詫わびの印に、美お味いしい桃のお菓子を探して持ってこよう」

　と言った。

　さすが、ティーナらしい良い入れ知恵だ。

　ネアの尖とがったネコ耳と尻尾しつぽがぴくっと反応する。

　俺おれは苦笑しながら、そんなネアの頭を優しく撫なでた。

「ネアもあんまり意地を張るなって。委員長が持ってきたお菓子が美味しかったら許してあげる、ってことにしようぜ」

「あら、落としどころとしては名案ね。ね、ネアちゃん。それでいいんじゃないかしら」

　俺と柚比坂に言われて、ネアは、

「……みゃう」

　と小さくうなずいた。

　委員長がホッとしたように口元を綻ほころばせる。

　ま、ネアのことだから、委員長が持ってきたお菓子に満足したら、けろっと遺い恨こんも何も洗い流してしまうことだろう。




　その後も、ネアに謝りたいとやってきた何組かのパーティと同じようなやりとりをしながら合流し、俺おれたちは中庭へとやってきた。

　委員長たち聖なる盾隊をはじめ、トップクラスの冒険者たちが朝から学院にやってくる目的など、これしかないのだ。

　すなわち、啓けい示じ板ばんに浮かび上がる新たなクエストの確認。

　いやまあ、学院祭とやらも近いそうなので、それも少しはあるかもしれないけど。っていうか、この世界の学院祭って、どんなことをやるんだろうな。

　それはさておき、俺たちもネアの入学手続きとか、そもそも新種族ってことは新学科の設立とかもあるような気もするし、学院長とかにそのことを訊ききにいったりするつもりなのだが、まずは次のクエストを確認しないことには一日が始まらない。

　啓示板には、

『氷の魔ま神じんを討とう伐ばつせよ』

　というクエストが浮かび上がっていた。

「ふむ、ようやくシンプルな討伐クエストが来たようだな。わかりやすくていい」

　委員長がニヤリと笑った。

　同様の声が、他のパーティからも続々と上がる。

「……額がく面めん通りだといいけどな」

　俺が苦笑しながらそう呟つぶやいた瞬間、

　──バチッ

　と、啓示板がスパークした。

　何ごとか、とその場にいた全学生が啓示板に目を向けた。




『救世主よ、始し祖その言葉を探し求めよ』




　啓示板の文言が書き換わっていた。

「な──」

　絶句して息を吞のんだ。

　どういうことだ……？

　が、俺おれたちが驚いている間に、啓けい示じ板ばんに浮かび上がっていた文字は消え、元の『氷の魔ま神じんを討とう伐ばつせよ』というクエストの内容に戻ってしまった。

　しん、と中庭が静まり返る中、ネアだけが啓示板をぺたぺたと触りながら、「かっこいーにゃ！」を繰り返していた。

「今の……、俺の見間違いじゃないよな……？」

「安心して。私にも見えたわ」

　柚ゆ比び坂さかが言い、シェリスやティーナも、ダリルも、委員長たちもうなずいた。

「ここでいう救世主というのは、やはり救世主殿のことだろうな」

「姐ねえさん、言いたいことはわかるけど、なんかすっごい頭の悪い言い回しになってる気がするよ……？」

「以前、救世主の名前で引っかけるクエストがあったとはいえ、今回は他の解かい釈しやくは成立しないと思うのです」

　聖なる盾隊の面々の言葉に、他の学生たちも異論はないようだった。

　つまり、俺、もしくは俺たちパーティに対するメッセージ──、と、今のところは見るべきか。

　だが、誰だれからの？

　俺は、腕を組んで考え込んだ。

　ルミエル──光こう一いち郎ろうが啓示板にまで介入できるとは思えない。

　つまり、管理者からのメッセージ、もしくは挑戦状……？

　ならば、乗ってみるしかないだろ。

「みんな。しばらくはクエストを委員長や他のパーティに任せて、俺は『始し祖その言葉』を追いたいんだが、どうだろうか」

　俺はそう言って、仲間たちの顔を見回した。

「もちろん、私に異論はないわ」

「わたくちも、ヨシュア様がそう仰おつしやるなら」

「（もぐもぐ）」

「も、もちろん、ヨシュアさんがリーダーですから……」

「ネア、よくわかんにゃい」

　……ええと、とりあえず反対意見はないってことでいいのか……？

「なんだか勝ち逃げされるようで少し悔しいが……」

　委員長は苦笑いしてそう言いつつ、俺の肩を少し乱暴に叩たたいた。

「気をつけてな、救世主殿。啓示板の文言が書き換わったり、特定の誰かに向けて別個の指示を出すなんて話は聞いたことがない。我々には計り知れない何かが動き出しているのかもしれない」

「ああ、わかってる。委員長たちこそ気をつけろよ。クエストの難なん易い度どはだんだん上がってるように思う。もし今回のが単純な討とう伐ばつクエストなら、氷の魔ま神じんとやらはべらぼうに強いはずだ。あるいは、今回のように魔神が新種族だったりする展開だってあるかもしれない。討伐と言っている以上は引っかけはないと思うが、なるべく先入観や常識に囚とらわれないよう心がけた方がいい」

「肝きもに銘めいじよう」

　神しん妙みように、委員長はうなずいた。

　その後ろでは、すでにいくつかのパーティが手を組む算段を始めている。

　──とにかく、状況は動いている。

　少なくとも、相手は──それが何者なのかは定かではないが──俺おれたちに対して、動きを見せている。

　これは、進歩だろう。

　よく解かい釈しやくすれば、俺たちを放置できなくなっているということだ。

　動いてくれているうちは、付け入る隙すきを探ることだってできる。それに、有あり瀬せ香か奈な子この例もある以上、始し祖そについて調べることだって意味はあるはずだ。

「必ず、黒幕の尻尾しつぽを摑つかんでやる。高みの見物なんて決め込ませない。そして、喉のど元もとに刃を突きつけてやろう」

　俺の言葉に、仲間たちはみんな、力強くうなずいた。




　けれど、大切なモノが紛失していることに、俺はまだ気がついていなかった。





あとがき







　どうも、おかざきです。

　数えてみたら、この本がちょうど二〇冊目でした。

　ええと、「二人で始める世界征服」で五冊、「図書館迷宮と断章の姫君」で三冊、「この部室は帰宅しない部が占せん拠きよしました。」で八冊、当シリーズで四冊。計二〇冊です。

　記念すべき二〇冊目がネコ耳幼女でいいのか、というのはありますが。

　ともあれ、どの作品も私の可愛かわいい子たちですので、未読でしたら是ぜ非ひどうぞ。

　まあ、決して速いペースではないのですが、これからもペースを守って本を出していければと思います。がんばろー！

　さて。

　実は今回、当初はネコ耳も幼女も登場する予定はありませんでした。それがどういうわけか、担当のＳさんと打ち合わせをしている最中に、どこからともなく「ネコ耳幼女を攻略しようか」というワードが飛び出し、二人で「「それだ！」」となって、私は急きゆう遽きよプロットを作り直したのでした。ちなみに、この打ち合わせは酒の席ではありません。

　いやあ、実際に顔を付き合わせての打ち合わせって大事ですね。ときおり、面白いブレイクスルーがやってくるのです。

　次の打ち合わせは、日本酒が飲めるお店とかだと良いアイデアがバンバン出るんじゃないでしょうか、担当様（チラッ）。美お味いしい海の幸とかがあるお店だと、なお良いと思います（チラチラッ）。

　いや、ただ酒が飲みたいというわけではなく、これは創作のために必要なアレなのです。そう、アレ。えーと、あ、取材。

　では、謝辞を。

　ダリルの角とお団だん子ごのバランスに続いて、ネアの髪の虎とら縞じまとか、無茶な注文に応こたえてくださるばかりか、神のごとき美しい絵を描いてくださるぺこ先生、毎回ありがとうございます。担当のＳ様、編集長様、編集部の皆さま、関係者の皆さま、こうして本が無事に出版されるのは皆さまのおかげです。

　たくさんファンレターをくださる山やま口ぐち県宇う部べ市のＩ様、他、ファンレターをくださる皆さま、ツイッターなどで感想を聞かせてくださる皆さま、いつも元気をもらっています。

　そして、最後まで読んでくださったあなた様に、最大限の感謝を。

　皆さまから頂いた元気で、全力投球で続きを書きたいと思います！　では、また次巻でお会いしましょう！
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